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序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、 携帯電話やパソコンなど高度情報通信機器の普及は一般化し、

これら無くしての社会生活は考えられない時代となりました。 これらの情報通信技術や情報処

理技術はますますこれからも進歩し、 我々の社会生活や世の中の仕組みまでも変えていくこと

でしょう。 このような日々変化していく時代の中にあって我々の行く末を考えるとき、 来し方

を正確に知ることの重要性はますます増してきていると言って良いでしょう。

歴史は、 過去に起こった、 あるいは行われたこと、 つまり事実の積み重ねから明らかにされ

ていかねばなりません。 特に地域との結びつきの深い埋蔵文化財は、 情報の共有化により均質

化する地域の、 個性ある歴史を明確にするためにも欠くことのできない位置を与えられてきて

います。 しかし、 埋蔵文化財は道路や住宅の建設、 ほ場整備などの大規模開発により年々破壊

され、 消滅の危機にさらされています。

このような中にあって、 宮城県教育委員会では、 開発などに関係する機関に遺跡の所在を周

知徹底すると共に、 開発とかかわりが生じた場合には積極的に保護することに努めてきており

ます。

本書は開発関係機関などと十分な協議・調整を重ねた結果、 調査することとなったもののう

ち 、 平成13年度に当教育委員会が国庫補助金を得て本発掘調査及び確認調査を実施した遺跡の

成果を収録したものです。 この成果が広く県民の皆様や各地の研究者に活用され、 地域の歴史

解明の一助となれば幸いです。

最後に、 各遺跡の保存にご理解を示され、 発掘調査に際しては多大なるご協力をいただいた

関係各機関をはじめ、 調査にあたり多大なるご協力をいただいた地元市町村教育委員会に対

し、 深く感謝申し上げます。

平成 14 年 3 月

宮城県教育委員会

教育長 千 葉 慎 弘



平成13年度発掘調査の概要

平成13年度に埋蔵文化財緊急調査野の国庫補助金（総事業狸5.782千円、 補助率1/2)を得て実施し

たほ場整備事業・住宅建築・宅地造成等の開発行為に伴うもの、 保存資料を得ることを目的にした発

掘調査のうち 、 本報告書は一定の成果が得られた以下の逍跡の成果を収録したものである。

〔名生館遣跡〕

古川市北西部、 東大崎地区の台地に立地している。 調査の契機は県営ほ場整備事業に伴うもので平

成10年度から発掘調査を進めている。 4 年目の今年が調査の最終年度で、 遺跡南西端にあたる第1II工

区南水田面及び道路敷にかかわる確認調査と水路敷にかかわる事前調査である。 調査の結果、 古代と

みられる掘立柱建物跡、 井戸跡、 土城等が多数検出された。

〔館の内遺跡〕

山元町北部の丘陵上に立地している。 調査は遺跡北側の既存畑地を盛土して畑地整備が計画された

ことに対応したものである。 工事内容からみて遺構は損なわれないと判断されたが、 遺構の分布状況

や内容把握を目的に平成13年3月の試掘調査を経て、 6月に確認調査を実施した。 調査の結果、 古代

の竪穴住居跡5軒、 掘立柱建物跡6棟等が発見され、 遺跡の内容について一定の資料が得られた。

〔一本柳遺跡・小沼遺跡〕

小牛田町東南部、 嗚瀬川左岸の自然堤防上に立地している。 県営ほ場整備事業に伴い、 平成11年度

から発掘調査を進めている。 今年が調査の最終年度で 、 現道下に埋設される排水管部分の事前調査で

ある。 調査の結果、
一本柳遺跡では古代の溝跡と畦畔、 小沼追跡では古代から中世の掘立柱建物跡、

土城などが発見された。

〔刈敷館跡）

志波姫町北西部、
一迫川右岸に形成された自然堤防上に立地している。 平成9年度に県営ほ場整備

事業が計画されて以来協議を重ねた結果、 小排水路以外は掘削しないなど遺跡への影響を最小限に留

める工法で工事を実施することとなった。 調査はそれに対応したもので、 調査の結果、 東西の屋敷跡

とそれを取り囲むように幅の広い堀跡が検出された。 その後、 西側屋敷跡及び堀跡に設置される小排

水路は遺構面を損なう恐れがあったので 、
一部計画を変更し盛土によって保存を回ることとなった。

（窪田遣跡ほか〕

蔵王町円田盆地北側の微高地上に立地している。 平成8年度に円田2期地区の県営ほ場整備事業計

画が示され、 現地協議を行った結果、 窪田遺跡など11遺跡が事業区域に含まれることが明らかになっ

た。 その後事業年次計画が示された平成12年度に再度現地確認を行ったところ 、 遺跡との関わりが予

想以上に大きかったため、 事業区域からの除外区域拡大等の要望を行った。 さらに、 町教育委員会が

改めて分布調査を実施した結果、 新たに3追跡が発見され、 また周知の遺跡も従来知られていた範囲よ

りも拡大した。 今回の確認調査は平成14年度以降に工事が行われる区域との調整を図るため、 窪田遺

跡・都遺跡及び新城館跡の範囲確認と内容把握を目的に実施したものである。 調査の詳細は本文を参

照されたい。
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1 . 本書は宮城県が平成13年度の埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助を得て、 宮城県教育庁文化財保護

課が担当して行った発掘調査の報告書である。

2. 各遺跡の発掘調査から調査報告租にいたる一連の作業は 、 調査原因となった開発行為に関わる機

関の依頼を受けて文化財保護課が行ったものである。

3. 各追跡の保存協議や発掘調査にあたっては、 開発担当部局や地元教育委員会から多大な協力をい

ただいた。

4. 本書に使用した土色の記述は、 「新版標準土色帳」（小山・竹原： 1973) を参照した。

5. 本悲に使用した各遺跡の位置図は、 建設省国土地理院発行の1/25.000もしくは1/50,000の地形図

を複製して使用した。

6. 本書の図中の座標値は、 国家座標X系による。

7. 本書は調査員全員の協議を経て、 下記のものが執錐 ・ 編集した。

平成13年度発掘調査の概要 阿部博志

名生館遺跡 須田良平

館の内追跡

一本柳遺跡・小沼遺跡

刈敷館跡

窪田遺跡・都遺跡・新城館跡

引地弘行

千葉直樹

天野順陽

佐久間光平

8. 発掘調査、 遺構・遣物の整理、 報告書の作成にあたって、 次の方々からご協力、 ご教示いただい

た。 （五十音順· 敬称略）

及川規•大谷基• 佐藤優・藤沼邦彦• 藤原二郎

9. 発掘調査で出土した遣物、 調査記録類は宮城県教育委員会が保管している。
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調 査 要 項

遺 跡名：名生館遺跡（みょうだていせき）（宮城県遺跡地名表記載番号27018、 遺跡記号p J) 

所在地：宮城県古川市大崎字名生館他地内

調査原因：東大崎地区県営ほ場整備事業

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

須田良平 • 吉野武 ・ 引地弘行

調査期間：平成13年(2001年） 7 月 16日-9 月 21日 、 10月 1 日-10月 4 日

調査対象面積： 7.438rri (水路・道路部）

調査面積： 7122面（水路・道路部）、 1164rrl(田面部）

調査協力：宮城県古川産業振興事務所 、 大崎土地改良区、 古川市教育委員会、宮城県農業公社



第一章 遺 跡 の 概 要

I. 遺跡の位置と地理的環境（第 1 図）

名生館遺跡は大崎平野の北西端にあたる古川市大崎字名生館 、 城内、 名生北館 ・ 小野柄堂•上代・

小館・弥栄に所在する。 遺跡はJR陸羽東線東大崎駅の西側に広がり、 奈良•平安時代の陸奥国府多

賀城の北西約40kmに位置する。

江合川と鳴瀬川の沖積作用で形成された大崎平野は東西約13 km、 南北約17kmの広さをもつ。 四周は

主に丘陵で、 東は広淵丘陵が南北に、 南と北はそれぞれ三本木丘陵、 清滝丘陵が西から東に延びる。 西

は江合 ・ 嗚瀬川が形成した扇状地が段丘化した翡位段丘面（通称青木原台地） が発達し、 緩やかに傾斜

(0.7-0.8° )しながら北西から南東に舌状に延びて沖栢面下へ没している。 高位段丘は第四紀更新世に

咬出した浮石凝灰岩（柳沢凝灰岩） を主体とした堆積物で構成される。 沖積地との漸移付近は礫•砂な

どの河岸段丘堆租物からなり、 尾花沢一肘折テフラ層を挟むところもある。 遣跡はこうした江合川右

岸の高位段丘の南東端に立地する。 標高は3 6-47m、 沖積地との比高差は3-15mである （第4 図） 。

第二章 調査の経過と調査方法

本調査は古）II市東大崎地区県営ほ場整備事業に伴うものである。 この事業に伴う発掘調査は平成8

年度の試掘調査をへて、 平成10年度から本調査に入り、 4 年目の今年が調査の最終年度である。 調査

に至る経過と昨年度までの調査成果はすでに報告書にまとめられている（天野 1999、 村田ほか 2000、

須田 •吉野・稲毛2001) 。 したがって、 それらの内容についてはここでは省略する。

今年度の調査は遺跡の南西端にあたる第m工区南が対象である（第2·3固） 。 水路・道路敷につい

ては、 水路敷は掘削が遺構面に及ぶため事前調査、 道路敷は未舗装で掘削も遺構面に及ばないため確

認調査にとどめた。 さらに対象地域のほぽ全面を対象にした、 遺構面の高さを確認するための田面部

分の調査を任意にトレンチを設けて行った。 調査区は細長く 、 かつ広範囲に及ぶため、 昨年度までの

調査区A-V 区に引き続き、 事前調査対象の水路敷をW区、 確認調査対象の道路敷を X 区、 田面部の

調査で遺構がまとまって確認された地点をY 区とし、 さらに畦畔などを境にW- 1 区、 W-2 区など

のように細分した。

調査は 7 月16日-9 月 21日と10月 1 日-10月 4日に行った。 検出した迫構は国家座標軸を基準線と

して、 1/20または1/100、 1/200平面図、 1/20断面固を作成した。 同時に35mm、 6 X 7モノクロ ・ カラ ー

リバーサルによる写真記録も行った。 以上の方法で調査を進め、 10月4 日に今年度の調査を終了し、

東大崎地区県営ほ場整備事業に伴うすべての調査を終了した。 道路 ・ 水路敷の調査対象面積は7,438

面、 発掘調査面積は7.122面、 田面の高さを確認するための発掘調査面積は1,164面であった。

また、 一昨年度、 昨年度の調査で、 報告書に収録しなかったA区及びF 区の成果、 さらに昨年度、

田面工事中に藤原二郎氏によ りA区北側で発見された土城出土追物についても併せて記載した。
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第三章 発掘調査の成果

I. 基本層序（第4図）

本逍跡の罰序は地点によって異なるものの、 基本的に以下の層に大別される。

I層：耕作土。 部分的に現代の盛り土も含まれる。

n 層：黒ボク土（旧表土） 。 皿陪との境界に部分的に漸移層が認められる。

皿層：尾花沢ー）M折テフラ層（肘折軽石附） 。 追跡の西部に主に分布する。

IV層：ソフト・ロ ー ム恩(10YR5/4にぶい黄褐色） 。 場所により締まりのない同色砂質シルト ・ 粘

土または白色粘土となる。

v 陪：ソフト ・ ロ ー ム層(10YR5/4にぶい黄褐色） 。 旧石器時代文化附 。 IV陪より締まりがある。

VI層：ハー ド・ローム陪(lOYR6/4明黄褐色） 。下位は灰白色(10YR8/2)粘土になるところもある。

VII層：凝灰岩層(lOYR6/6明黄褐色）。

逍構の検出面は基本的にIV層である。

1] • 発見された遺構と遺物

今回の調査の対象地域である第Ill工区南で発見した遣構は塀跡3 、 掘立柱建物跡22、 井戸跡5 、 溝

跡56、 土堀90などである。 開田時の削平などにより全体的に残存状況はよくない。 遺物は土師器、 須

恵器を中心に縄文土器、 陶磁器、 鉄製品などが出土しているが総数は整理用平箱で5箱ほどであり、

調査面積に比して非常に少ない。

調査対象地域の東部のW-1区北側とX-1区およびそれらに挟まれた地域では掘立柱建物跡や井

戸跡、 土城など古代の遺構が多数検出され密度が濃い。 これに 対してW-2区以西では、 W-6区か

ら逍跡の中心部に向かって長く東に延びる SD 692周辺のY区を除いて古代の逍構の密度は低く、 溝

I 
1500m 

ぼ窃—

37. Om -

:l6. 5 -

36.0 -

平成II年度隣査区（⑦)
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と土堀が散在する程度である。 またX-3 · 4区では古代よりも新しい掘立柱建物跡の集中が認めら

れる。 この他、 西側には陥し穴と思われる土堀も散在する。

以下 、 遺構ごとに記述するが、 調査区の幅に制限があり遺構の全容が分かるものが少ないため主な

ものについてのみ記述する。 すべての追構の属性は第1表(42-44頁）に示した。

なお以下の記述でW区、 X区、 Y区以外は昨年度以前に調査したものである。

1 . 塀跡（第10図）

X-4区で 3条確認した。 SA1345塀跡、 SA1346塀跡は、 それぞれ類似した特徴を持つ SB1335掘立

柱建物跡、 SB1339掘立柱建物跡の西妻に平行する南北l問以上の一本柱列による塀跡である。 いず

れも規模は4.0m以上で、 柱穴は長軸60cm前後、 短軸40cm前後の楕円形を呈し、 深さは深いもので36

cmである。 埋土は地山小プロ ックを含む黒色 あるいは黒褐色砂質シルトである。 方向はSA1345塀跡
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第 6 図 W- 1 区、 Q- 1 区

がN-12°-W 、 SAI346塀跡はN-31°-W である。 SA 1345塀跡南の柱穴には抜取り穴が認められ、 そ

れ以外には径10-2ocmの円形の柱痕跡が認められた。 SA1345塀跡の北側柱痕跡堆租土 から須恵器甕

の体部破片が出土している。 SA1344掘立柱建物跡は東西 1 間軒の一本柱による塀跡である。 柱穴は

2 ヶ 所で検出しており、 東の柱穴で柱抜取穴 、 西の柱穴では径20cm の円形の柱痕跡を確認した。 塀跡

の規模は2.7mで、 方向はE-16°-N である。 柱穴は隅丸長方形で、 長軸110cm、 短軸40-50cm、 深さ

60cmである。 埋土 は地山小プロ ッ クを含む黒色砂質シ ル ト である。 遺物は出土 していない。

2 . 掘立柱建物跡

W-2 区で 4 棟、 x- 1 区で 3 棟、 X-3 区で 1 棟、 X-4 区で13棟、 X-5 区で 1 棟の合計22棟

を 確認した。 SD682 · 960溝跡を境 として東側と西側の建物は特徴が異なり、 東側 のW-2 区 とx-1

区の建物は 2 間 X 1 間- 3 間 X 2問程度で規模は小さいもの の柱穴の掘方が隅丸長方形を呈 し 大 き

く 、 東西棟で方向が東に対して5° -15゜南 に振れる。 こ れに対して西側のX-3 区 、 X-4 区 の建物は

3 間以上 X ). 間の規模の大き いものが多 く 、 柱穴の掘方が細長い。 方向は東西棟で 東 に 対して70 -

20° 北 に振れる。

( 1 )  w- 2 区 （第7 · 9図）

SB1301建物跡から SB1304建物跡はW-2 区北側を北 西 に拡張した部分でま とまって確認した。 こ
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第 8 図 W- 2 区、 X - 3 区 溝跡 ・ 土壊断面図

れらは同 じ場所での立て替えであり、 同時に存在して い な い。 当該区は事前調査の範囲外のため一部

掘り下げな どの調査を行 っ たのみで詳細については把握でき て い な い面もある。

【S81301 建物跡】

桁行 l 間以上 、 梁行 1 間の東西棟である。 SB1302建物跡、 SB1303建物跡、 SB1304建物跡、 SD960

溝跡、 SD682溝跡、 SD1221溝跡のいずれよりも古い。 柱穴は 4 ヶ 所で検出しており、 すべてで柱の抜

取穴を確認した。 平面規模は柱痕跡が残ってい ないため雅測となるが、 桁行が3.3m以上 、 梁行が4.0m

である。 方向はE - 11° - Sである。

柱穴は隅 丸長方形で、 長軸90- llOcm 、 短軸70-85cm、 深さは掘り下げたもので50cm である。 埋土 は

地 山 プ ロ ッ ク を多く含む黒褐色 シ ルトである。 抜取穴は不整な楕円形で長軸60cm 前後、 短軸25-60

cm、 深さ55cm で、 地山小プ ロ ッ クを多 く 含む黒褐色 シ ル ト で埋戻されている。 追物は柱穴埋土 か ら 須

恵器の杯が 1 片出土 している。

【S81 302建物跡】

桁行 2 問以上、 梁行 l 間の東西棟である。 SB1301建物跡よりも新し く 、 SB1303建物跡、 SB1304建

物跡、 SD960溝跡、 SD682溝跡、 SD1221溝跡よりも古い。 柱穴は 6 ヶ 所で検出しており、 そのう ち 2 ヶ

所で柱の切取穴を確認した。 残りの 4 ヶ 所は抜取穴もしくは切取穴であるが掘り 下げていな いため詳

細は不明である。 平面規模は桁行が5.5m以上、 柱間寸法は北側、 南側柱列共に2.7m、 梁行が4.3mであ

る。 方向はE - 15° - Sである。

柱穴は隅丸長方形で、 長軸100-140cm、 短軸80-lOOcm、 深さは掘り下げたもので53cm である。 埋土

は地山 プ ロ ックを多く含む黒褐色 シル ト である。 切取穴は不整形で長軸50-70cm、 短軸30-70cm、 深

さ30cm で、 砂粒を多 く 含む黒褐色 シルトで埋戻されている。 遺物は出土 してい な い。

，
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【SB1303建物跡】

桁行 2 問以上、 梁行 1 間の東 西棟である。 SB1301建物跡、 SB1302建物跡、 SB1304建物跡よりも新

しく 、 SD960溝跡、 SD682溝跡、 SD1221溝跡よ りも古い。 柱穴は 6 ヶ 所で検出 しており、 柱材 と柱の

切取穴、 抜取穴をそれぞれ 1 ヶ 所で確認した。 残りの 3 ヶ 所の う ち 2 ヶ 所は抜取穴も し く は切取穴で

あるが掘り下げてい ないため詳細は不明である。 平面規模は桁行が5.5m以上、 柱間寸法は北側、 南側

柱列共に2.7m、 梁行が4.2mである。 方向は E-15
°
-S である。

柱材は径30cmの丸太で長さ30cmほどが残存していた。 柱穴は隅丸長方形で、 長軸90- llOcm、 短軸

80-90c rn 、 深さは掘り下げたもので56-60cmである。 埋土は 地 山 プ ロ ッ クを多 く含む黒褐色 シルトで

ある。 切取穴は細長い不整形で長軸60cm、 短軸35cm、 抜取穴は径35cmほどの円形で深さは70cm、砂を

多 く 含 む黒褐色 シルトで埋戻されている。 追物は柱掘方埋土 か ら 須恵器の杯が少掘出土 している。

【SB1 304建物跡】

桁行 l 間以上 、 梁行 1 間の東西棟である。 SB1301建物跡、 SB1302建物跡よりも新 しく 、 SB1303建

物跡、 SD960溝跡、 SD682溝跡、 SD1221溝跡よ りも古い。 柱穴は 2 ヶ所で検出 しており、 いずれにお

いても柱の切取穴を確認 した。 平面規模は桁行が3.2m以上、 梁行が3.9mである。 方向は E-12°-S

である。

柱穴は隅丸長方形で、 長軸85-lOOcm、 短軸80-90cm、 深さは掘り下げたもので62cmである。 埋土は

地 山 プ ロ ッ クを多く含む黒色 も し く は黒褐色 シ ル ト である。 抜取穴は不整形で長軸50cm前後、 短軸40

cm前後、 深さ52-63cmで、 地 山 プ ロ ックや砂粒を多 く 含む黒褐色砂質シルトで埋戻されている。 遺物

は柱穴埋土か ら 須恵器の杯が 1 片出土 している。

(2) X - 1 区 （ 第 5 図）

【SB1 275建物跡】

桁行3 間 、 梁行 2 間の東西棟である。 SK1285土堀 、 SD1274溝、 SD1276溝跡よ りも新しい。 柱穴は

10 ヶ 所で検出 しており、 いずれ においても柱の抜取穴を確認した。 掘り下げてい ないものや柱痕跡が

残 っ ていないものがあるため雅 定 と なるが、 平面規模は東西が北側柱列で総長5.9m、 柱間寸法は東か

ら2.5、 1.5、 2.0m、 南側柱列では総長6.0m以上 、 柱間寸法は東か ら2.2、 1.4、 2.4m以上、 南北が東西柱

列でどち ら も総長4.4m 、 柱間寸法は2.2m等間隔である。 方向は E-5°
-S である。

柱穴は隅丸長方形で、 南北の桁行中央 4 ヶ 所の柱穴は布掘状 に 2 ヶ 所を同時に掘り下げており、 長

軸230-280cm、 短軸45-50cm、 それ以外は長軸65-lOOcm、 短軸60-80cm、 深さは掘り下げたもので27

-40cmである。 埋土は 地 山 プ ロ ックを多 く 含む黒褐色 シ ル ト である。 抜取穴は不整形や円形、 楕円形

など様々で長軸40-130cm、 短軸30-70cm、 深さ26-43cmで、 地 山 プ ロ ッ クを少趾含む黒色 シ ル ト で埋

戻されている。 追物は柱穴埋土か ら 須恵器の杯や甕、 土 師器の杯や非ロクロ 調整の甕の破片などが出

土 している。

【SB1277建物跡】

桁行 2 間以上 、 梁行 l 間以上の東西棟である。 SK1283土城よ りも古い。 柱穴は3 ヶ 所で検出して

おり、 いずれにおいても径15-20cmの円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は東西が総長3.8m、 柱間寸
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法は東から 1.6 、 2.2m、 南北が総長1.2m以 上である。 方向はE-10
゜ ー Sであ る 。

柱穴は隅丸長方形で、 長軸65cm、 短軸55cm、 深さは掘り下げたもので16-30cmである。 埋土 は地山

プロ ッ クを含む黒色 ～黒褐色 シ ル ト である。 追物は出土していない。

[SB1278建物跡］

桁行 2 間以上 、 梁行 2 間の南北棟である。 SK1288土城よりも 古 く 、 SD1274溝跡よりも新 し い。 柱

穴は 6 ヶ 所で検出しており、 いずれにおいても径15cmの円形あるいは長軸18cm、 短軸15cmの楕円形の

柱痕跡を確認 した。 平面規模は南北が総長5.8m以上 、 柱 間 寸法は北か ら2.6 、 3.2m、 東西が総長4.lm、

柱間寸法が東から2.1、 2.0mである 。 方向は N-10° - Eである 。

柱穴は隅丸長方形や円形で、 長軸35-45cm、 短軸35cm、 深さは掘り下げたもので21cmである 。 埋土

は 地 山 プ ロ ッ クを含む褐灰色 粘土 質シ ル ト あ る いは馬褐色 砂 質シルトである 。 遺 物は出土 し ていな

い。

(3) X - 3 区 ・ X - 4 区 （第10図）

【S81314建物跡】

桁行 3問、 梁行 ］ 間以上の東西棟である。 柱穴は5 ヶ所で検出しており、 その う ち 3 ヶ 所において

径10-15cmの円形の柱痕跡を、 1 ヶ 所で柱の抜取穴を確認 し た。 平面規模は東西が総長4.8m以上、 柱

間寸法は東から1.3、 1.7、 1.8m、 南北が総長2.4m以上であ る 。 方向は E-10° - N であ る 。

柱穴は隅丸長方形で、 長軸25cm、 短軸20cm、 深さは掘り下げていないため不明である。 追物は出土

していない。

【S81331建物跡】

桁行 3 間以上 、 梁行 l 間以上の東西棟である 。 柱穴は5 ヶ 所で検出しており、 そのう ち 3 ヶ 所にお

いて径10cmの円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は東西が総長6.6m、 柱問寸法は2.2mの等間 隔、 南北

が総長4.0m以上である。 方向はE - 11°-N である。

柱穴は隅丸長方形で、 長軸35-70cm、 短軸25-35cm、 深さは掘り下げたもので10cm、 埋土は地L I J プ

ロ ッ クを多 く 含む黒褐色 シ ルトである。 抜取穴は径40cmの円形で、 深さ14cm、 地山プロ ッ クを含む黒

色 砂 質シ ルトで埋戻されている 。 遺物は出 土 していない。

【SB1335建物跡】

桁行 6 間 以上、 梁行 l 間の東西棟である。 SB1340建物跡よりも古い。 柱穴は12 ヶ 所で検出してお

り、 そのう ち 7 ヶ 所で柱痕跡を、 3 ヶ 所で柱の抜取穴を、 2 ヶ 所で柱の切取穴を確認した。 平面規模

は東西が総長12.3m以上、 柱問寸法は東から1.9、 2.3、 1.9、 1.9、 2.0、 2.0m、 南北が総長3.9mである。 方

向はE-16° - N であ る 。

柱穴は楕円形で、 長軸65-120cm、 短軸40-65cm、 深さは掘り下げたもので36cm、 埋土 は地山 プ ロ ッ

クを多く含む褐色粘土 質シル ト であ る 。 抜取穴は長軸35cm、 短軸30cmの楕円形で、 深さ45cmで地山小

プロ ッ クを含む黒色 砂 質 シ ル ト で埋戻されている 。 切取穴は長軸55-70cm、 短軸30cmの楕円形で地山

小プロ ッ クを少最含む黒色 シ ル ト で埋戻されている。 遺物は出土 していない。

ヽ



【SB1336建物跡】

桁行 5 間以上、 梁行 1 間の東西棟である 。 SB 1334建物跡よ り も 新 し い。 柱穴は8 ヶ 所で検出 し て お

り 、 その う ち 6 ヶ 所で径15cm の円形の柱痕跡を確認 し た。 平而規模は東西が総長 10.0m以上 、 柱間寸

法は東から08) 、 2.0mの等間隔 、 南北が総長3.8mである 。 方向は E -7
° - N で あ る。

柱穴は楕円形で 、 長軸40-80cm、 短軸30-40cm、 深 さ は掘 り 下げた も の で32-43cm、 埋土は地山プ

ロ ッ ク を 含む黒色あ る い は黒褐色砂質 シ ル ト で あ る 。 追物は出土 し て い な い。

【SB1 338建物跡】

桁行 2 間 、 梁行 1 間 の 東西棟である 。 柱穴 は 4 ヶ 所で検出 し て お り 、 すべてで径20cm の円 形の柱痕

跡 を 確 認 し た。 平面規模は東西が総長7.7m以上 、 柱間 寸法は束か ら3.9、 3.7m、 南北が総長4.3mであ

る。 方向は E - 7
°

- N であ る。

柱穴は隅丸長方形で 、 長軸65cm 、 短軸45-50cm、 深 さ は掘 り 下げたも ので17cm、 埋土は地 山 プ ロ ッ

ク を 多 く 含む黒褐色砂質 シ ル ト で あ る。 追物は柱穴埋土か ら 須恵器の甕の破片が出 土 し て い る。

【SB1 339建物跡】

桁行 3 間 、 梁行 l 間の東西棟で あ る。 SB1342建物跡 よ り も 古い。 柱穴は7 ヶ 所で検出 し て お り 、 そ

の う ち 5 ヶ 所で径18cm の 円形の柱痕跡 を 確 認 し た。 平面規模は東西が総長5.9m、 柱間寸法 は 東か ら

1.9、 2.0、 2.0m 、 南北が総長4.0mで あ る。 方向は E- 16
°

- N であ る 。

柱穴は不整楕円形で 、 長軸75-105cm、 短軸40-SOcm 、 深 さ は掘 り 下げたも ので20-30cm 、 柱穴埋土

は地山プロ ッ ク を 多 く 含むIt音褐色砂質 シ ル ト で あ る 。 追物は 出 土 し て い な い。

【SB1 340建物跡】

桁行 4 間以上 、 梁行 l 間以上の東西棟であ る 。 SB1335建物跡よ り も 新 し い。 柱穴は8 ヶ 所で検出 し

て お り 、 その う ち4 ヶ 所で径15cm の柱痕跡を 、 2 ヶ 所で柱の抜取穴を 、 1 ヶ 所で柱の切取穴 を確認 し た。

平面規模は東西が総長7.8m以上 、 柱間寸法は東から 1.8、 2.0、 1.9、 2.0m、 南北が総長4.5m以上であ る。

方向は E - 12° - N であ る 。

柱穴は楕円形で 、 長軸55-l lOcm 、 短軸40-60cm、 深 さ は掘 り 下げた も ので21 -32cm、 埋土は地山プ

ロ ッ ク を 多 く 含む黒褐色か ら 暗褐色の砂質 シ ル ト であ る。 抜取穴 は長軸75cm 、 短軸60cm の楕円形、 地

山プ ロ ッ ク を含む黒色 シ ル ト で埋戻 さ れて い る 。 切取穴は長軸50cm 、 短軸25cm の隅丸長方形で地山プ

ロ ッ ク を少証含む黒色砂質 シ ル ト で埋戻 さ れ て い る 。 辿物は 出 土 し て い ない。

【SB1341建物跡】

桁行 4 間以上 、 梁行 l 間以上の東西棟であ る。 SB1342建物跡 よ り も 古い。 柱穴は7 ヶ 所で検出 し て

お り 、 その う ち 南側柱列の5 ヶ 所で径13cm の円形の柱痕跡を確認 し た。 平面規模は東西が総長7.6m以

上、 柱間寸法は東から 1.8、 1.8、 2.1 、 1.8m 、 南北が総長4.6m以上で あ る。 方向は E - 17
°

- N で あ る 。

柱穴は不整楕円形で、 長軸85-145cm、 短軸50-75cm 、 深 さ は掘 り 下げた も の で52cm、 埋土は地山プ

ロ ッ ク を 多 く 含むII音褐色の砂質 シ ル ト であ る。 追物は 出 土 し て い な い。

[SB1 342建物跡】

桁行 l 間以上 、 梁 行 2 間の南北棟である 。 SB1341建物跡 よ り も 新 し い。 柱穴は5 ヶ所で検出 し て お

13 
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り、 そのう ち3 ヶ 所で径20c mの円形の柱痕跡を、 1 ヶ 所で柱の抜取穴を確認した。 平面規模は南北が総

長2.lm以上 、 東西が総長4.0m以上 、 柱 間 寸法は北から1.9、 2.lmである。 方向は E - 14°-N である。

柱穴は楕円形で、 長軸60c m、 短軸50c m、 深さは掘り下げたもので26c m、 埋土は地山プロ ックを含む

暗褐色砂質シルトである。 遺物は柱穴埋土から須恵器の甕の胴部破片が出土 している。

(4) x - 5 区 （ 第 1 1 図 ）

【SB1327建 物 跡】

桁行 3 間 、 梁行 l 間の東西棟である。 柱穴は7 ヶ 所で検出 しており、 すべてで径10c m の柱痕跡を確

認した。 平面規模は東西が総長5.8m、 柱問寸法は東から1.9 、 2.1 、 1.8m、 南北が総長3.3mである。 方

向は E - 16°-N である。

柱穴は楕円形で、 長軸20-70c m、 短軸15-30cm、 深さは掘り下げたもので15c m、 埋土 は地山小プ ロ ッ

クを含む黒色 粘土 質シルトである。 追物は出土 していない。

3 .  井戸跡

x - 1 区で 3 基、 X-3 区で 2 基の合計5碁を確認した。 いずれも掘立柱建物跡な ど追構の密度の

濃い範囲に分布する。

(1) X - 1 区（第 5 図）

平面で確認したのみのため詳細は不明である。

[SE1 287井 戸 跡】

径1.4mの円形の井戸跡である。 SE1288井戸跡、 SK1290土城よりも新しく 、 黒褐色砂質シ ル ト が 自

然堆積している。 堆積土 の上部から北200mに位置する近世大崎焼窯跡の製品 と見られるt宛や鉢の破

片な どが出土 している。

[SE1 288井戸跡】

径1.8mの円形の井戸跡である。 SE1287井戸跡よりも古 く 、 SK1286土城よりも新しい。 地 山 プ ロ ッ

クを多 く 含む黒色 粘土 質シルトで埋戻されている。

【SE1289井戸跡】

径1.7mの円形の井戸跡である。 SK1291土堀、 SK1295土城よりも新しい。 地 山 プ ロ ッ クを含む黒色

粘土 骰シル ト で埋戻されている。

(2) X - 3 区 （ 第10固）

[SE1321井戸跡】

径l.lmの円形の井戸跡である。 深さは65c m 以上、 断面形は逆台形である。 地 山 プロ ックや石を含む

黒褐色砂質シ ル ト で埋戻されている。 堆栢土 中 から須恵器の甕の胴部破片や、 大崎焼窯跡の製品 と見

られる鉢の破片な どが出土 している。

(SE1 322井戸跡】

径l.lmの円形の井戸跡である。 深さは67c m 以上 、 断面形は不整の逆台形である。 地 山 プ ロ ックを少

批含む黒色砂質シルトが自 然堆和している。 迅物は出土 していない。
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4 . 溝跡

W-1区で9条、 W-2 区で10条 （ う ち X-3区まで続 く もの 2条） 、 W-3区で3条 （ う ちX-5

区まで続 く もの 2条）、 W-4区で 5条、 W - 5 区で 4条、 W-6 区で 1条(X-6 区や田面確認 ト レ

ンチまで続く）、 W-7区で2条、 X-1区で 5条、 X-3 区で 6条、 X-4区で3条、 X-5区で 2

条、 Y区で6条の合計56条の溝を確認した。 調究区のほぼ全面に分布するが、 逍構密度の高い調査 区

東側に以下に述べるA · B 類が集中する傾向が認められる。 また 、 面的に調査を行っていないため不

明 な点が多いものの、 直線的なものが多 く 、 屈 曲 、 湾 曲 するものは少ない。 以下では方 向 と規模に

よ って溝を分類 し、 分類ご とに記述する。

A類 ： 北（東）に対して東 （南）に5° �18° 傾 く もの

B 類 ： ほ ぼ真北 （真東）方向 、 あるいは僅かに 西 （北）に 傾 く もの

C 類 ： 北 （ 東）に対して西 （北）に6° -16° 傾 く もの

D 類 ： 北 （ 東）に対して西 （北）に20° -44゜ 傾 く もの

その他：湾曲するもの

① ：上幅1.5mを越えるもの

② ： 上幅o.s� 1.smのもの

③ ： 上幅0.5m未滴のもの

(1)  A 類

① SD682-SD684 · SD690、 SD960 · SD1221の6条、 ②SD1222 · SD1260 · SD1274 · SD1298の4条、

③ SD1276 · SD1299の 2条、 合計12条である。

W-2 区、 X-1区に集中し、 南北 方向で断面形が逆台形を呈する、 上幅がlmを越す規模の大 き い

ものが多い。

●A①類

いずれも南北溝で SD690を除いてW-2区で平行して検出された。 SD960、 SD682、 SD1221は韮複

し ている(SD960→SD682→ SD1221) 。 また こ れらは SB1301- 1304建物跡 とも重複し、 そのいずれよ

りも新しい。 SD682-SD684·SD960は昨年度調査した V-4 、 Q-2 、 Q-3区でも確認されており

長さは380-400m以上に及ぶものとみられる。 Y 区で検出された SD690もQ-4 区で確認されており

長さは50m以上であるが、 南のX-5区では検出されていない。 SD682、 SD683、 SD684の芯ー芯での

距離は8.0m、 30.0mである。 重複 している中ではも っ とも古い SD960は埋戻されているが、 それ以外

の堆積土 は 自 然堆積で、 SD683、 SD684、 SD690には堆積界の上部である 1 恩も し く は 2 層に灰白色 火

山灰が堆積している。 SD682にも昨年度調査 し た Q-2 区 、 V-4区では灰 白 色 火山灰が堆積してい

るのが確認されている。

遺物は SD960の堆積土 から須恵器甕 、 平瓦 な どが極少羅出土 している。 SD682の堆積士からは非ロ



クロ 調整の土 師器杯や ロ ク ロ 調整の土師器斐、 須恵器杯や甕、 平瓦などの破片が僅かに出土 している。

また SD683の堆積土 からは ロ ク ロ 調整の土師器杯が極少誠出土 している。

●A②類

南北溝 2条、 東西溝 2条である。 東西溝 SD1260はw- 7区の北端で確認され、 さら北側に位置す

る昨年度調査区 S-1区東で確認された SD694、 SD696など とほぽ平行する。 同 じ く 東西溝 SD1274

は D③類のSD1297と重複し、 そ れ よ りも古い。 追物は SD1222の堆積土 から非ロ ク ロ 調整の土師器

甕、 須恵器杯 甕などが少最 、 SD1274の堆積土 からは非ロ ク ロ 調整の土 師器甕や須恵器坪が少羅出土

している。 またSD1298の堆積土 からは非 ロ ク ロ 調整の土師器杯、 須恵器甕が極少掘出土 している。

●A③類

SD1276はX-1 調査区西から延びて南に直角に曲がる。 C ③類の SD1280、 D ③類の SD1279 と重

複し、 いずれよりも古い。 追物は非ロ ク ロ 調整の土 師器甕が少屈出土している。

SD1274、 SD1276は軸線が北に対して5• から100 東に傾 く SB1275建物跡、 SB1278建物跡 と重複し、

これらよりも古い。 どち らからも逍物は出土していない。

(2) B 類

② SD1027 · SD680 · SD678 · SD1212 · SD1206の5条、 ③SD1207 · SD679 · SD1210の3条、 合 計 8条

である。

W- 1区のみで検出された。 ①類 は な く 部分的に上幅が1.4mに広がる SD1027が最も規模が大 き

ぃ。 断面形は U 字形あるいは1lll形を呈するものが多い。 SD1027、 SD680、 SD678、 SD679は Q-1 区

でも確認されている。

● B②類

いずれも南北溝であり、 他の溝など と厘複し詳細が不明な SD1206、 SD1212を除 く と、 全て調査区

(X -1区、 Q-1区） 内で東に屈曲 している。 SD1027はW-1 区北側で東に ほぼ直角に 曲がり、 南

北方向は12m、 東西方向は25mである。 SD680もW-1区で束にほぽ直角 に曲がり、 南北方向は25m、

東 西 方 向は 4 mである。 それ と平行する SD678もW-1区で 東 に ほ ぽ直 角 に 曲がり、 南 北 方向は

23m、 東西方向は3 mである。 いずれからも逍物は出土 していない。

● B③類

SD679はW - 1区で束に曲がる。 南北方向は24m、 東西方向は 2 mに及ぶ。 南北方向では SD678、

SD680 と平行しているが、 屈 flllが緩やかで東西方向では平行しない。 追物は出土 していない。

(3) C 類

② SD1245 · SD1300 · SD1234 · SD1235 · SD1243 · SD1320 · SD1246 · SD1309 · SD1310の9条、 ③

SD1280 · SD1247 · SD1326 · SD1319 · SD1227 · SD1325の6条、 合計15条である。

W-4区、 W-5 区、 X-3区、 X-5区に比較的集中し、 東西溝が多い。 ①類は認められない。

19 
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● C ②類

X-3区で規模や方向な どの諸特徴が類似する SD1310、 SD1309、 SD1 300の芯ー芯での距離はそれ

ぞれ11.6m、 22.3mである。 ま た SD1245と SD1246は平行して重複し、 前者が古く 、 W-5 区 西端で北

に ほ ぼ 直 角 に 曲がるのに対 し て、 SD1246は西に直線上に延びる。 SD1300は X-3 区、 W-2区で厘

複する A①類のいずれの溝 (SD960 · SD682 · SD684 · SD1221 · SD1298) よりも新しく、 堆栢土 から

ロ クロ調整の土 師器杯や甕、 須恵器杯・甕が少最出土 し ている。 X-4 区で確認した SD1310はW-4

区西側の SD1245 · SD 1246と方向や規模、 堆積土な どの諸特徴が類似しほぼ同 一直線上に位置する。

したがっ てこのいずれかの溝と 同 一のものの可能性がある。 追物は堆積土から須恵器杯 · 藍が極少械

出土 し ている。 この他、 SD 1320の堆秘土 から須恵器杯や大崎焼の播り鉢が極少祉出 土 し ている。

●C③類

X-5 区の東西溝 SD1325 、 SD1326は 、 東西棟である SB1327建物跡の南北 に平行 し ている。 ただ

し 、 SD1326は上幅0.2-0.5mであるのに対して SD1325は上幅0.2mと 小さく、 東側で途切れている。 追

物の出土した溝はない。

(4) D 類

① SD692 · SD1225 · SD696 · SD1236の4条、 ②SD1316 · SD1248 · SD1226 · SD1307 · SD1317 · 

SD1358 · SD1315 · SD697 · SD1244の9条、 ③SD1297 · S D1259 · SD1370 · SD1371 · S D1279 · SD1308 

の6条、 合計19条である。

W-1区を除いて、 調査区のほ ぽ全面で検出された。

● D①類

上幅が2.0mを越 え、 複数の調査区 に ま たがる規模の大きいものが多い。 特にW-6区、 X-6 区、

Y 区① · 3-9ト レ ン チ 、 Q-4 区で確認 し た S D692は上幅が検出面で4.0-4.5m、 下幅2.6-3.0m、 深

さ84c m と非常に規模が大きい。 現在確認されているだけでも270mの長さがあり、 昨年度調査 した大

崎窯跡の確認 ト レ ン チの北西端において検出された溝も SD692の可能性がある。 北東の延長線上に

あたるV-1区、 V-2 区では沢状になっ ており検出 されていないが、 こ こ ま で延びていた可能性が

高い。 V区までで長さは550mあ ま りとなる。 この溝と直交 し南に延びる SD1225は同時に存在してい

た。 同 じ く 直 交 し 北 に延びる SD696は SD692がある程度埋ま っ た段階で新たに直角 に付け加えられ

た溝であり、 同 時 に 存在 し ていた時期は あるが、 構 築 年 代 は や や 新 しい。 直 交 し て 南 に延びる

SD1316も同様の可能性が閥い。 ま た検出された全ての場所に おいて、 この溝の北側2.4-4.2mのと こ

ろ を平行 し て③類土堀がほぼ2.3m間隔 で 2 列 に 並んで千烏状に分布する。 追物は上屑 からロ クロ調

整と非ロクロ調整の土 師器杯や須恵器甕 · 壷、 丸瓦な どが極少罷出土している。 また SD696は SD692

に平行する③類土堀 SK1350と重複し、 これより新しい。 長さは130m以上で、 R-1 区で方向を西向

き に転 じ ている。 遺 物は出土 していない。 SD1225は長さは220m分検出されているが直交するSD692

の北 に は延びない。 追物は堆積土から須恵器甕の破片が少抵出土 し ている。 こ の他、 SD1236の堆稽

土 から凹面 に 布 目 のついた平瓦もしくは丸瓦の破片が出土 している。
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第13図 W- 3 区

●D②類

SD1226と SD1307を除いて全て南北溝である 。 SD1226と SD1307も 南北溝が分岐 し た り (SD1226) 、

直角 に折れ曲がっ た り (SD1307) する。

SD1316は SD692と 直交 し こ れ よ り も北に は延びない。 明確な切 り 合い はつ かめな か っ た が、 SD696

と 同様に SD692があ る 程度埋 ま っ た段階に新たに直角 に付け加 え ら れた溝で、 同時に存在 し て い た 時

期 は あ る が、 構築年代 は や や新 し い と 思 わ れ る。 SD1307は X - 3 区でほぽ直角 に鉤状に折れ曲がっ
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て い る。 SD697溝跡は 長 さ は70m以上であるが、 4 ト レ ン チで

途切れてお り 、 北西の直線上 にあ る R - 2 区で も 検出 さ れて

い な い。 以 上 の 溝 か ら は 逍 物 は 出 土 し て い な い。 し か し

SD1315の堆積土か ら須恵器甕 • 瓶、 磁器の茶碗、 大崎焼の製

品 （器種不明） な どが少搬出土 し て い る。

●D③類

南 北 溝 が 多 い。 SD696と 平 行 し て 重 複 す る SD1370、

SD1371は 、 前者が SD696よ り 新 し く 、 後者が古い。 SD1308

の堆積土か ら は陶器の破片が極少羅出土 し て い る。

5 . 土壌

W - 1 区で 7 基、 W - 2 区で 7 基、 W - 3 区で 3 基、 w-

4 区で 3 基 、 W - 5 区で 6 基 、 W - 6 区で 6 基、 W - 7 区で

4 基、 X - 1 区で14基、 X - 3 区で 4 基 、 X - 4 区 ・ X - 5

区 ・ X - 6 区で各 1 基 、 X - 7 区で 2 基、 x - o 区で11基、

Y 区で20基の合計90基の土城を確認 し た。 調査区のほぽ全面

に分布するが、 遺構密度の嵩い調査区東側のW - 1 区 、 w-

第16図 W- 7 区、 X - 6 · 7 区
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2 区 、 X-1区 と Y区に集中する傾向が認められる。 以下では形態 と規模によって土 城を分類 し 、 分

類 ご とに記述する。 なお、 ① • ③ • ④類は昨年度調査の報文と一致する。

①類 ： 平面形が溝状で、 横断面形がU字状や逆三角形のもの

②類 ： 平面形が楕円形あるいは長楕円形で、 断面形が皿状や逆台形のもの。

③類 ： 平面形が隅丸長方形で、 断面形が箱形や逆台形を主体 とするもの

④類 ： 平面形が隅丸長方形や方形を基調 と し 、 横断面形は一 方の壁がオ ー バー ハ ン グするもの

⑤類 ： その他

(1) ①類 （第18図）

18基確認した (SK1218-1220 · 1228 · 1231-1233 · 1237-1242 · 1249 · 1254 · 1256 · 1323 · 1330) 。

w区に多く分布し 、 特に 他の追構がほ とんど認められないW-5 区 に 6 基も分布している。 W-5区

の SK1238は C ② 類 溝 のSD1243、 D ② 類 溝 の SD1244 と 厘 複 し 、 いずれよりも古い。 W-5区の

SK1242もD②類溝の SD 1248よりも古い。

規模は長さ2.5-4.3m、 幅0.2-0.5m、 深さ21-80cm である。 深さは50cm を越す深いものが多い。 W

- 5 区の SK1240、 SK1242は両端が、 W-7 区 の SK1256は東端がオ ー バー ハ ン グしている。 長軸方 向

は30° ま での範囲で北か南に振れる束西方向のものが多 く 、 東に対して南に3° -30°振れるものが10基

ある。 堆栢土 は締 ま りのない黒色 や黒褐色 • 暗褐色 の シル ト で、 地山の土 の混ざり方で 2 - 3 層に分

けられる。 すべて自 然堆積である。 ま たW-5 区の SK1237、 SK1239-SK1242、 W-6区の SK1254、

W-7区の SK1256は 3 層に分層され、 黒色 ～暗褐色 シ ル ト を主体 とする l · 3 陪に1央 ま れて 2 陪 に 地

山の土を多く含む黄褐色 ～褐色 の シ ル ト が堆秘している。 2 層も締 ま りがなく壁の崩落土 と考えられ

る。 断面形はU 字形を呈するものが主体であるが、 三角形を呈するもの (SK1228 · 1231 ・ 1233 · 1249 ・

i254) や薬研状のもの(SK1256) もある。 追物の出土 しているものはない。

(2) ②類

15基確認 し た(SK1204 · 1205 · 1209 · 1215 · 1257 · 1258 · 1282-1286 · 1290 · 1311 · 1312 · 1 324) 。

追構の集中するw - 1 区、 X - 1区に多く分布する。 特に X-1区に は6基分布する。 W-1 区の

SK1204は B②類溝のSD678より、 SK1209 は B ②類溝のSD680より、 SK1215はSD678 · SD680 · B③類

溝のSD679よ りも古い。 x-1 区 のSK1286はSE1287 · SE1288より、 SK1290はSE1287より、 SK1285

はSB1275よりも古い。 ま た、 w - 1 区のSK1205はSD679 · SD680 · SK1215より、 X-1区のSKI282

はC③類溝のSD1280より、 SK1283はSB1277よりも新しい。

規模は長軸l.0-2.3m、 短軸0.7-l.9m、 深さ13-77cm である。 堆積土 は 地 山 プロ ックを多く含 む黒

色 ～灰黄褐色 の シ ル ト で人為的に埋戻されているものが多い。

遺物はX-1 区の SK 1282から須恵器杯が、 W - 7 区の SK1257から大崎焼の製品（器種不明） がそ

れぞれ極少餓出土している。
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(3) ③類 （ 第 19図）

33基確認 し た (SK1251- 1253 · 1265- 1270 · 1273 · 1292 · 1328 · 1329 · 1347- 1355 · 1357 · 1359-

1361 ・ 1363- 1369) 。 ほ と ん どがY区やW - 6 区、 X - 6 区 ・ X - 8 区の D①類溝である SD692の北

辺に沿っ て 千烏状に分布する 。 Y 区 5 · 6 ト レ ン チの SK 1350は D ①類溝のSD696よ り 、 X - 1 区の

SK1292は⑤類土城の SK 1295よ り 古い。

規模は長さ L2-l.7m、 幅0.6-L4m、 深 さ45-92cm である 。 深 さ は 多 く が60cm 以上で 、 各類型の中

で は 最 も 深 い。 SD692溝に平行する も の以外では 、 X - 1 区の SK1273は長軸がE - 35
°

- S で、 同 じ

く SK1292はN - 8
°

- Wであ る。 X - 6 区の SK1328はN - 25° - Eでいずれ も 規則性は認め ら れ な い。

断OO形は箱形や逆台 形 を 呈 し 、 底面は平坦 で あ る 。 し か し X - 8 区の SK1268-1270は壁の上部が崩

れた よ う な ロ ー ト 状の断OO形で 、 底 面 も Jlll状 に 窪 ん で い る。 SK1266 も 断 面 は ロ ー ト 状である 。 堆積

土は地山プロ ッ ク を 多 く 含む黒色や黒褐色 • 暗褐色の シ ル ト • 砂骰 シ ル ト で人為的に埋戻 さ れ た も の

であ る。 Y 区 3 ト レ ン チの SK1354は掘 り 下げて は い な い が、 上 府 に 灰 白 色火山灰のプロ ッ ク が少罷

自然堆租 し て い る 。 ま たW - 6 区の SK1251 -SK1253 · SK1265は最上府 の 1 層に黒色の砂質 シ ル ト が

自然堆積 し 、 それ以下の陪 は人為的に埋戻 さ れて い る 。

追物は Y 区 4 ト レ ン チの SK1353の上阿 か ら須恵器坪が出 土 し て い る （第21図 ー 6 ) 。 こ の 他、 Y 区

① ト レ ン チ のSK1361から須恵器杯、 Y 区 2 ト レ ンチの SK J366か ら須恵器甕、 X - 1 区の SK1273か ら

非ロ ク ロ 調整の土師器甕が極少撒 、 埋土か ら 出 土 し て い る 。

(4) ④類 （第20図）

5 基確 認 し た (SK1255 · 1261 · 1262 · 1264 · 1271) 。 調査区の西端のみに分布 し 、 X - 8 区 に 4 基

集 中 す る。 他の遺構 と の重複は な い。 規模や平面形態 か ら 長軸が1.5m以上の a 類 と 1.5m未満の b 類

があ る 。

a 類 は 2 基で、 平面形は隅丸長方形を呈す る。 規模は長さ l.6- l.8m 、 幅0.8m、 深 さ 27、 28cm で あ る 。

横断面形は一方の壁がオ ー バー ハ ン グする不整の袋状で、 中心付近がやや深 く な り 底面に段が認め ら

れる。 長軸は南北方向に ほ ぽ平行 し 、 W - 7 区の SK1255は西壁が、 X - 8 区の SK1264は東壁がオ ー

バーハ ン グす る 。

b 類 は X - 8 区 で検出 さ れ た 3 基 で、 平面形は楕円形や 隅 丸 長 方 形 を 呈す る。 規 模 は 長 さ 0.8-

l.lm、 幅0.5-0.6m 、 深 さ 10-43cm である 。 横断面形は a 類 と 同 じ で あ る が、 オ ーバーハ ン グする壁際

の底面が深 く な り 反対側が段状に な る 。 b 類 も 長軸がほぽ南北 方 向 に平行 し 、 西壁がオ ー バーハ ン グ

す る か深 く な っ て い る。

a · b 類 と も堆和土は 、 2 · 3 附 は地山プロ ッ ク を 多 く 含む黄灰色や褐色、 暗褐色の砂質 シ ル ト で

人為的な埋土であ る 。 1 層 は地山の粒を 少 し含む黒色や患褐色の シ ル ト で あ る。 こ れ も 人為的な埋土

の 可能性が嵩いが、 2 · 3 陪 と はあ る程度の時間的間隙があ る と 椎 定 さ れ る 。

追物は SK1261の堆積土 か ら 縄文の施 さ れた土器が 1 片 出 土 し て い る 。

(5) ⑤類 （ 第20図）

19基確 認 し た (SK1213 · 1214 · 1216 · 1223 · 1224 · 1229 · 1230 · 1263 · 1272 · 1281 · 1291 ・ 1293-
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32 

1296 · 1305 · 1306 · 1318 · 1356) 。 形態的に ま と ま ら な い も の を⑤類 と し た。 遺構の密度の濃いW - 1

- W - 3 区、 x - 1 区 に多 く 分布する 。

円形、 楕円形、 不整形な ど形態は様々で 、 大 き さ も0.5m以下 か ら4m を 越え る も の ま で あ る。

【SK1305]

W - 2 区で確認 し た。 A①類の SD1221溝 よ り 古 く 、 SB1301 ・ 1303建物跡 よ り も 新 し い。 平面形は細

長い不整形で長軸5.0m以上、 短軸2.2m以上、 深 さ 18cm で あ る 。 断面形は皿状で、 堆積土 は 2 層が黒褐

色砂質 シ ル ト 、 1 屑 に 灰 白 色火山灰が 自 然堆積 し て い る。 遺物は堆積土か ら非 ロ ク ロ 調整の土師器

杯、 須恵器杯が少醤出土 し てい る。

【SK1 306】

W - 2 区で確認 し た。 北東部が調査区外の た め 詳細 は不明で あ る が、 平面形は不整楕円形で長軸

6.0m以上、 短軸4.0m以上、 深 さ 20cm で あ る。 断面形は 1I11状で 、 黒褐色 シ ル ト が自然堆積 し て い る。 遺

物は堆栢土か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器杯 ・ 甕、 須恵器坪 ・ 蓋 ・ 甕が少歴出 土 し て い る。

こ の他、 X - 1 区の SKI295の堆積土から 須恵器甕が極少砿 出 土 し て い る 。

6 .  SK291 土壌 ( A - 1 区北） （第2 · 22固）

平成12年 4 月 に 、 今回の ほ場整備事業の対象地域外を 田 面工事 を して い る 際 に藤原二郎氏に よ り 発

見、 通報 さ れ た も のである 。 土師器甕 1 点 と 須恵器杯 2 点 （第23図 1 · 4 · 7 ) は地表面に散乱 し て

い た も の を 藤原二郎氏に よ り 採集 さ れ た も のであ り 、 残 り の須恵器杯 4 点 と 甕 1 点は発掘に よ り 出土

し た も ので あ る 。 （第23図2 · 3 · 5 · 6 · 8)

土堀は平成11年度に調査 を 行 っ た A - 1 区の北側10mほどの地点に位置する。 上部が削平 さ れてお

り 詳細は不明であ る が、 平面形は不整の隅丸長方形で長軸1.6m、 短軸l.Om、 深 さ 15cm で あ る。 断面形

はlil1状で黒褐色の シ ル ト が 自然堆積 し て い る 。

遺物は一部露出 し て いたが、 本来は堆積土の下部にあ っ た も の であ り 、 底 面 に 乗 る 形 で出 土 し た も

の も あ る 。 須恵器杯は逍構内の西側 、 須恵器甕は束側 か ら 出土 し た。 杯は 3 点が内 面 を 上 に し て 、 1 

点が上 向 き の杯に挟 ま れ る よ う に伏せた形で出 土 し た。 須恵器杯はいずれも 手持ち ヘ ラ ケ ズ リ で、 切

離 し が分かる も の は静止糸切 り であ る 。 須恵器甕は外面は平行 タ タ キ 、 内面は同心円状の当て具痕が

認め ら れ、 後 に ナ デ調整が施 さ れて い る 。 こ の須恵器杯 は 日 の 出 山窯産で第 m 群 土器 に 位箇づけ ら

れ、 8 世紀前半 と 思われる。 こ の他、 堆梢土中から 天王山式土器の甕 ？ の破片 も 出土 し て い る （第24

図1) 。

7 .  SK34土壊墓 ( A - 1 区） （図版 9 )

平成10年度の調査で検出 さ れ た。 長軸144cm、 短軸58cm の長方形 を 呈 し 、 断面形は箱形 と 推定 さ れ

る。 深 さ は24cm であ る。 底面か ら 刀子2本と 共に鉄剣が出 土 し た （第25固） 。 鉄剣は茎の先端が僅かに

欠損 し て い る がほ ぽ完形であ る。 刀 身 は平棟平造 り の直刀で あ る。 区は 、 棟区は錆の ため明確ではな

いが両区 と 推 定 さ れ る。 茎尻近 く に鉄製の 目 釘が 1 本打ち 込 ま れて い る。 茎 、 刀 身 の両面に木質が残
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存 し 、 木製鞘お よ び柄の材 と 推定 さ れ る。 片而は錯が

進行 し て 木 質 が浮 き 上が っ て い る。 目 釘 は錆の進行

匡
に よ り 二分 さ れ、 頭部は錆に よ り 膨れあが っ た 木 質 と

と も に あ る。 鐙は鉄製で平面形が倒卵形あ る い は 小

判形を呈す る板鐸で あ る が、 鎚と 共に詳細は錆のため

不明である。 刀子についてはすでに報告済みである 。

8 .  F 区 （ 第 3 図）

昨年度の調査で近現代の追構 を 検 出 し た。 F 区 の

北東に は沢が認め ら れ、 中世名生城の堀の跡 と も 推定

さ れて き た。 沢は現況で も 最大 l m ほ ど周囲 よ り も 低 く 、 湿地 と な り 南東に続い て い る。 沢の一部 も

調査の範囲 に 含 ま れた た め ト レ ン チ に よ る調査を行っ た。 その結果、 沢の表面下50cm ほ どの と こ ろ に

厚 さ 約 10cm の灰白色火山灰の一次堆積層が認め ら れた （ 第26図） 。 沢の底面は確認で き な か っ たが、 堆

枝土はいずれ も 自 然堆積の砂質 シ ル ト や シ ル ト 質砂であ り 、 迫物や明確な壁の立ち 上 が り は検出 でき

な かっ た。 し た がっ て こ の沢は 自 然地形であ り 、 古代以前 は深い沢であ っ たのが徐 々 に埋ま っ て 、 中

世にはすでに湿地 と な っ て いた こ と が明 ら か と な っ た。

皿 考察

1 . 遺物 について

出土造物に は縄文土器、 土師器、 須恵器、 瓦、 陶磁器、 鉄製品 な どがある 。 その多 く は今回の調査

区の東側 に あ た る W - 1 -W - 3 区 ・ X - 1 区か ら 出土 し て お り 、 遺構の密度に比例 し て い る 。 しか

し調査面和に比べて辿物は質 • 量共に非常に 乏 し い。 以下では比較的出土砿の多い土師器 と 須恵器に

ついて述べる。

土師器は杯、 甕 、 須恵器は坪、 蓋、 盤、 甕、 壷、 鉢、 瓶な どがあ る 。 破片資料がほ と ん どで、 最的

には杯 と 甕が多い。 以下では特徴を捉えやすい坪を 中心に年代的な様相 を みてみる こ と にする 。

土師器杯には非 ロ ク ロ 調 整の も の と ロ ク ロ 調 整 の も のがある。 非 ロ ク ロ 調整の杯は破片が多 く 全体

像が分かる も のが少ないが、 有段 と 無段の も のがあ り 、 有段の も のの口縁は 内湾 し て い る。
一 方 、 ロ

ク ロ 調整の杯は底部切離 し 後 に 回転ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ る も のが僅か に あ る が、 ほ と ん どが無調整で

あ る。 以上の よ う な特徴の土師器杯は 、 東北地方南部や県内の土師器編年 （氏家1957、 加藤1989) か

ら み て 、 8世紀から10世紀前葉の も の と い え る 。

須恵器杯には底部切 離 し が静止糸切 り の も の と ヘ ラ 切 り の も のがあ る。 前者の器形には皿形の も の

と 器高の少 し高い碗形に近 い も のがあ り 、 切 離 し の の ち手持ち ． 回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れる 。 後者の

器形はほ と ん どがJlll形で、 ナデ調整の施 さ れ る も の と 、 無調整 の も のがみ ら れ る。 以上の よ う な特徴

を持つ須恵器杯は 8 世紀か ら 9 世紀初頭の も の と 位置づけ ら れ る 。

33 
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2 .  遺構に つ い て

今回の調査の対象地域である 第 m工区南で発見した遺構は塀跡 3 、 掘立柱建物跡22、 井戸跡5 、 溝

跡56、 土堀90などである 。 以下では、 主な迫構について検討を加 え る 。

① 塀 ． 掘立柱建物跡

塀跡はX-4区で3条、 掘立柱建物跡はW-2 区で 4 棟、 x-1区で 3 棟、 X-3 区で 1 棟、 x-

4 区で13棟、 X-5区で 1 棟の合計22棟を確認した。 これらは、 規模や方向、 平面形、 柱穴の諸特徴

（平面形 ・ 深さ ・ 埋土 な ど） から二つに分けられる 。 SD682 · 960溝跡を境 と し て、 東側のW-2区 と

x-1 区の建物は 2 間 X ) 間 - 3 間 X 2 間程度で規模は小さいものの柱穴の掘方が隅丸長方形を呈し

大 き く 、 東西棟で方向が東に対して5
゜

- 15゜
南に振れる 。 これに対して西側のX-4 区の塀跡やx-

3 区 、 X-4 区、 X-5 区の建物は 3 間以上 X ) 間の規模の大 き いものが多 く 、 柱穴の掘方が細長い。

方向は東西棟で束に対して7° -20°北に振れる。 前者は、 後述する古代の溝 、 A①類のSD960 · 682に

近接し、 方向が揃 う こ と、 SB1303建物跡からは碗形に 近 く 、 ヘ ラ切り後ナデ調整された須恵 器杯 （ 第

2 1図 4 ) が出 土してい る こ とから 8 世紀末- 9 世紀初頭以前のもの と考えられる。 後者は、 迫物は出

土 していないものの、 柱穴の掘方が楕円形を基調 とし、 埋土 も古代のものに比べて締まりがない こ と

から古代以降のものと考 えられる 。

古代の建物跡は、 全容がほぽ分か る ものはx-1 区の SB1278を除いて桁行 2 - 3 問、 梁行 1 - 2

間 、 床面積が30rri 以下の小規模なもので、 構造も側柱建物だけであ る。 しかし、 柱穴は平面形が隅丸

長 方形を基調 とし、 長辺が65cm以上、 短辺が60cm以上、 深さ40cm以上の掘方で規膜が大 き い。 特に

SB1301-1304建物跡は長辺85-140cm 、 短辺70-lOOcm、 深さ50cm以上で、 本造跡の政庁内部の建物

にも匹敵す る ほ ど大型である。 これらは掘り下げていないため詳細は不明であるが、 桁行 1 - 2 問以

上、 梁行 1 間で同様な構造を持ち 、 集落域を画する 溝(SD682 · 960) に近接し、 軸の方向も同 じ く し

てい る 。 ま た 同様の規模を持つ建物 として昨年度調査区のV-4 区で検出 した SB980建物跡がある 。

3問 X 1 間の東西建物で西要が SD960 · 682溝 と平行する が、 溝 とは8mほ ど離れてい る 。 これら と類

似した追構は、 名生館官術逍跡の第W期政庁の区画施設 と推定される溝 とそれに伴 う 櫓状建物跡 （佐

藤：2002) 、 加美郡家 （束山逍跡） の南西に隣接する壇の腰遺跡の区画施設 と推定される築地塀 • 材木

塀に伴う 櫓跡な どがある （斉藤 ・ 村 田 ： 2001) 。 名生館官術遺跡では櫓状建物跡は 2 ヶ 所で 4 基確認さ

れ、 約73mの間隔がある 。 建物の柱穴は74- 117cmの方形や長 方形で、 柱痕跡は径22- 36cmの円形を

呈する。 平面形は 1 間 X 1 間で柱 間 寸法が4m弱の正方形である。 2 回立て替えられており、 切り合

いがないため時期は不明であるが、 建物の北側柱 列 と溝が接してい る 時期も認められる 。 年代は 8 世

紀後半から 9 世紀前半頃である 。 境の腰遺跡では櫓跡は 3 ヶ 所で 7 基確認され、 約100m間隔で配置

されてい る 。 建物の柱穴は約70- lOOcmの方形や長 方形で、 平面形は 1 間 X 1 間もし く は 1 間 X 2 間

で一辺が3-4m弱の正方形を基調 としてい る 。 建物の一辺の柱 列 と塀が接してい る 時期 も認められ

る 。 年代は 8 世紀後葉から10世紀中頃に存続していた と推定されてい る 。 このよ う に溝や塀などの区

画施設に近接し周囲に他の遺構が少ない点、 1 間 X } 間あ る い は 1 問 X 2 間で柱掘方 ・ 柱痕跡が大型

の建物であ る とい う 点は当遺跡の建物跡 と類似してい る 。 したがってSB1301- 1304建物跡も、 築地



や土 塁な どの痕跡は認められないものの、 櫓などの郡家に付属する公的施設の建物 と推定される。

② 溝跡

多数検出したが、 年代・ 性格の分かるものは僅かである。 A①類のSD683·684 ·690、 D①類のSD692·

1225には灰白色 火山灰の一次堆積が認められ 、 10世紀前業以前である。 出土造物 と重複関係から時期

の分かるものは、 ヘ ラ 切り無調整の須恵 器杯 と回転糸切り無調整で底径の小さい士師器杯が出土 し 9

世紀後半以降 と考えられるC②類の SD1300、 大崎焼の陶器が出土 し幕末 ・ 近代以降の SD1315 · 1320

と SD1315よりも新しい SD1316がある。 この他、 A①類の SD960は昨年度の調査により 7 世紀後葉か

ら 8 世紀前半 と考えられている。 類型や位置、 規模な どから推定する と、 ほ とん どがX-1 区 とw-
2 区 に分布する A類は古代のもの と考えられる。 B類はW-1 区に集中し、 昨年度調査区でも 8 世紀

代 と位罹づけられている。 C · D 類は、 SD692 · 1225 · 1300のよ う に古代 と思われるものもあるが、

それ以外については時期は不明であり、 堆栢土 や Jlll状を呈する断面形態な どから推定する と古代以降

のものが多い と思われる。 SD692 に は 自 然堆積土 の中央部付近やや下寄りに灰白色 火山灰 の一次堆積

が認められる。 また後述するよ う に 、 8 世紀中業以降 と考えられる③類土 堀が平行している。 した

が っ て SD692も上限は 8 世紀代にさかのぽり、 長 期 間 に わたり機能 していた と推定される。

類型 と分布の関係でみる と、 x-1 区 、 w- 1 · 2 区 には A · B 類が集中し、 それ以外の区ではC ·

D 類が分布する という 排他的な関係が認められる。 これは昨年度の報分の考察においても検討が加え

られたよ う に 、 SD960 · 682南北溝を 境 に 大 き く 東西 に 当該地域が分けられ、 東側は渠落域、 西側は耕

作域と推定された こ と と符合する。

③ 土城

①類は陥し穴である。 追物は出土 していないが、 付近から僅かに縄文土器が出土 しているこ とや多

く の類例から推定する と縄文時代の可能性が高い。

② ・ ⑤類は出土 逍物も少な く 、 年代や性格などについて詳細は不明である。 古代の溝の集中するW

-1 区 、 x-1 区 に 多 く 分布するこ とから、 古代のもの と推定するに とどめてお く 。

今回検出された③類はほ とん どがY 区やW-6 区 、 X-6 区 ・ X-8区のD①類溝である SD692の

北辺に沿っ て千鳥状に分布し 、 人為的に埋め戻されている。 またW-6 区の 4 基 に は上層 に黒色 シ ル

ト層が苅く レ ン ズ状に 自然堆積している。 これは土堀が埋め戻された後に 、 ある一定時間経過後、 埋

土 が沈んだこ とを示している。 時代を特定でき る追物はほ とん ど出士していない。 僅か にSK1353か

ら 日 の出山窯跡群の第 1II 群 に類例の見られる、 静止糸切り後回転ヘラ ケ ズ リ 調整の坑形に近い須恵器

杯が出土 しており、 8 世紀中葉以降のもの と考えられる。 堆積土 の特徴や年代は昨年度の③類 と一致

する。 昨年度の③類は堆積土 の特徴や 古川市新谷地北遺跡な どの類例な どから墓城 と推定されてお

り、 今回の調査結果もそれ とは矛盾していない。

④類は、 昨年度の調査区であるS-1 · 2 区で多数検出されている。 今回検出した 5 基は、 S-1 ・

2 区に 近 いX-8 区 に 4 基集中する。 しかしS-1 · 2 区に近接するW-7 区からは 1 基しか検出さ

れず、 それもS-1 · 2 区 と離れたW-7区の南端に位置する（第28図） 。 面的な調究を行 っていない

ため不明な点も多いが、 W-7 区北側 に空白域があるこ とから 、 ④類は一定の範囲にま とまっ て分布
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す る 遺構である 可能性を指摘 し て お く 。 しか し 、 土城の機能、 性格などを推定で き る結果は今回 も 得

ら れなかっ た。

3 .  ③類土壊と S0692溝 （第27図）

SD692溝跡は規模や長 さ の点で 、 今匝lほ場整備事業の対象 と な っ た官術の南西外側 で も 最大級であ

る 。 W - 6 区か ら 束北東に延びて お り 、 V 区の北にあ る沢を挟む も のの、 名生館官術遺跡の南 端 に あ

た る 小館地 区 に 向 かっ て550m以上の長 さ と 推 定 さ れ る。 こ の溝の北辺に沿っ て③類土城 3 l 基が 2

列 に並んで千烏状に分布 し て い る の が、 W - 6 区か ら Q - 4 · 5 区 ま で確認さ れた。 し か し 、 こ れ よ

り 東の状況につ いて は面 的 な 調 査 を 行 っ て い な い た め不明であ る。 土堀は北列 がl.6-3.4m 、 南列が

2.4-2.9mの間隔でほぽ直線的 に並び、 列の間隔 は0.5-2.4m、 南 列 の 南 辺 と SD692の北辺 と の間 隔 は

2.4-4.2mであ る 。 確認 さ れて い る 東端の Q - 5 区SK693 と 西端の SK1253の間 、 約250mに③類土城は

南北列合わせて130基あ ま り 分布する と 推 定 さ れ る 。 約2mに 1 基の割合である 。 こ れ と 同 じ よ う に千

烏状に 2 列並んで分布す る③類土堀は、 昨年度調査区の V - 2 区に認め ら れ る 。 こ の③類土城は長軸

l.l- l.4m 、 短軸0.6m と やや規模は小 さ く 、 南北方向に並ぶ こ と 、 平行す る 大 き な溝が認め ら れ な い こ

と 、 付近に 多 く の遺構が分布する こ と な ど異 な る 点 も あ る。 ま た昨年度調査では 、 ③類土城はQ - 9 .  

R · S · T 区 な ど、 近接 し た時期の他の遺構がほ と ん ど認め ら れ な い西側の調査区で も 多 く 検出 さ れ

た。 調査区の南側 に 多 く 分布す る 傾向 は認め ら れ る も のの 、 集中する こ と は な く 、 長軸が35
°

の範囲で

束か西に振れた南北方向であ る こ と は V - 2 区 と 共通する 。 以上の よ う に③類土堀は、 分布場所、 分

布状況な ど様々 な様相 を 呈 し て お り 、 今後の類例の増加 を 待 っ て検討 し た い。

4 .  奈良 • 平安時代の官街外側 （南部 ・ 西部） の様子 （第28図）

昨年度の調査の結果、 逍構 ・ 遣物のあ り 方か ら SD960 · 682南北溝 を境に大 き く 、 逍構の密集する

東の集落域と 迫構がほ と ん ど無い西の耕作域に分け ら れた。 今年度のW - 2 · 3 区 、 x - 1 · 3 区の

調査に よ り 、 遺跡の南端付近において も そ れ と 同様の様相であ る こ と が確認された。 つ ま り 官術南外

側の集落は500m以上 に わ た っ て 西 側 を SD960 · 682南北溝に よ り 画 さ れて い た。 ま たW - 2 区では溝

に近接 し て 、 築地や土塁な どの痕跡は認め ら れな い も のの 、 櫓 な どの郡家に付属する 公的施設 と 推定

さ れ る 建物 も 検出 さ れ、 SD960 · 682南北溝の区画施設 と しての性格も 一陪明確 と な っ て き た。 昨年以

前の調査では官術南外側 に お け る 郡家役人附の居住域が明 ら か と な っ た。 今回は調査範囲が狭 く 明確

に は で き な か っ た が、 従来想定 さ れていた範囲 よ り も さ ら に南 に ま で郡家に関係す る 人 々 の集落域が

延びる と 推 定 さ れ る 。 溝がさ ら に南 に続く こ と も 確認 さ れ た。

ま た 、 耕作域 と 推定 さ れて い た西側にお い て も 、 東西に延びる SD692溝 と そ の北に平行する③類土

堀が分布 し 、 その他の③類土堀も R · S · T 区 な どに分布する こ と が明 ら か と な っ た。 し た が っ て 西

側 に は墓域 と して利用 さ れて い た 部分 も あ る と 推定 さ れ る。
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第27図 SD692溝と③類土壊
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N .  ま と め

1 .  今回の調査区は古代玉造郡家とみられる名生館官術遺跡の南西外側で、 名生館追跡の南西端に位

箇する。 検出迫構は塀跡、 掘立柱建物跡、 井戸跡、 溝跡、 土堀で、 遣物は 8 世紀- 9 世紀を中心 とし

た時期の土師 器・須恵器などが少罷出土 した。

2 .  昨年度の調査で明らか と な っ た、 古代にお ける南北溝 SD960·682を桜 とした場の機能の違いが本

年度調査区においても明確になった。 SD960 · 682の東側には掘立柱建物跡や土城などの古代の迫構が

多 く 分布するのに対して、 西側ではその分布が希蒋である。

3 .  調査区南端のW-2 区では櫓 と推定される建物が存在した こ とが明 ら か となり、 SD960 · 682に

沿ってかなり広い範囲にわたって櫓などの郡家付属の公的施設も存在した可能性も考えられる。

4 .  今回調査区の西側において、 8 世紀後半から10世紀初頭の大規模な SD692溝 とその北辺に 2 列に

平行して千烏状に分布する砥堀 と推定される③類土城が多数検 出された。 水路が分布し耕作域と推定

された SD960 · 682の西側においても、 SD692の北側から R · S · T 区にかけては墓域 と しても利用さ

れていた と推定される。

5 .  今回の調査区の中心付近にあたるX-3 · 4 区では 、 古代以降 と推定される掘立柱建物跡や井戸

跡、 溝跡な どが検出された。

6 .  逍跡の南辺から西辺にかけて縄文時代の陥し穴が検出された。
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塀 ． 掘建柱建物跡屈性表

遺情名 1 ;: 11/)1i 規恨(1111) 総此ml

Si\ 134� X-4 1本lt!l I問 2.i 

SAl345 X-4 1本ttfi 1m1以 I·. 4.0以 I:

SAJ346 X·4 IぶtE列 lllllt:l J: ,1.on 1 ・・
$81切；； X- 1  東内棟 31:U x 6.2 

SBI切7 X-1 lliilt/棟 2111 m � . x i iiり）1ヒ 3.8以 ,-.

SB1278 X-1 iii北棟 2111));). I : x 21111 5.7以I:

S81301 w. 2 東西械 llllll;J. l: x Illり 3.3以I·.

SB1302 W- 2 東�I噸 21l1J l:l r. x 111り 5.5以J:

SB1303 W-2 東1町棟 21lUl:J. 1:x 11111 5.5以 I·.

SB! 割 W- 2  東1lli棟 IllりJ;J.J·.x I問 3.2以 I:

581313 X- 3 東西棟 2r:u↓:J. J·,><11111以 K 4.0以I:

SB1314 X-4 成が棟 3問以 J: x 11:UtJ. I: 4.8以 J:

Sllll27 X-5 東西棟 3間XI間 5.S 

$131331 XA 原西械 3JnJ x  11111 ↓ ;J. I: 6.6 

SB1332 X-4 東西棟 邪IJ以 1·. x lllll以上 5.6以 K

S81333 X・4 東西棟 lllU以 l こ X lflU以 ,.. 4.0以 l:

S81334 X-4 東西棟 2Pll 以l:x I間以 I·. 2.7以 I:

S8L335 X-4 東1l\i棟 6r.lJ 以I: X 1�11 12.31入 I:

S81336 X-1 東洒棟 5111) 以 �- x 111り 10.0以 t:

SB1338 X-4 東西棟 211り x 11111 1:J. I: 7.7 

S01339 X-4 束丙悼 3問X l "IJ以 I·. 5.9 

Sl.!1340 X-4 東内樟 411ll以 tx 11「Ill;! 」: 7.8以上

SB1341 X-<1 束内棟 41111↓ :J. l·. x 111111:J. I; ・ 7.6以 I·.

S81342 X•I 帆北械？ II閉↓;(l·.x2III J以I·. 2.Jl;J. I
: 

$81343 X-4 束西棟 2tnJ x IIIU以 I: 8.3以 I·.

井戸跡属性表

迅情名 区 ·杓ui影 斯面彩 規tl!(lli.綸 X !� 袖m)

SE1287 X-1 l 』1形 往1.4

SEI磁 X·l l り形 [Y:1. 8 

SE1289 X-1 円形 f角J.7

SEl321 X-3 l'l形 逆h影 ii\1. 1 

SE1322 X-3 円形 逆セ彫 !HI 

溝跡屈性表

還情名 区 k船(ml f幅(ml ＂kさmつl 

SD67l W-l·Q-1 0.7 O. •I 20 

SDI如 W-1 Q-1 0. 5- 1. 4 0.2ー0.9 18 

$()678 11'-l ·Q,l 0.8 0.5 ?Ji-団

SD1206 W-1 0.6 0、 3 た16

SD1207 W-1 0.4 0.2 20 

SD680 \V- l ·Q- 1  o.、1- 1.2 0.2-0.6 IO 
SD1210 w.1 0.2 0. 1 6 

SD6i9 IV-J·Q-1 0.2 0.1 5 

$01212 \V.] 0.7 0.4 3)-↓l 

SD1217 11•. 2 03-0. 5 1-9 

SD1221 W-2 l.5-2.0 50 

SD1222 W- 2 0.6- l. O 0.3 53 

S0682 W,2 Q.H4·k�:!i w 1. 2 40 

SD683 lf,2·Q·H�·kll嘉 2.0-2.5 L 6  邸

SD960 W-2·Q-2·V-4 Ill 1. 3 45 

$0684 w・2·X-3·Q-3·Y-4 1. 2- 1.7 0. 6-l2 50 

SOI泣5 W,3·X-5·JH,,t 2.4 

SD1226 W.J·X-5 II-13 

SD1227 IV-3 0.3 

50)23'1 W-4 0.6- 1. 0 

SDI磁 w.4 0.5-1. 0 

SDJ236 W-4 2.0 

SD12'13 W- 5  0.5- 1.0 

S01244 w.s >0.5 

SD1245 W,1·5 011-1.4 

SDl2.16 W-4·5 〇,6-·0.9 

SOI勾7 w.s 0.3ー0.5

SD1248 W- 5  0. 8-lA 

SD692 W4-X6· l-3ヽ 9'1a·QI 4.0-4.5 

501:?.';9 IV•7 0.4 

SD1260 w.1 1. 5 

SD1274 X・1 0.8 

SD1276 X-1 0.3-0.<I 

l. 6 93 

0.5 43 

0.1 13 

02-0.4 42 

0.3-0.5 52 

0.8 58 

0.3-0A 19-1氾
>0.2 20 

0.3-0. 5 37 

0.4 55 

O. l -0.2 5 
0.3-0.6 6 

2.6-3.0 84 

0.2 18 
0.7 �o 

0、 6 ， 
0.2 IS 

第 1 表 遺構属性表

mni・J怯(ml 化穴·Y.血杉と見刷Ji輪·�i輪・深さ：rm) ltfi跳(cm) /iii� 頂棋関係

2.7 信丸l!li屁 1 10 40-50 60 径20 E-16
°
- N 

,1. 0 惰11m 50-6() 30ー�o ぷ 径23 N- 12'-W 

4.0 岱I'm 60ー” 40 笠 ltIO· 抜取り N-31
・.w

")Iiから2.11. 4.2.G" 22'S>開隔 lVi形 65-130 60-80 43 1和20·抜取り Eぶ-S S.�I蕊12i-l.SD12iv-S81Z..

"JUか らl.6.2.3" 1. 3以 k !k)i形 60 50 26 怪26 1,.10·.s S131m-SKI認3

＂北から益.3.2
鴫

’じらll.?JI' 格 r 1 形 , 10-50 30-40 22 mis E- 10•- s SD1Zi4→ SBJ218→ SKI蕊

3.3 4.0 JU形 90- 110 70-応 沃） 抜取り £.11·.s SBI刃I→SRI直SB!紐-S81血

頂［から2.6.2.1' 4.3 長方形 100-140 80-100 53 ftぉ·抜取り E,.Jざ,S Slll:.!I-SSl3Yl-S8ぼij-S81紐

2.7等IUI隔 4.2 �)j形 90- 110 8()-00 56 径32 1:,15•.s SBIJOHBIぼSB!紐→S1l1303 

3.2以I. 3.9 艮）j形 85-100 80-90 62 抜取り E・12·-S SBl�I → SB!l沿•S81紐-SBJ箕

"11\jから1.9.2.1" 21! 惰,.,影 20-30 15-20 itJO E-12'-N 

・付からJ.8.l. 7.l.3" 2.4 JUi影 20 20 mo E-10°-N 

•東から J.92.1.1.if ふ3 格1 11影 20-70 15-30 15 ! 消10 E·l6'·N 

2.2 Iゞll!隔 4.0 隅11..U打影 35-70 25-35 l<l IV.JO・抜取 り じ. 11".i'/

2.が邪IJ船 3.3以 I·. 惰I 』1形 50-100 ぷ）-,10 8 抜取り E-16 •• N 

東4,0 3.7 llll'lff• 40 30 8 ifl5 E-7° ぷ

2.7 ·1から1虹 惰l'l形 40 30 8 if.15 F,15"-N SB1334一SB1336

·« から191.11.9.1虹血n· 3.9 Iii「'I形 65-120 、10-岱 36 ltl5・抜取り E-16•-N SB1335-SBl3ヽ10

•東からiiふ).2.0:f開闊
・

3.S !?ll 'J形 40-80 双ー40 33 径15 Eァ-N Sl31四一SB13祁

•東から3.9.3.7" 43 日丸RMl 的 45-50 17 径18 E- 7'・N

・保から1.9.2.0.2.0" 4.0 1nP1形 75- 105 40-50 30 t冷18 E-16'-N SB1339→ S81342 

•東から1.82.0.1.92.0" 、1.5 楕l'I形 55-110 �0-60 21 i怜15 E-12
°
- N S81335一S813<10

凍から1ふ1.S.2.1.1ぶ 4.6 Iりl'l彫 85ー145 50-75 52 i及13 E-17'-N SJ31双 I→SB1342 

2.1 "ti・ ら四r 格l'I形 的 50 26 if.20 N・14•.w SBl341-SB13'12 

鱗東から4.2.4.J" ,1.0 格円形 35-50 25ー45 42 往13 N・20·.w

深さ(cm) •T（復関係 堆m 1,などその他のn徴

SK1290·SE1288-SE1287 I.I.I褐色砂質シヽHl"I然）

SKl2邸ーSl::1288→SE1287 地1111·01ク多く含む!!.\色枯 1:1'{,•f{人�)

SK 1291 ·SK 1295→ SEl289 地1 JJ1
·u,,含む:,.\色帖 tftシいH人4)

邸J:J. I: 地II』1·0,ク・ィiを含む砂灯シルH人4)

67以 I:. 息色砂行シ�Kl'I然）

断i面形 類芍 “柏J •R楳関係 堆梢I:などその他の特徴

そ〇亀 Nぶ・w l�l SDI幻I

的＇ JI北-�-窃E SDJ027-SD1212 l[ISD1202 

Ill状 Br,2 j'(北 SD1112.SDl206-S訊78 :.11褐色シ叶0人Al IUS1)1203 

ll<Z' 氏北 SDI初舟）1年寧函5函
13'3, l't東 $01207→ SD 1206 

皿状 8'2' N-10'-IV SD680一SK1205.SK12Q9 m色シil-((1然） IASD1208 

的I !
'. 
ふIt

13'3' At-紐'·S SK1?1H06�SKl:!'.15SKJ知 IIISD121 1 

不整形 B�• t'tJt Sり1如→SDl21! → SD618.SKI麻 :.ti褐もシJI-(人�)

その覧 l\.11:-11'.Jl'.S 

U'四K Ati) N-10•-E SB凶I、SBI団凶痴羹S1J四I :!.\色シ外伯然）
u·,, 状 A(iヽ N-5'-E 黒褐色シいH人41

逆h影 A1! N.10•.i; 氾IJll·SBI訊3痴寧�SDl?!I 1111・ 翌色沿．輝.:1.1褐色沿.3111屈褐色汎fftけ、4層 瓜褐色シIMt'I然｝

逆わ形 A(!) Nぶ-E I息れ）1),2層.if!駄暉．埠国紐色If,鳩載l&;U問.i·6·· '競洲四

逆も形 A、i, N.JO •• E 澳l団J•SBI双立砥寧4沿l?ll /JI色シ�11人為）

逆台形 A 11 N-10'-E S碑→SDl300.SD1初 澤·灰l'J 色火Jl iJ"ii.、 211'1以下')!1色・焦褐色;,,11,,然）

逆令形 0(1\ N -25
゜.\V S01225一S0I226-SKI230 lll,/.1! 色ltl!Hl,2lいrn色火Iii灰、暉·閲昌色師淋I眉層褐色砂11;1�0!)

IHI�� [)'2ヽ N-2s·.w S012お-S01226→SK1230 �.\褐色砂代氾H人公）

cm E-s·-N .'!.\色氾t{flt.!.\)

叫状 Ccむ N-16•-w SD1234ーSDI怨→S012-15 1 �'1-賠褐色シし卜、21\'l-:J.\褐色汎f<I)然I

逆h形 Ci> s.1,.J-s.1t.i: SDl234-S01四5→S01245 /.I.I褐色氾卜llf. J·.l\"l
・ 自然. f!el-Al!, 

皿状 Dlり N-26•.w Sfllね6ーSD12"5 !!.\色シルトと略褐色シルトの,,:州（自然l

逆h影 C2 E・16'- N SK1238→ SOI糾I一S0L2�3 )l;,j・ /,I.I色シ出l'.I然）亀2附. !.I.I褐色シi卜、3沿- .'II色九f.<A4J

D1t1 N-21
°
- W  SKJ238ーSD1244→S012.13 JJM. :Al褐色シルト、21,'1- .'I.\色シ叶H人公）

訓状 OZ> E-1ずぶ SDI注→SDI応→SDIZl!i--SD1216 l柑・:!.\褐色シい.2屈褐灰色氾Hl'l然）

逆台形 C2> E-14'-N SD1245一so12,1u 澤-/.I.I色シ外、21M点I褐色砂質シiト((I然）

Oil状 CQ' E-16・ぶ !).\色シ叶f(flr.�)

0 21 N.29•.w SK1242→ SOl248 

逆fr形 [Y�fl E-20"-N SD6笠→S以刃6 II tlt, ... 111色,,真, kR!*I瓜 ,1 11m、,,.埠●員l!,O,ll!-U!U,•xn'I>細,.,..,
D:J• N-32'-W 

逆わ形 A'2 E・II
゜. s l�'l- :!.\色シ外.2柑. /J.\色砂ITシいt-(1'1然i

逆令影 NJ E・ ,s·.s SKl :!16-SOl?ll•SDJ!r..l!IIZ述Bl?i!

逆h影 A ll \\',ll
'.�·$10',\\' SDI打6→SDI匹DI頌氾1275

SD1279 X,J 02-0. 4 0.1-0.2 8-13 l)lj) N-32°-W SD1276一$01279

SD1280 X-1 0.4-0.5 0.3 I I  C'�) Nぷ.w S0l2i6→ SDl2SO-SKI公辺



迅惰名 lえ 上紺{ml F拙in) iiiIぐmさ》 噺面形 類" /jl,,J •R複関係 堆b� Iこ な�とその他の特徴

SD1297 X L 〇,4 0; 1 7 M じ1,1'- N Stl吟団J1il�S01'!!i沌IT<i!lll岱

SD1298 W-2拡張11< 0.3- l. 3 0.9 24 逆台形 AC2 N-10'- E SD1298→ SD1300 l削• 黒褐色シし卜、2/M- l,"i褐にシl}(人凶）

SDI函 W-2J広�Jll,/_ 0.1 ,\(3 N.JO •• E 

$01300 W-2 X- 3 O.S- IA 0. ヽI 1 1  nn状 CJ) E・l l'·N so岱1.SOI函-S013()(> !!.\(的lf{l'lf..1\1

SD130i X.J O.o- 1. 0 0. 2-0.5 � 1111状 o, 含 )-11-'\\、rli'.) SD6S<IーSD1307 :1.1色シりf<l'Wn

$01308 X-3 0.3 0.1 15 腫状 0'3 ))�l'-lTli' -� !!.\褐じ汎f.(fl然）

$0 1309 X-3 0.8 0.3 31 U'i'影 C4' E-IO"·N I IM・ m褐色li!>1'tシ·�.2111・ ・，.\＼色シル11mぶ）

S01310 X.J 0.,-0. 1  0.3 30 逆力彩 CJ' E- 1�· - N SD13l0-SDl3'.l0 !!.\色汎トl,l�(l°lr.-!\)

SD1315 X-4 >0.8 >0.5 33 逆力影 D,2 N. :l() •• \V SD1315一SD1316 暗褐色シ叶0人l°l)

SD13Ifi X-4 1 ·5·6卜�)f 0.9-1. 4 o.,i-o.6 33 u·r状 Cl\; N・20·.w SD1315-SOl:116 II沿出!\Mlシ鳥liflr!!.J

SD1317 X-1 0.4- l.0 0.2ー0.6 12 皿状 DJ N・ 20 .w !I.\IU色シ•I-<人bJ

SDJ319 X- 3  02-0.s o」 -0.3 13 ()'3 E-13'-N 

SD1320 X- 3 0.6-0.9 0.4 48 U'l=形 c,;; E-13"-N IW軋息1:;1;, 2ij 印雌紗n,,,狐 訊色ltffllt,ll!にぶい州褐色l\l!ll臥b)

SIJ1:l25 X- 5 02 0.1 1$ llll形 a、 E・12'ぷ

S01326 X-5 02-0.s 0. 1ー0. 3 ?/•:!Ii G3 E-15'-N 

S01358 \!)·5·6トレンf OA-0.9 D(f N・z,-;;'. \\'

S訊<JO J; トレパ・Q-4 Ill 1. 0 61 逆h影 A(I) N・25・・E 1屈灰l'I色火111辰211'1・ ・'. !.\色シり3層11:'i灰黄色砂質シ外(R然I

SD臨 3、61f,t•Q$· Q.!l· R·I 1.<1-2.4 OA 56 紺ff['jeij D↓ N.JO•w 血7→S函· SKIおか•S1l69li I料 や賠褐色紗竹沿卜2<l附.)f<.褐色砂打シい((I然）

SD697 3-ma·�·Q.H.1 0.6 0.4 20 皿状 1)-i, N-30
・w SD697一SD696 :1.1褐色紗ftシいt'(fl因

S01370 5·6トレパ 0.4 0.2 12 逆わ影 [YJ N.:io•w SD696-SDl370 .'!.\褐色砂nシ•t{flt.�)

S0137l 4卜い乃 o. ヽI o.:i ， 逆台形 凶 N-30"\V SD1371→ SD696 !!.\褐色紗汀シi卜(fl然）

土城属性表

這情名 1,: 'l'· 1
f1i形 断面形 規役(lii輪X艮傭叫 涅さ[<ti) 糾間 収復1関係 堆l{[ I,などその他の打徴

SK 1201 W-1 悶丸艮Ji影 IUl状 1.sx 1.0 お i'!Si SK 120,1-S01203 l\'1·!.I.\色シ叶、211'1:Jli貨褐巳砂nシ州人必）

SKI臨 W- 1 格111Jf� 皿状 勾X J.9 38 令紺 SOI瑯·S01211·SK1215-SKI傘

SKl209 W-1 Iり11 1形 JUI状？ IJ.8)X J. 7  “ _i灯i SKI幽ーSD1208 忠巳 シ ル ト

SKl213 W-1 4: 笠形 役付llll状 2,3X 1,3 ぷ ·s'M SK l2 l3-SD120S '.!.', 褐し シル ト

SK1214 IV- L 格 I' ] 形 lllllR 0.7XQ.6 1'I ら釦 黒出色 シ ル ト

SKl215 IV-I 111rut? Jill状 (l, i)X 1.4  18 ⑦類 SK121:..-SD1邸· SDI瑯·S01211

SKl216 IV- I Iり「J形 皿状 (l, l) XQ,8 20 ，；』豆l SK12l6ーSDl203·SD12l1 !!,\褐色 シル I・

SK1218 w.2 清状 U字形 2.7XQ,2 21 （I釘 !!.\lli シ ル ト

SK1219 \V,2 溝状 U'i'影 2.7 X0.4 41 {I類 ! ).\褐色 シ ル ト

SK J220 IV- 2 沿状 u·r-影 (2.5)><0.3 55 Cf1ti 昭褐色シ ル ト

SK I四 W- 2 不整形 llll状 l. 6X 1. 0 19 (s'JSi 

SK122'1 w.2 隅丸長H�i 聞状 0.5><0.4 24 ®飢 ! !.\色シ ル ト

SK J228 W.J i/11状 逆：iり形 2.5X0.� 52 (l 類 !!.\色シ ル ト l(ll-(fl然）

SK122!l W-3 ィ勺籾 J彩 Ill状 i印.2 42 •s訊 :1.1色シ ル ト 1
°
.li'tflt..l\)

SK J230 W-3 闊）L長}j形 逆巾影 3.0x L G 44 ,sヽ 'Iii S012"..>-Sl>1226一SK 12:10 ! !.\色 シ ル ト l:体\fl然）

SK 1231 IV-4 溝状 逆 —,Iり形 3.2 X0.4  67 I 煩 /I.I色シ ル ト UWI然）

SKl232 \V-4 溝状 逆"'/'J影 2.5X 0,3 5,1 (I類 :1.1色シ ル ト l,fl«i'lf.l\1

SKt2:l3 IV-4 溝状 逆,Jり形 (2.J)XO,J 28 "類 !.I.\C!! シ ル ト I ,附n然）

SK 1237 W-5 溝状 u·r. 形 3.1 xo . .  , 72 I 煩 ：！．＼色シル ト Ul<ll'.1然l

SKL238 w.5 溝状 u·r: 形 (l.8)><02 57 『I 類 SK12-'l8→ SD12-13·SD1244 !.\\ 色 シ ル ト 1,1.wl'I然｝

SKl239 W-5  溝状 逆て角影 (l.7) XQ,3 汲｝ I, 類 !!.\褐 色 シ ル ト 1'.ll<(l'l然I

SK 1240 IV-5 溝状 U字形 4,JXQ,5 66 ＂類 :!.\ 褐色シ ル ト H�fJ然）

SKl24 l  w.5 溝状 U'(・ 形 (l.4}X0.J 56 I 頌 ！聞l色 シ ル ト U,t<{l'I然i

SKl242 IV-5 溝状 U字形 J.2XQ.4 78 ,, 類 SKJ242→ SDl24S !).\褐色シ ル ト 1.1+:(fl然｝

SKl249 Wふ i鼻状 逆:f『1形 {0,S)X0.3 70 1 碩 焦色シ ル � I · 体(l'I然）

SK1251 Wふ RJ; 形 箱JfJ l. 4 X 1.0 切 3 類 略褐色シル ト l '.1-1: l:IM:i'I然. n�, 人勾

SK1252 IVふ �Ii影 逆台形 J.0X0.6 58 3屯i 黒褐色 シル ト J..Iト l·.l\'l:i'I�ふ fl\'!:人b

SK1253 W.{; �Ji形 逆白形 1;1 xo.a 89 31類 :}.\褐色 シ ル ト 1:f,j; H'l:t'I然、 H1:人LI

SK125'1 W-6 清状 逆 祁l形 {I.O)X().3 54 1 類 ！）．＼褐色 シ ル ト I'体(「l然i

SK12茄 w. 1 長)j形 袋状 l. 6X0.S 28 ,, 絹 II'!: 是llill.含む閲色シルト. fl'l: 嬉Iiiプロ ・／クを含し褐色紗n;111A111

SK1256 w.1 溝状 薬妍状 3.4X0.5 切 I fSj 黒色 シ ル l・ �IW I然）

SK1257 W- 7  惰lり形 lJll状 2,0X(l,4) 箕i む灯I
SK12硲 w.1 惰l'I形 1111状 J.Sx 1. 0  31 <2, ffi 

SKI祁I X·O 隅丸�Ji形 袋状 o.sxo.s 16 4飢 t· lel是l ilt�含t-:!ll!!シル ト. flel·ltl�., ロ 9 クを合し貨灰色紗n;、HAZll

SKl262 X-0 惰l'l形 鳴状 I.I x0.6 10 'l.fil J·W: 麹l hf硲いl色シ＂ 卜． ＂直111プCl ? ク を含b貨灰色紗f1;11-<Alll

SKI知 x. o 溝状 逆台形 J. 7XQ.5 31 �,Iii l."41.ll色シル r . fki: 地Illプロ？ クを含し泊灰し紗nシル Hfl然9

SK1264 X-0 l乏）J形 袋状 l. 8X0,8 27 ,. 濱［ 1-.!/f;Jjithll�t,!)\色シルト、 t//1籍"'プ0 ックを�(J貨灰色け和，IkAAI 

SK I臨 W- 6 UJ; 形 箱形 I. JX0,6 46 3,r1 暗 褐 色 シ ル ト l:W U'i:f
l
r. ぶ !"111:人ム

SK1266 X-0 隅丸!iii形 ロ ー ト状 1. sx 1. 0 88 3' 訂I 地,11プロ ・、 9 多 く 含lt!.\\褐(!!.紗竹シ ル ト J,体（人Zl)

SK1267 X- 0 隅丸長Ji形 逆hllt ぽ)( 1. 2 77 3 飢 地111プロ "I 'J 多 く 含む賠褐し砂灯 シ ル ト K体（人41

SK1268 X·O 悶）Ll� ガ形 0ー ト状 .1. 5><0.9 92 i類 地Iiiプ ロ ッ ク 多 く 含む焦褐＆紗行 シ ル ト t体（人lil

SK l269 X-0 隅）Uと）i形 ロー ト�" 1. 5><0.9 69 3冷ii 地Iii プロ ・／ ク 多 く 含む'..\\褐仕砂行シ ル ト f\fj((人lll

SK1270 X-0 楕l'I形 U字・影 1. 6• 0.9 81 3頌 地Iiiプ ロ ッ ク を含む11褐色紗n シ ル ト l,f本（人Z))

SK J271 X-0 楕Iり影 袋状 I.I xo.s 43 か類 (·.fr!,!!.\褐し紗nいい. t°frl: 即IIプ0·1 ク を含t,��褐色砂l'/Hf(AZ))
SK1272 X-0 1行Iり影？ IIIl状 (0.5)X(0.8) 26 1か頌

SK1273 X-1 ィ-�長）i形 逆力形 JA X ! I 45 '3)類 地lhプ ロ ッ ク を含む！！．＼褐色 シ ル ト（人�,

SK1281 X·l Iり彩？ (0. 7) X (0. 4) '� 碩 !.\\色シル ト(l'I然）

SK l282 X·l 惰!'·!形 皿状 12x LO 13 ·2,i1 SDL280→ SKL282 地IIJプロ ッ ク を含む褐灰色枯I:貿 シ ル ト0人4)

SKl283 X-1 HU'JJf�? 逆台形 (0.9)X(Q,7) ＂ '2\lfl SB1277-SKI公氾 地Illプロ ・／ ク を含む! H 色 シ ル ト （人l.i)

SKJ公M X-1 り11'1形 逆合形 C0.8)X(Q.6) 14 ②煩 !.I.I(!! シ ル ト（人込）

SK1285 X- 1 +整m,り影 IDl状 1.0><0.7 23 2'fn SK I鴎5→SB1275 地Iiiプロ ッ ク を 多 く 含む灰貨褐巳砂代シル ト（人�)

SK1286 X・1 l'I形？ {0.7)X(0.5) 21糾 SK1286→ SE!287·SEI蕊 J 釦IIプロ ッ ク を 多 く 含む:.11色シ ル ト（人Z))

SKl290 X-1 m1』lift? (0.$)X(0.71 '2, 類 SKl290-SE1267 !.l\&シル I•

SK1291 X·l ィ1笈形 IぶXI.I 5 釘 SKl291→ SE12約 地titプロ ッ ク を 多 く 含む!.I.\色 シ ル ト（人1.)1

43 



迅情名 I.
Z 平面影 断面形 規佼l�i輪X J� 輪m) 深さ（四 類陵 •R柑I関係 堆積tなどその他の特徴

SKI292 X-1 Ji形？ (0,8) X (0.7) ③頌 SK1292-SKI蕊 地illプ ロ ッ ク を 多 く 含む黒色シル ト（人4)

SK l293 X-1 不笠形 Ull状 1. I X0.7 Z7 ®頬 SKI勾5→SK 1293 

SK I291 X-1 ィ；霰影 (l.4)X(0.6} ふ頌 地Iiiプロ ッ ク を多 く 含む!1\色シル ト（人4)

SK1295 x.1 �-整影 •1.4 X2.J (ii)頌 SKI断SEL蕊·沈I蕊·SKl'.m·SKI磁 地IIJプ ロ ッ ク を 多く 含む鳩巳シル ト（人4)

SK1296 X-1 不霰影 llll状 2.ox 1.2 26 ⑤類 SKJ函-SDI打4·SB1切8 SD129i 

SK 1305 W-2 ィく整形 fill状 s.ox2.2 18 ®類 SBl�I -SB1303-SK 130&-S01221 濁：灰白色火IIJ灰.2妍：訊褐色砂竹 シ ル ト(Ci然）

SK1306 W-2 小整形 Oil状 (6.0) X (4.0) 20 ⑤類 閲褐色シルト主体(l'lt.-!.1

SK13l l  X- 3 !NIり形 逆台形 (.9X (.5 77 ②類 J 屠：黒色シJI, ト(Cl然）. F/ff: 厖lhプロ ッ ク含t,限褐色シルト（人1.))

SK1312 X- 3 楕Pl形 u x u  ｛．狐I
SKl318 X-1 4ヽ位形 1111状 3.QXQ.8 50 Is)類 地111プロ ッ ク 含む鞘褐色 シル ト（人�)

SKl323 X-3  溝状 逆台形 (3. J)X0, 5 51 ①類 鳩色砂nシ ル ト I;!似I�然）

SK132,1 X-5  lりl'l形 Ill状 11 x0.8 43 卯l

SK l3お X- 6 及ガ形 逆台形 (0.7)>< (1. 0) 72 ＼珈 !A\色シ ル ト(0然）

SK1329 X-7 lVJ形 逆台形 l.5X0.9 茄 <)J飢 地Illプ ロ ッ ク 含む/.\I褐色砂行 シ ル ト 主体（人為）

SKl3JO X -7 溝状 u·r-影 (0,8)X (0.4) 63 ①飢 /I.I色シ ル ト(I�然）

SKI泊7 S·H レ ンチ 艮）j形 J. 6X0.8 ＇泣i

SK応18 5 6 � レン.,. 隅丸長Ji形 逆か形 J,7X  J. Q 74 :i)類 地Illプ ロ ッ ク 多 く 含む昭褐＆砂竹 シ ル � I'.体（人41

SK1349 5·H レンチ 隅Al�J,形 逆力形 1. 6X 0.8 6-1 ③頬 地illプ ロ ッ ク 多 く 含む県色砂質シル ト主体（人ZI)

SK13-'i0 5-6 ト レ ン＋ 長）i形 逆f.1lft (1.3)><0.8 80 I珈 SK 1350ーSD696 地1 11プロック含む黒褐色 シ ル ト}体（人l.))

SK 1351 5 6 ト レン.,. 隅）LlUi形 逆h形 (l.3)X l. 0 60 （か類 旭Illプ ロ ッ ク 多 く 含む渇褐も砂＂ シ ル ト l,lぷ（人41

SK1352 4 ト レ ンチ 艮力形 逆も形 ③頬

SK1353 4 ト レ ン チ 且Jilli 逆台JI, l.3 xo.s 85 ®類 地i l
lプ ロ ッ ク 含む黒褐 色 シ ル ト主体｛人41

SK 1354 3 ト レ ；；十 貶ガ影 (l.5)XJ. ヽI 3類 灰l'.I色火lhlfi含む:!.i褐色·(:

SK1355 5·6ト レンチ 艮）i影 10,9)X0,S ⑧濱i

SK l356 X-3 不覧!l方形 1.4 ><0.9 21 ,ID類 黒色紗竹 シル ト（人l))

SKl357 5·6トレンチ 楕l'I形 {l.5)X0Jl ③煩

SKL359 8 ト レ ンチ �Ji形 箱形 1.sxo.s 57 四 地Iiiプロ ッ ク を 多 く 含 む!.ll!ll色砂竹シ ル ト t糾人2))

SK1360 8 ト レ ンナ �Ji形 箱形 )2XQ.7 50 9類 地山プロ ッ ク 多 く 含むII.I褐色砂nシル ト主体人LI)

SKl36l ＼い ト レ ン チ J�/iJlt 逆台形 J.5X l.2 84 珈 地山プロ ッ ク を多 く 含む凩褐色紗mシ ル ト主体（人�)

SK1363 (1 ト レ ンチ 艮 方 形 J.4 X0.9 l�( 

SKI組 9 ト レ ン.,. k方形 (l.J)XQ,9 ③釘

SKl365 1 ト レ ンチ �,, 形 (J.()XQ.6 ®釦

SKI啜 2 ト レ ンチ (0.8) X (0.6) ③鮒

SK1367 l ト レ ン チ 長方形 (l.4)X0, 9 @Jli 

SKI蕊 I ト レ ン＋北 (0.8)><(0.6) •ID類

SK1369 1 ト レンチ北 }�Jj形 ((,3) X(Ll) ,_v類

44 



写 真 図 版





W- 2 区 SB130 1 - 1 304建物跡 （ 北 か ら ） W- 2 区 SB1301-1304建物跡 （西か ら ）

W- 2 区 S81303建物跡南東隅柱穴 W- 2 区 SD682 · 960 · 1221溝跡 （ 南 か ら ）

W - 2 区 SD683溝跡 （南か ら ） W- 2 区 SD684溝跡 （北か ら ）

W- 3 区東側全景 （西か ら ） W- 3 区 SD1225 · 1226溝跡 （ 東 か ら ）
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な'

W- 3 区 S01225 · 1 226溝跡 （ 南 か ら ） W- 3 区

W- 4 区 SD1234-1236 · 1245溝跡 （ 東 か ら ） W- 5 区全景 （南東 か ら ）

W-4 · 5 区 SD1245-1247溝跡 （ 東 か ら ） W- 5 区南 SK1239-1241 土壊 （北西 か ら ）

W- 5 区 SK1 240土壊 W- 5 区 SK1241土壊 W- 5 区 SK1242土填

図版 2



W- 5 区全景 （北西 か ら ） W- 6 区 SD692溝跡 （北東か ら ）

W- 6 区 SD692溝跡 （南西 か ら ） W - 6 区北全景 （南 か ら ）

W- 6 区 SK1251土凛 W- 6 区 SK1251土凛

W- 6 区 SK1252土塙 W- 6 区 SK1253土壊

W- 6 区 SK1253土塘 W- 7 区全景 （南か ら ）

図版 3
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W- 7 区 SK1255土凛 W- 7 区 SK1255土壕

X - 3 区 SD1300溝跡 （北東 か ら ） X - 3 区 SD684 · 1300 · 1307溝跡 （ 北 か ら ）

X - 3 · 4 区全景 （ 東 か ら ） X - 3 · 4 区 S81335 · 1340廷物跡

X - 3 · 4 区 SA1346塀跡、 SB1339 ・ 1341-1343廷物跡 （西から） X - 3 区 S81335建物跡南西隅柱穴

X - 4 区全景 （西か ら ） X - 5 区 SD1225 · 1226溝跡 （北か ら ）

図版 4



X - 8 区 SK1261土凛 X - 8 区 SK1271土壌

X - 8 区 SK1271 土壊 X - 8 区 SK1266土壌

X - 8 区 SK1 267土壊 X - 8 区 SK1268土壊

X - 8 区 SK1269土壌 X - 8 区 SK1269土墳

図版 5 51 



Y 区 ① ト レ ンチ SK1361 ・ 1363土壊 （東か ら ） Y 区 ① ト レ ン チ SK1361土頃

煕 ↓

Y 区 4 ト レ ン チ （ 南 か ら ） Y 区 4 ト レ ン チ SK1353土堀

Y 区 4 ト レ ン チ SK1353土塙 Y 区 4 ト レ ン チ SD696 · 697 · 1371溝踪 （北西 か ら ）
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Y 区 5 · 6 ト レ ン チ （北東か ら ） Y 区 5 · 6 ト レ ンチ S0692 · 696溝跡 （南東 か ら ）

Y 区 5 · 6 ト レ ン チ SK1349土壊 Y 区 5 · 6 ト レ ン チ SK1348土壊

Y 区 5 · 6 ト レ ンチ S0696溝跡、 SK1350土墳 Y 区 8 ト レ ン チ SD692溝跡 （ 南 か ら ）

A - 1 区北 SK291土壌 （ 西 か ら ） A - 1 区北 SK291 土堀近接
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l : 21 - 5 C挿,�,番サー挿図内番号） 2 : 21 - l 3 : 21 - 2 4 : 21 - 6 5 : 21 - 4 G : 21 - 9 7 : 2」 - , s : 21 - s 
9 : 23- l 10: 2 3 - 4 11 : 23- 2 12 : 23- 3 13 : 23- 5 14 : 23- 6 15 : 23- 7 16 : 23- 8 (縮J{ l -15 : 1/3、 16 : 1/5) 

54 図 版 8



?-

3
 

鉄剣X 線写真

J : 24- J Cl•PI忌1番号一 J.Trl刈 内番サ） 2 : 切ー 2 3 : 25- I (縮尺 1 - 3 : 1/3) 

． ' " 
A- 1 区 SK34土塙 鉄剣出土状況 （ 西 か ら ）

図版 9
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調 査 要 項

遺 跡 名 ： 館の内遺跡 （た て の う ち い せ き ）

宮城県遺跡地名表登載番号 ： 14009、 遺跡記号 ： TU 

所 在 地 ： 宮城県亘理郡山元町大平字館の内

調査原因 ： 農村整備事業 （畑地造成）

調査主体 ： 宮城県教育委員会

調査担当 ： 宮城県教育庁文化財保護課 須田良平、 吉野武、 引地弘行

山元町教育委員会 中鉢琢也

調査期間 ： 2001年 （平成13年） 6 月 11 日 -27 日

調査対象面積 ： 3.150rrl 

調査面積 ： 1.080面

調査協力 ： 山元町教育委貝会、 東北農政局山元農地整備事業所
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I 遺 跡 の 概 要

亘理郡山元町は宮城県の南東端に位樅 し 、 東側は太平洋、 西側は福島県か ら 延 びる 阿武隈山地の支

脈 に よ っ て 画 さ れて い る 。 阿武隈山地は宮城県に入 る と 二つ に 枝分かれ し 、 東側の支脈は海岸線に

沿って北上 し 、 北端が阿武隈川 と接する 。 こ の支脈は標高200-300m の丘陵で、 その縁辺には小河川

に よ っ て開折さ れた小丘陵や海岸段丘が分布 し て い る 。 海岸線と 小丘陵の間 には沖積地が広がってお

り 、 現在は水田 と して利用 さ れて い る 。

館の内遺跡は、 亘理郡山元町大平字館の内に所在する 。 本迫跡は山元町役場か ら北西に約3km 離 れ

た大平地区 に あ る 。 阿武隈山地の縁辺に発達 し た 西 か ら 東へ と 延 びる 小丘陵の緩やかな南東斜面に立

地する 。 標高は28-35m である 。 本遺跡の周辺は一部宅地 に な っ て い る が、 大部分は水田 ・ 畑地 と し

て利用 さ れて い る 。

本遣跡周 辺 に お け る 遺跡の分布状況を み る と （第 1 回） 、 沖積平野に比べ小丘陵上 に 多 く み ら れ る 。

古墳時代の遺跡 と し て 、 本遺跡の南東約5.5km の合戦原遺跡 、 南東約8.0km の狐塚遺跡では、 大規模な

集落跡が発見 さ れて い る 。 ま た 、 味噌野横穴墓群や山崎横穴墓群な どの横穴墓群がある 。 古代に な る

と 合戦原遺跡では窯跡と 狐塚遺跡では集落跡が営 ま れて い る （岩見 ： 1991 、 窪田 ： 1995) 。 特に合戦原

遺跡の立地す る丘陵上に多 く の遺跡が営 ま れる よ う に な り 、 戸花山窯跡や北名生東窯跡、 館下窯跡は、

合戦原遺跡内に存在する窯跡群 と と も に 、 古代に お い て こ こ が須恵器の 一大生産地であ っ た こ と を物

語 っ て い る 。 ま た 、 本遺跡の北方約9.0km の地点に は亘理郡術に比定 さ れ る 三十三間堂逍跡があ る （佐

藤 ： 1988、 後藤 ： 2000) 。

II 発掘調査の成果

発掘調査の経過と方法

館の内遺跡の発掘調査は 、 東北農政局山元農地整備事業所が主体の農村整備事業 に係 る も のであ

る 。 事業は 、 現在の畑地を 盛土工法で再造成する も ので あ る 。 調査対象部分は、 遺跡南辺の南東斜面

で あ る 。 調査は迫構の分布状況 を 確 認す る た め 、 平 成13年3月 の試掘調査を経て 6 月 に確認調査を

行 っ た。 調査方法は対象地 に 7 本の ト レ ンチ を 設定 し遺構の状況 を みて適宜拡張 し 、 調査区を西から

A - G 区 と し た （第 2 図） 。

検出 し た遺構の測最 に あ た っ て は 国家座標 軸 を 基準線 と し 、 1/20ま た は1/100平面図 を作成 し た。

ま た 、 1/20断面図 を 適宜作成 し た。 写真記録は35mm モ ノ ク ロ ・ カ ラ ー リ バ ー サ ル フ ィ ル ム を 用 いて作

成 し た。

2 発見された遺構と遺物

遺構の検出は表土直下の黄褐色 シ ル ト 面で行われた。 開墾時の削平のた め全体的に残存状況は よ く
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1000 15卯

No. 遍 務 名 檜 別 ＂ 代 No 遍 鰭 t， 憧 訓 !If ft i:'/o. 遺 鱚 名 檜 開 l,t ft 
I 館の内遺跡 散.,1,嬌 ,1ilt 18 狐塚遺跡 集 柑 • 散./ti地 弥生 ・ ,1ilrt · 'f'安 35 �t!J;\這筋 散布地 ,';ft 
2 新Dlill鰭 散布地 古lit検 ・占代 19 北梶,t遺跡 舷布嶋 占Ill 36 北のは遺跡 散布逓 縄文't'- · 前 ・ 後
3 鱚の内檎穴“屏 檜大墓 ,',JJ\I吏 20 小.,,館鰭 域館 中世 37 Ill山檜遺跡 駐お蟻 縄文早 ・ 情
4 中nu箪 llな 縄文中～畷 21 II憤x&ff 損:;.:a 古れ授 38 鳳遭鰭 散枷蟻 古1ft
5 味�ff損穴S群 憤穴S �;,n1曼 22 山崎檎穴竃" 檎穴•· 散＆亀 占Ill惰 箕｝ 汲，L遍餅 散舷逓 .�-,t 
6 彰介遺鰭 散�.熾 · H塚 縄文fl · 晩 23 •l•illi ll'* 散布鳩 占1/1伎 40 ill権現遺跡 散布地 縄文?- . 前 ・ 内)JI
7 q11 11崎塚 塚 ,,, . 近世 24 6-(t遣鰭 散布遁 古代 41 111 ド鮒跡 誠飢 中 世
8 と台遍鵠 歓お嶋 弥'I. お 山寺餡鰭 城鯨 中世 42 (ill』駁遺跡 駐お蟻 縄文
9 丼r•iR讀穴冨群 蠣穴● 古濱検 公 作田IIJ餡輪 誡餡 中霞 43 鶯足鯨請 誡鮪 中置
10 北＂琺這鰊 飲船嬉 ・ 絹塚 縄文精•弥生ー室町？ 27 人山遺鰭 散お鱚 縄文侠 . ,'ift “ 介戦瞑B遺搭 製以 イ；＂！
I I  愛�:山飢駐 城飢 'ii町 お ド大沢遺跡 散布地 縄文-iia 45 介戟19.C這跡 散布地 Mt 
12 Bf句遺鰭 散お遣 ,•;in小 ・ 後 29 宮後遺趾 散布嶋 占代 46 北名生東B窯駐 窯跡 占代
13 汲生厄遭鰭 駐お鍮 縄文•I• ・ 後 30 );; 久保遭鱈 散布嶋 縄文・ 占1ft , 8ft 47 人'I'鯨鰭 誡鯖 中覧
14 合戦瓜這請 農l·Pl埴・鵞賽 A墳中・桟·�良•平安 31 蔚-r窯鰭 窯鰭 古代 48 JI吹誡鼈 誡鯖 •l•ltt 
15 孤塚,'ill'tfli Plln ,•;in債 32 中�I館鰭 城飢 中世 49 ll紅釦鯰 域館 中世
16 11,Jlli遣趾 歓心地 古1n一•j!安 33 , ;/ELl 』窯齢 窯跡 'l''!i: 50 北越塚 塚 近 世 ？
17 清水遺" 散“鍮 弥•t 31 北名生東閉鰭 窯鰭 古代 51 IW•J窯眈 窯跨 ,'ift 

第 1 図 館の内遺跡と 周辺の遺跡
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第 2 図 調査区の位置 と周辺の地形

ないが、 掘立柱建物跡 8 棟、 竪穴住居跡 5 軒、 竪穴遺構 l 基、 溝跡 6条、 土城 7 基な どが発見された。

（第 3 図） 。 追物は土師器を中心に須恵器、 製塩土器、 縄文• 弥生土器が出土 している。 それらは整理

用 コ ン テナ箱で 4 箱ある。

( 1 )  掘立柱建物跡

8 棟確認した。 D区に 5 棟が集中する。

［建物跡 1 】 （第 4 · 5 圏）

南北 2 間 、 東 西 2 間以上の建物跡をD区東側で確認した。 建物跡 2 · 3 より古い。 柱穴は 5 箇所で

検出 しており、 すべてで径13-17cm の円形の柱痕跡を 確認している。
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平面規模は、 東西が北側柱列で総長2.4m以上 、 南北が西側柱列 で総長4.9m 、 柱間寸法は北から

2.4m 、 2.5 mである。 建物の方向は西側柱列でN- 23°ーWである。 柱穴は長辺45 -5 2cmの隅丸方形を

呈し、 深 さ は北西隅柱で26cmある。 埋土は地山小プ ロ ッ クを含む暗褐色 シ ル ト である。 遺物は出土し

ていない。

【建物跡 2 】 （第4 · 5 図）

桁行 3 間 、 梁行2間の東西棟建物跡をD 区北側で確認した。 建物跡 1 より新しい。 西か ら 1 間目の

棟通りに間仕切りの柱穴がある。 柱穴は11箇所で検出しており、 10箇所で径12-17cm の円形の柱痕

跡、 9箇所で柱切取穴を確認している。

平面規模は桁行が南側柱列で総長7.7m 、 柱間寸法は西か ら 2.7m 、 2.6m 、 2.4m 、 梁行が東妻で総長

4.5m 、 柱間寸法は北か ら2.2m 、 2.3mである。 建物の方向は南側柱列でE-10°
ーNである。 柱穴は長

辺60-88cm、 短辺5 3-75cmの隅丸方形を呈し、 深 さ は南東隅柱で42cmある。 埋土は地山プ ロ ッ クを含

むしまりのある暗褐色 シ ル ト を主体としている。 柱切取穴は長軸30-66cmの楕円形を基調とし、 深 さ

は南東隅柱で30cmあり地山プロ ッ クを含む暗褐 色 シ ル ト で埋め戻 されている。

遺物は柱穴埋土 か らロ ク ロ 使用の土師器杯・甕、 須恵器甕の破片が極少罰出土している。 土師器坪

には底部に手持ち ヘラケ ズ リ が施されている も の がある。

【建物跡 3 ] (第4 · 5 図）

桁行 3 間、 梁行 2 間の東西棟建物跡をD区北側で確認した。 建物跡 1 よ り新しい。 柱穴は10箇所で

検出しており、 すべてで径15 -18cmの円形の柱痕跡、 1 箇所で柱切取穴を確認している。

平面規模は、 桁行が南側柱列で総長5.0m 、 柱間寸法は西か ら1.8m 、 1.5 m 、 1.7m 、 梁行が東妻で総

長4.6m 、 柱間寸法は北か ら 2.4m 、 2.2mである。 建物の方向は南側柱列で E-12°-Nである。 柱穴は

長辺5 5 -72cm 、 短辺50-66cmの隅丸方形を呈する。 深 さは南東隅柱で24cmある。 埋土は地山小プロ ッ

クを含むしまりのある暗褐色 シ ル ト である。 柱切取穴は長軸36cm の円形で地山プロ ッ クを含む暗褐色

シ ル ト で埋め戻さ れている

遺物は柱穴埋土か ら ロク ロ 使用の土師器杯・甕が極少罰出土している。 土師器杯には体部下端か ら

底部全面に手持ちヘラ ケ ズ リ が施されているも のがある（第10図 3 )。

【建物跡 4 】 （第4 図）

東西に 2 または3間、 南北 2 間以上の建物跡をD 区東側で確認した。 柱穴は 5 箇所検出しており、

4 箇所で径15cm前後の円形の柱痕跡を確認している。

平面規模は、 桁行が北側柱列で総長4. 5 m 以上、 柱間寸法は西か ら 2. 2m、 2. 3m 、 梁行が西側柱列で

総長3. 2m以上 、 柱間寸法は北か ら1.6m 、 1.6mである。 建物の方向は北側柱列で E-13°-N である。

柱穴は長辺46-60cm 、 短辺43-48cmの隅丸方形を呈する。 埋土は、 地山小プロ ッ クを含むしまりのあ

る暗褐色 シ ル ト である。

逍物は柱穴埋土か ら ロクロ使用の土師器甕が極少飛出土している。

【建物跡 5 】 （第4 図）

南北 2 間、 東西 2 間の建物跡をD区中央で確認 した。 住居跡 2 より新し く 、 土城 5 よ り古い。 柱穴
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第 5 図 D 区達物跡断面図

は 7 箇所検出 し て お り 、 すべてで径I3-I7cmの円形の柱痕跡を確認 し て い る 。

平面規模は 、 南北が総長3.5m 、 柱間寸法は北 か ら 1.9m 、 1.6m 、 東西が北側柱列で総長3.4m 、 柱 間

寸法は西 か ら 1.7m等間隔である 。 建物の方向は西側柱列でN- 25° —Wである 。 柱穴は長軸38-44cm

の楕円形を呈 して い る 。 埋土は 、 地山小プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト を 主体 と し て い る 。 遺物は出 土

し て い な い。

【建物跡 6 】 （第 3 図）

南北 3 間 、 東西 2 間の南北棟建物跡を E 区北側で確認 し た。 住居跡 5 よ り 古い 。 柱穴は 8 箇所検出

し て お り 、 3 箇所で径11-17cmの円形の柱痕跡を確認 し て い る 。

平面規模は 、 桁行が東側柱列で総長5.3m 、 柱間寸法は2.0m 、 1.8m 、 (1.5m)、 梁行が北妻で総長3.8m 、

柱間寸法は西から 1.8m 、 2.0mである 。 建物の方向は東側柱列でN- 30°— Wである 。 柱穴は長軸32-

62cmの方形ま たは楕円形 を 呈 し て い る 。 埋土は 、 地山小プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト を 主体 と し て い

る 。 逍物は出土 し て い ない。

【建物跡 7 ] (第 3 図）

南北 3 間、 東西 2 間以上の建物跡 を C 区北側で確認 し た。 柱穴は 6 箇所で検出 し て お り 、 すべてで

径10cm ほ どの 円形の柱痕跡 を 確 認 し て い る 。

平面規模は南北が西側柱列で総長4.5m 、 柱間寸法は北か ら 1.6m 、 1.3m 、 1.6m 、 東西が北側柱列で

総長1.7m以上である 。 建物の方向は東側柱列でN-5°- Wである 。 柱穴は長辺30-40cmの方形 を 呈 し

て い る 。 埋土は 、 地 山小 プ ロ ッ ク を 含む黒色シ ル ト を 主体 と し て い る 。 遺物は出土 し て い な い。

【建物跡 8 】 （ 第 3 図）

東西 3 問以上、 南北 2 間の 東西棟建物跡A 区 中央で確認 し た。 西から 1 間 目 の棟通 り に 間仕切 り の

柱穴がある 。 柱穴は 9 箇所で検出 し て お り 、 すべてで径10cmほ どの円形の柱痕跡 を 確認 し て い る。

平面規模は桁行が南側柱列 で総長6.8m 、 柱間寸法は西から2.3m 、 2.4m 、 2.lm 、 梁行が西妻で総長

4.6m 、 柱間寸法は北から2.2m 、 2.4mである 。 建物の方向は南側柱列でE-2°— N で あ る 。 柱穴は長軸

30cm ほ どの 円 形 ま た は楕円形を呈 し て い る 。 埋土は 、 地山小プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト を主体と し

て い る 。 遺物は出 土 し て い な い。
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(2) 竪穴住居跡

5 軒確認 し た。 住居跡 1 がA 区で確認された以外は、 D · E に集中する。 掘 り 下げを行っ た も の は

住居跡 5 のみで、 それ以外は平面確認に留めている 。

【住居跡 1 - 4 】 （第3 · 10図）

平面形は方形ま たは長方形で、 規模が判 明 し て い る も の は長軸5.5-6.5mである 。 方向は住居跡 1

が北に 対 し 東に偏 し 、 それ以外は北に対 し西に偏する 。 いずれ も検出面におけ る堆租土は炭 ・ 焼土 ・

地山小プロ ッ ク を含む黒色や暗褐色 シ ル ト を主体と し て い る 。 住居跡 1 · 2 では カ マ ドが北辺に付設

さ れ て い る 。 その う ち 前者は北辺に焼土が分布 し 、 住居跡北辺 か ら 約 l m北の調査区壁で煙道の痕跡

が確認 さ れ て い る 。 後者は 、 煙道の先端が建物跡 5 の柱穴に壊 さ れ て い る。

造物は 、 追構確認時に土師器坪 ・ 甕 、 須恵器甕が出 土 し て い る。 土師器杯 ・ 甕は ロ ク ロ使用 の も の

が主体である。 土師器杯には回転糸切 り 無調整の も の （第10図 4 ) や手持ち ヘ ラ ケ ズ リ の再調整が施

さ れ てい る も のがある。 な お 、 住居跡 1 · 2 の土師器甕に は ロ ク ロ を使用 し な い も のが 含 ま れ る （ 第

10図 5 ) 。

【住居跡 5 ] (第 6 図）

E 区北側で確認 し た。 建物跡 6 よ り 新 しい。

［平面形 ・ 規模］ 東西5.0m 、 南北5.3mで方形を呈する。

［堆積土］ 残存 し な い。

［壁］ 地 山 を 壁 と してお り 、 住居外側へやや開 き 気味に立ち上がる。 高 さ は東壁で床面から 10cmである。

［床面］ 壁際は地山プロ ッ ク を 多 く 含む 固 く し ま り の あ る 灰黄褐色 シ ル ト 質粘土の掘方埋土を 、 中央

部は地山 を 床面 と し て い る 。 ほぼ平坦である 。

［主柱穴］ 床面で 4 個確認 し た (P 1 - 4 ) 。 掘方の平面形は長軸30-60cmの楕円形を呈する 。

［周溝］ 検 出 さ れなかっ た。

［ カ マ ド］ 北辺ほぽ中央に付設 さ れ て い る 。 カ マ ド右側壁の一部が残存 し て い る の みで あ る。 カ マ ド

底面は奥壁 寄 り が若干窪み 、 中央やや焚き 口寄 り の と こ ろが赤色に硬化 し て い る。 煙道は 長 さ 1.8m 、

幅25-60cm 、 深 さ 7- 18cmの溝状で、 横断面形は 「U」 字状を呈する 。 先端にかけやや下向き に傾斜

し 、 先端部は段を持ち 浅 く な っ て い る 。

［その他の ピ ッ ト ］ 主柱 P 4 の側で確認 し た ( K l ) 。 平面形は径55cmで円形を 呈 し 、 深 さ は 17cmであ

る。 堆積土は炭 ・ 焼土 ・ 地山小プロ ッ ク を 含む黒色 シ ル ト であ る。

［方向］ 束辺でN -30
° —Wである。

［出土追物］ 主柱 P 4 よ り 、 ロ ク ロ使用の土師器売の破片が 1 点出土 したのみである。

(3) 竪穴遺構

【竪穴遺構 1 a】 （第7 · 9図）

E 区北側で確認 し た。 住居跡 5 の西辺を広げて構築 して い る 。 ま た 、 構築時には住居跡 5 の カ マ ド

が壊 さ れ、 煙道が埋め戻 さ れ て い る 。
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第 6 図 E 区 住居跡5

［平面形・規模］ 住居跡 5の西壁 を約 l m拡張してお り 、 東西6. l m 、 南北5.3mで長方形を呈する。

［壁］ 東 • 南 • 北辺は住居跡 5の壁を 通用している。 西辺を含めていずれも地山を壁としている。 壁

は住居外側へやや開き気味に立ち上がる。 高さは東壁で床面から10cmである。

［床面］ 西•南側の壁際と北辺東側は炭粒・地山小プ ロ ッ ク を含むしまり のある黒褐色 シ ル ト の掘方

埋土を 、 それ以外は住居跡 5の床を 通用している。 床面は拡張部分にかけしだいに高くな り 、 西側の

壁際では中央部よ り 10cmほど高 く なっている。

［主柱穴］ 床面で 4 個確認した (P 1 · 2· 5 · 6) 。 東側は住居跡 5の主柱を 通用している。 掘方の平

面形は長軸40-58cm の楕円形を 呈する。 P 5 · 6では径15cm前後の円形の柱痕跡 を確認している。 こ

れらは b 期においても主柱 と して使われたとみられる。

［周溝］ 北辺を 除く各辺の一部で確認した。 東辺は b 期の周溝によ り壊されている。 西辺では上幅17
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第 7 図 E 区 竪穴遺溝1a

-23 cm、 下幅10cm 、 深 さ 10cmである。 断面形は 「U」 字状を呈する。 堆積土は炭粒 ・ 焼土粒を含む黒

色 シ ル ト で 人為的に埋め戻さ れている。

［炉］ 住居中央で 1 箇所確認 し た （炉 1 )。 平面形は長さ85cm 、 幅70cmの楕円形を呈し、 この範囲が赤

色に硬化している。 中央部分が撹乱で壊さ れているため詳細は不明である。

［その他の遺構］ 床面で土城を 1 基確認した ( K 4)。 南辺中央に位置し、 規模は径88cmの円形を呈す

る。 堆積土は地山プロ ッ クを含む黒色 シ ル ト である。 なお 、 南東隅に位置するK3 は機能時期を特定

できなか っ た。

［方向］ 東辺でN - 3 0°-Wである。

［出土遺物］ 掘方埋土から ロクロ使用の土師器坪 • 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。 土師器杯には

回転糸切 り 無調整のものがある （第9 図 8 ) 。
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【竪穴遺構 1 b】 （第8 · 9図）

E 区北側で確認 し た。 竪穴追構 1 a の北辺と西辺を広げて構築している。

［平面形 ・ 規模] a 期の西壁を40cm 、 北壁を30cm拡張してお り 、 東西6.5m 、 南北5.6mで不整な長方形

を呈する。

［堆租土] 1 層は炭粒 ・ 焼土粒を含む黒色 シル ト 、 2 層は炭粒・焼土粒 ・ 地山小プ ロ ッ クを含む灰黄

褐色 シ ル ト で 人為的に埋め戻されている。

［壁］ 拡張部分以外は拡張前の壁を通用し、 いずれも地山を壁としている。 壁は住居外側へやや開き

気味に立ち上がる。 高さは東壁で床面から10cmである。 また、 西壁で床面から 7 cmである。

［床面］ 拡張部分は地山を床とし、 それ以外は a 期の床面を通用している。 床面は拡張部分にかけ し

だいに高くな り 、 西側の壁際では中央部よ り 15cmほど高くなっている。

［主柱穴] a 期の主柱 (Pl · 2 ·5 · 6) をすべて通用している。

［壁柱穴］ 壁からやや張 り 出す位置で ピ ッ ト を 2 個確認 した (P7 · 8) 。 いずれも南辺に位置する。 平

面形は長軸50-63cmの楕円形を呈 し 、 深さが P 7 で37cmである。 埋土は P 7 が炭粒 ・ 地山小プ ロ ッ ク

を含む黒色 シ ル ト 、 P8 は地山プ ロ ッ クを含む黒色 シ ル ト である。 こ の P7·8は、 位置関係から入 り

口に伴う施設と考えられる。

［周溝］ 東辺および西辺から北辺へ巡ってお り 、 北辺中央では認められない。 上幅13-28cm、 下幅10

-14cm 、 深さ5- lOcmである。 断面形は 「 U 」 字状を呈する。 堆積土は炭粒 ・焼土粒を含む黒色 シ ル ト

で人為的に埋め戻されている。

［炉］ 住居中央で 1 箇所確認 した （炉 2 ) 。 土堀状の掘 り 込み ( K 7) を人為的に埋め戻した後に使用

されている。 平面形は長さ180cm、 幅55cmの長方形を呈し、 この範囲が赤色に硬化している。 その下部

の K l2は、 平面形が長軸137cm、 短軸88cmの不整形を呈 し 、 深さ37cmである。 地山プ ロ ッ クを多 く 含む

灰黄褐色 シル ト で埋め戻され ( 2 層） 、 その上に貼 り 付けられた黄褐色の粘土が火の影響を受け赤褐色

に変化している ( 1 層 ） 。

［その他の追構］ 床面で土城を 2 基確認した ( K5·6)。 K5 が北東隅 、 K6 が南辺東寄 り に位置する。

平面形は長軸85-116cmの楕円形を呈し、 深さがK6 で26cmである。 堆積土は地山プ ロ ッ クを含む黒色

シ ル ト を主体とする。

［方向］ 東辺でN - 30°- Wである。

［出土遣物］ 床面や床面直上、 K6 から土師器杯 • 耳皿 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台杯 ・ 甕、 堆積土から土

師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 壺、 製塩土器、 弥生土器が出土している （第9図） 。 土師器の杯と甕が多

く、 いずれも ロ ク ロ 使用である。 土師器杯は、 体部が底部から内湾して立ち上がる碗形で、 そのまま

口縁部にいたるものと端部が軽く外反するものがある。 底部切離しはほと ん どが回転糸切 り で、 再調

整 （手持ち ・ 回転ヘラ ケ ズ リ ） の施されているものが主体を占める。 K6 から出土した土師器杯には、

内外面ともにヘラ ミ ガキの後に黒色処理されているものや、 体部に 「万」 の墨書が認められるもの(2)

がある。 また、 堆積土から出土 した土師器杯の底部には、 焼成前に施された 「山」 力 の刻摺が認めら

れるもの04)がある。
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No. 種 別 Jtff(( 特 徴 口径 底径 笞ぶ 残{F'¥- 写只
I l:�li苔 ・ 杯 l b . 床面 外而 ： ロ ク ロナデ、 底面： 不明一手持ちヘラケズリ 、 内1ni : ヘラ ミ ガキ→/!.\色処珂 (13.7) (6.4) 4.5 113 

2 I: 師岱 ・ H l b · K7堆�u 外面 ： ロ ク ロナデ、 底面： 不明一回転ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面 ： ヘ ラ ミ ガキーIA\色処理、 掛，り 「月」 13.9 5.0 4.4 7/8 ヽ1· 1

3 」．

．師召 ・ 杯 I b · K7堆杭_ (: 外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 底 面 ： 不明一回転ヘ ラ ケ ズ リ 、 11.J面 ： ヘラ ミ ガキー：A\色処理 13.0 �.7 4.5 7/8 ヽ1- 2

4 ± 師器 ・ 杯 l b · K7堆Ii!上 外面 ： ロ クロナデ、 底 面 ： 回転糸切り一予持ちヘラケズ,, 内面 ： ヘラ ミ ガキー黒色処捏 16.0 7.7 5. 1 ・る形 •l- 3  

5 I: 緬笞 ・ 杯 I b · K7堆H土 外面 ’ ロ ク ロナデ． 底面； l叩転糸切りー闘籍ナデ、 内面： ヘ ラ ミ ガキー焦色処理 (13.8) 5.8 5.1 1/4 

6 I潅6器 ・ 杯 I b · K7堆f,U 外�ii . ロ ク ロ ナ デ、 底而： l•l転糸切り （黒調整）、 内面 ： ヘ ラ ミ ガキーti,\色処理 14.6 6. 1 4.7 7/8 ,14 
7 上鉦荏 ． 杯 I b · K7堆ffll: 外jjjj ; ロ ク ロ ナテ、 9校面： 回転糸切り （黒潤笠）、 内面 ： ヘ ラ ミ ガキ→IA\色処理 04.2) (6.2) 4.2 1/3 

8 J: 緬召 ・ 杯 I a · 掘ガ埋j: 外面： 0 ク ロ ナ デ． 底 面 ： 回転糸切り （黒コ整）｀ 内面 ： ヘ ラ ミ ガキー焦色処用 13.9 5.2 5.3 3/4 4. 5  

9 I: 緬?.. · f:i: I b ・ 堆 1/iJ: 外I旬
· o ク ロ ナ デ、 Ii!:,面 ： 回転糸切り一手持ちヘラ ケ ズ リ ． 内面 ： ヘ ラ ミ ガキー黒色処埋 (13.61 5.6 5.0 1/2 4- 6  

I O  J: 鉦笞 · J.f. I b · Jtt積土 外00 , ロ ク ロ ナ デ、 底 面 ： l司転糸切り （熊潤整） ． 内面 ； ヘ ラ ミ ガキー謀也処理 (14.1) (5.6) 5.4 1/3 

ll 上緬器 ・ 杯 I b · 堆積土 外面 ： ロ ク ロナ乞 底面 ： 回転糸切り （黒潤笈）、 内面 ： ヘラ ミ ガキ→II. し色処環 (12.8) 6.3 4. 7 1/3 

12 :I渇酎� · 1fllll l b · K7堆積土 外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 底I面 ： 不明ーナデ、 内面 ： ヘ ラ ミ ガキー焦色処渭 6.0 4.8 2.9 完形 4. 7  

13 , J: 勧岱 ・ 翌 I b ・ 床面 外fij; 0 ク ロナデーヘフケズリ ． 内 面 ： ロ ク ロ ナデ→ナデ (25.2) 1/6 4-8 

14 上証岱 ・ 杯 l b · Jltl,H: 刻1'f 「lliJ カ 小破片 、1- 11

15 賢Jll:J:岱 I b · Jft積土 外面 ： 指オサエーナデ、 内[Iii : ナデ 1/5 4.9 

16 製tll.:l:沿 I b · J位積上 外面 ： ナデ、 Ji,�l!ii: ナデ． 内 面 ： ナ デ ？ ,, ヽ敲）t -1- 1 0  

第 9 図 竪穴遺構1a · b 出土遺物
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(4) 溝 跡（第3図）

5 条確認 し た。 すべて平面確認に留めている。 概ね東西にのびる溝（溝 1 -3) と南北にのびる溝

（溝4 ·5) があり、 溝跡3は土城 3より新 し い。 規模は上幅l.2-l.6mのもの（溝1 · 4 · 5)と0.6-1.0

mのもの（溝2· 3) がある。 検出面における堆積土は、 黒 • 黒褐色 シ ル ト を主体としている。 追物は

出土していない。

(5) 土 壊（第3 · 10図）

7 基確認 した。 掘り下 げを行っ たものは土城 6のみで、 それ以外は平面確認に留めている。平面形

は楕円形または方形を呈し、 規模は長軸0.9- l.7mのもの（土堀1 ·2· 5-7)と2.4m 前後のもの（土

城3 · 4) がある。 検出面にお ける堆積土は、 焼土 ・ 炭粒 ・ 地山プロ ッ ク を含む黒色 • 黒褐色 シ ル ト を

主体と している。 遺物は後述するもの以外は、 土城 2 で ロ ク ロ 使用の土師器杯、 須恵器甕が出土 して

いる。

【土墳 6 】 （第10図）

F 区中央で確認した。 平面形は長軸l. l m 、 短軸0.9mの楕円形を呈 し 、 深さが20cmである。 断面形は

皿状で、 底面はほぽ平坦である。 堆和土は焼土 · 炭・地山粒を含む暗褐色粘土質 シ ルトで、 人為的に

ヽ

凡 口
N 

29. 9m 
....j 
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ロニ:
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• ・ ・・ 一 ／ 
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6 

No. 械 別 出士遺情·屑位 特 Ill 1::Jll 底径 苔;llj 残1か朽 写只

I J: 輝笞 ・ 杯 土壌 6 . .I: 面 外面： 指オサエ→ ヨ コ ナ デ、 底面 ： 不明-1'-»ち ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面 ： ナデ、 焼成後外面赤彩 (18.0) (9.6} 5.0 1/3 4-12 

2 土緬笞 ・ 杯 土塙 6 . J: 面 外面 指オサエー ヨ コ ナ デ． 底面 ： 不剛→手持ちヘラケズリ 、 内面 ： ナデ (15.0) 7.4 48 J/2 4- 13 

3 土緬笞 ・ 杯 俎物跡 3 . 埋土 外l6i : ロ ク ロ ナ デ、 底面 ： 不明一手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面 ： ヘラ ミ ガキー凩色処理 6.3 1/3 

4 土鍼器 ・ 杯 化討駐 4 ·還構霞g面 内外iJii : ロ ク ロ ナ デ、 底面. !ill転糸切り （黒鋼整） (14.0) (6.4) 4.1 1/5 

5 士緬器 ・ 甕 l紐菖2·這構譴＆面 外面 ： ョ コナデーハケメ 、 内面 ： ヨ コナデ→ナデ Cl6.4) （ロ)l/4

6 須患岱 • I{, 及抹 内外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 底面 · 回転糸切り一回転ヘ ラ ケ ズ リ (14.4} 7 .1 3.8 215 

第10図 F区土凛 6 お よ び出土遺物 、 そ の他の出土遺物
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埋め戻 さ れ て い る 。

遺物は 、 堆秘土から ロ ク ロ を使用 し な い土師器杯、 ロ ク ロ使用の土師器杯 ・ 甕が出土 し て い る 。 図

化 し た土師器杯 （第10図 1 · 2 ) は 、 製作に ロ ク ロ を使用せず、 平底で底部か ら 口縁部にかけて内湾

気味に立ち上がる 。 外面は口縁部が横ナデ調整、 体部が指 に よ る オ サ エ、 内面はナ デ調整が施 さ れて

い る 。 第10図1 は外面が赤彩 さ れて い る。

(6) その他の出土遺物 （第10固）

その他表土 な どか ら 土師器、 須恵器、 縄文土器が出 土 し て い る 。 土師器はいずれ も ロ ク ロ 使 用 で、

杯には回転糸 切 り 無調整や手持ち ヘ ラ ケ ズ リ の再調整が施 さ れて い る も のがある 。 須恵器には杯 （ 第

10図 6 ) と甕がある 。

皿 考 察

1 • 遺物 に つ い て

出土逍物 に は縄文 • 弥生土器、 土師器、 須恵器、 製塩土器があ り 、 土師器坪 と 甕が圧倒的に多い。

縄文 • 弥生土器は不明な も のが多いが、 弥生土器には十三塚式 （伊東 ： 1957) と み ら れ る も のがある。

土師器に は 、 製作に際 し ロ ク ロ を 使用 し て い な い も の と 使用 し て い る も のがあ り 、 後者が大部分 を 占

め る 。 前者は破片資料であ り 時期 を 特定す る こ と がで き な い 。 後者は製作に際 し ロ ク ロ を使用 し て い

る こ と か ら 、 東北地方南部や宮城県にお け る 土師器編年か ら みて表杉の入式 （氏家 ： 1957、 加藤： 1989) 

に比定 さ れ る 。 ま た 、 須恵器は小破片のため時期が不明である 。

と こ ろ で、 竪穴遺構 1 か ら は多 く の土器が出土 し て お り 、 土師器杯 • 耳皿 ・ 甕 ・ 甑、 須恵器杯 • 高

台坪 ・ 甕 ・ 壺、 製塩土器があ る （第 9 回） 。 こ こ では特徴を と ら えやすい土師器杯について検討 を して

み た い。 杯 は 、 ロ ク ロ を 使用 し体部が底部か ら 内湾気味に立ち上がる器形で、 そ の ま ま 口縁部に い た

る も の と 端部が軽 く 外反す る も のが あ る 。 口径が12.8-16.0cmの中型品で、 口径に対す る 底径の比が

0.42前後に集中 し て い る 。 底部の切離 し は ほ と ん どが回転糸切 り で、 切離 し後に手持 ち ・ 回転ヘ ラ ケ ズ

リ が施 さ れ る も のが主体を 占 め る 。 内面はヘ ラ ミ ガキの後に黒色処理が施 さ れて い る 。 こ の よ う な特

徴 を も つ土師器杯は 、 蔵王町東山遺跡土器溜出土土器 （真山 ： 1981) 、 山元町狐塚迫跡第 5 · 6 号住居

跡出土土器 （窪田 ： 1995) に類例があ り 、 9 世紀中葉に位置付 け ら れて い る 。 し た が っ て 、 竪穴遣構

1 の土師器坪も 同 じ頃の も の と み ら れる 。 な お 、 製塩土器は二次加熱に よ り 赤褐色を呈 し 、 内外面 と

も に剥 落 し て い る 。 成形は幅 1cm ほ どの粘土紐の輪積み に よ る も のである 。 器形は口縁部がほぼ直立

し 、 端部が平坦に な る も のがある 。

2 . 遺構に つ い て

今回の調査で発見 した遺構は 、 掘立柱建物跡 8 棟、 竪穴住居跡 5 軒、 竪穴遣構 1 基、 溝跡 6 条、 土

城 7 基 な どで あ る 。 こ れ ら は調査区北側やや東寄 り の比較的平坦な場所 に 集 中 す る 傾 向 に あ る 。
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(1) 掘立柱建物跡

8 棟を検出 し た。 規模は桁行 2 - 3 間程度、 床面積35面 以下の小規模 な も のが多い。 建物の方向に

祐 目 し て ま と め る と 以下の よ う に な る 。

①建物跡 2 - 4 は 、 調査区やや東寄 り で確 認 し た。 方 向 は東に対 し北に 10-13
° 振れる 。 柱穴は隅

丸方形を呈する。

②建物跡 1 · 5 は 、 調査区やや東寄 り ①の南側で確認 し た。 方 向 は 東 に 対 し 北 に17-18
°振れる 。 柱

穴は隅丸方形 ま たは楕円形を呈する。

③ こ の 他、 建物跡 6 - 8 があ る が方向に統一性がない。 建物跡 6 は 、 調査区東寄 り で① • ②の東側

で確認 し た。 方向は東に対し北に25
゜ 振れる 。 柱穴は隅丸方形 ま た は楕円形を呈する 。 建物跡 7 は 、

調査区やや西寄 り ① • ②の西側で確認 し た。 方向は東に対 し北に 70 振れる 。 柱穴は方形を呈する。

建物跡 8 は、 調査区西寄 り ① ・ ② か ら 離れた場所で確認 し た。 方向は東に対 し北に 20振れる 。 柱穴

は 円 形 ま た は楕円形を呈する 。

①の建物は 、 2 時期以上の変遷がある 。 建物跡 2 と 3 は ほ ぼ同位置に あ る 。 こ れ ら は柱穴間の切 り

合いがな く 、 新旧関係が不明である 。 柱切取穴に注 目 す る と建物跡 2 と 3 は 2 → 3 への建て替え と み

ら れ る 。 建物跡 4 は 、 建物跡 2 ま た は 3 と 建物の方向が一致 し 、 いずれかに伴 う 建物 と 考え ら れ る 。

ま た 、 ②の建物は、 両者が柱筋 を揃え る こ と か ら 同時に存在 し た も の と 考 え ら れ る 。

建物跡 1 は 、 重複関係から建物跡 2 · 3 よ り 古い。 よ っ て 、 ②→①の変遷が と ら え ら れ る 。

年代は②か ら ロ ク ロ使用 の土師器が出 土 し、 周 辺 か ら 出 土す る 遺物 も 考慮す る と 9 世紀代 と み ら れ

る 。 ①の う ち 、 建物跡 5 は ロ ク ロ 使用 の土師器が出土 した住居 2 よ り 新 し い。 ①は 、 周辺の遺物をみ

る と 9 世紀代であ り その頃の も の と 考 え ら れる 。 ③の う ち 、 建物跡 6 は 9 世紀中葉頃の住居跡 5 よ り

古い。 建物跡 7 は年代が特定で き な いが周辺か ら 出土 す る 遺物の年代観 に よ り 、 上記の建物跡 と 同 じ

頃の も の と 考 え ら れ る 。 建物跡 8 は周辺からの出土遺物 も な く 、 年代を特定す る こ と がで き な い。

(2) そ の他の遺構の年代

掘立柱建物跡以外の遺構の年代は 、 出土遺物 か ら 竪穴住居跡が い ず れ も 平安時代である 。 そ の 中

で、 住居跡 5 と それを拡張 し た 竪穴遺構 l a · b は 9 世紀中葉頃 と み ら れ る。 溝跡 ・ 土城で年代が分か

る も のは土城 6 のみ で 9 世紀 頃 と 考 え ら れる 。

w ま と め

館の内迫跡は古代の遺跡 と し て登録されていたが、 こ れ ま で発掘調査が行な われ た こ と がな く 実態

は 明 ら かで は な か っ た 。 今回の調査で9 世紀頃の掘立柱建物跡、 竪穴住居跡、 竪穴遺構、 溝跡、 土城

な どが検出 さ れた こ と に よ っ て 、 その一端が明 ら かに な っ た。

住居跡 5 を拡張 し た竪穴遺構 1 a · b で は、 年代が 9 世紀中葉である こ と 、 拡張が行われて住居の機
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能が工房へ と変化したこ となどが とらえられた。

掘立柱建物跡には 、 ①の建物に顕著なよ う に柱穴の形状や配置 、 建物同士の方向や柱筋が揃 う など

規格 ・ 計画性を窺えるものがある。 こ う した建物は官術やその周辺において見受けられるものだが、

今回の調査が迫跡南端の一部 に す ぎず、 こ うした建物群の性格や変遷な どの詳細は不明とせざるをえ

ない。 建物や住居、 工房などで構成された逍跡全体の性格や変遷 と合わせて 、 今後の調査成果に期待

したい。
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（南西から）

D 区建物跡
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D 区建物跡
（北か ら）
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D 区 建物跡2 柱穴断面 (S1E1)  建物跡3 (S1E1) 、

D 区 建物跡2-(S1E2) 、 1 (N1W1) 柱穴断面
.� —· 

F 区 土壊 6 土器出土状況

E 区 住居跡 5 (南か ら ）
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一本柳遺跡 ・ 小沼遺跡
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ロ 査 要 項

遺 跡 名 ： 一本柳遺跡 （ い っ ぽん や な ぎ いせ き ）

（宮城県遺跡地名表登載番号 ： 39044、 遺跡記号 I Z )  

小 沼 造跡 （ こ ぬ ま い せ き ）

（宮城県迫跡地名表登載番号 ： 39033、 遺跡記号 T N )

所 在 地 ： 宮城県遠田郡小牛田町一本柳 • 小沼 他

調査原因 ： 県営ほ場整備事業 ［出来川右岸地区 （担い手育成） 基盤整備事業］

調査主体 ： 宮城県教育委員会

調査担当 ： 宮城県教育庁文化財保護課

天野順陽 、 千葉直樹

調査期 間 ： 2001年 （平成13年） 10月29 日 -11月9日

調査対象面積 ： 374rri (VI区 210rri 、 VII 区 164rri)

調査面栢 ： 350面 ( VI 区 210rrl、 vn 区 140rri)

調査協力 ： 小牛田町教育委員会 、 宮城県古川産業振興事務所、 小牛田町土地改良区
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第 I 章 は じ め に

遺跡の位置 と 環境

一本柳遺跡は、 遠 田 郡小牛田町一本柳 • 新一本柳 · 塩釜に、 小沼遺跡は同 町小沼 ・ 勘堂 ・ ニ ッ 壇に

所在する。 こ れらの追跡は、 小牛田町役場の南東約 3 km離れた不動堂地区にあり、 南郷町 と挽を接し

ている。 地形的には 、 江合川 ・ 嗚瀬川が形成した大崎低地東縁部にあ っ て 、 嗚瀬川左岸に形成された

自然堤防上に立地する （ 第 1 圏）。 一本柳遺跡 ・小沼遺跡周辺の丘陵や 自 然堤防上には 、 縄文時代早期

から中世までの集落跡や古墳 • 館跡など多数の追跡が周知されており、 古くから こ の地域が 人 々 に

よっ て盛んに利用されて き た こ とがう かがわれる。 なお詳細は、 山 田・伊藤(1998) を参照されたい。

一本柳遺跡は、 奈良 • 平安時代、 中世、 近世にいたる東西 1 km X 南北0.3kmにおよぶ迫跡である。 平

成 7 -11年 に建設省 （現国土交通省） 東北地方建設局による鳴瀬川の堤防改修 と中流堰建設計画に伴

う 発掘調査が行わ れ、 奈良 •平安時代には掘立柱建物群が規則的に配個されており、 官術的集落であっ

た可能性が高い こ とがわか っ た。 ま た、 中世では道路跡や掘立柱建物跡 • 井戸跡 ・ 溝跡が検出され、

No. 迅 跡 名 桟 �IJ
1 -*和遺 集紺

2 小沼遺跡 集裕

（狐山遺跡を含む）
3 咬Yf::'i• 古IJ'l 円m
4 咬普寺負l跡 城飢
5 Jl!i館跡 城飢
6 鶴頭Ill阻n 古m
7 濠1 !1遺跡 散布地
8 小町）t-iff跡 散布地
9 化粧坂il!粉 散布地

時 代 No. 遺 跡 名
奈良•平安、 中世、 10 志打堂城跡
近世 II 京銭塚古111
古代 ・ 中世 12 糠塚遺跡

13 糠塚古J)l
古IJI 14 Jl穀塚古れ
中 世 15 索1L1 J'l塚
中 lit ・ 近lit 16 保土塚古Ill
古lJ't 17 後藤神社古Jtl
縄文晩期 、 占代 is n谷森檜穴墓群
古代 19 彫炊七城跡
古代 20 峠谷森古111

種 別
城館
前方後fLJ/J't
散布地
円Jl'I
円)Jl
＂塚
Pltlt 
I' ll/I 
憤穴g
城釦
f'Jl/1 

時 代
中世
古in中期
占ft
古1J't後期
奈良
縄文1,t悶
古lfl'I'期
古IJ't中期
古in後期
中 世
内lft• I"•期

No. 遺 跡 名
21 船人氾翔
22 II. 芯古lJ'l群
23 駒米遺粉

飢 東谷地占in
お 坪iB遺跡
26 坪沼古IJt
27 彫屯迫跡

第 1 図 一本柳遺跡 · 小沼遺跡の位置 と周辺の遺跡

桟 別 時 代
散布地 縄文後期
l'll{t 古JJ't後期
集裕 縄文、 9り1ft中 ・ 後

割． 会良 ・ ·J'安．

, ,, 世、 近世
J•JlJ'l 古,n後期
散布地 占代
円n ,• ,in 
散布池． 古1ft 縄文前 · •I・ ・ 後期

占IJ'I、 占代
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溝で区両された屋敷地が12以上確認された。 （山田 • 伊藤 ： 1998)。

小沼追跡は一本柳迫跡北側の自然堤防 lこに位置する。 こ れ ま で、 上師器 ・ 守磁 • 白磁等が表土採集

され、 古代 ・ 中世の散布 地 と して周知されていたが （小牛田町史編甜委貝会：1970) 、 平成] J年度、 12

年度の発掘調査の結果 、 古代・ 中世の土城、 井戸跡、 溝跡が検出され、 上師 器 • 須恵器が出上 してい

る こ と から 、 古代 ・ 中 lltの集落跡で あ る こ とが明らかと なった（茂木 ： 2000、 引 地 ： 2001) 。

2 調査に至る経過と 調査方法

平 成 8 年に股政部から一本柳 • 小沼地区の事業計l削か示された。 対象地の大部分は両追跡の間に広

がる水田部分で、 当時は追跡の範囲に含まれていなかった。 しかし 、 平 成 7 年から行った 4ゞ柳遺跡

の調査で、 辿跡の範囲が北に広がるのは確実とみられたため、 平成10年に水田祁分の試掘調査を行っ

た結果、 一本柳追跡の範囲が北側に拡大する こ と が 確認された。 これを受け、 調査は両迫跡間の水田

部分も調査対象に含めて平成11年か ら継線して行われた。 今同はその第 3 次調査 （最終年次） で、 現

町逍下に埋設され る 排水管部分を対象に調査を行った。 調査IKの名称は発掘調究を行った1順にV1 区

（小沼辿跡） 、 Vlf区(-本柳辿跡） と した （第 2 図）。 小沼辿跡では古代・中枇の掘立柱建物跡、 上檄、

溝跡、 柱穴が検出された。 ま た、 -本柳遺跡では古代の畦畔 と 溝跡が検出された。

検出された辿構は、 V1 区 は 1120の縮尺で実測図を作成し 、 VII Iえは1/100の縮尺で平板測祉を行った。

ま た、 断面図は1/20の縮尺で適宜作成した。 記録写真は35mm のモ ノ ク ロ ・ リ パーサルフ ィ ルムをm ぃ

て作成した。

Y =22500 Y =22750 Y =23000 

第 2 図 調査区の位置



第 II 章 発掘調査の成果

基本層序

小沼遺跡の基本陪序は 、 I 恩が暗褐色の表土 ・ 耕作土、 II 層 は暗褐色土で 、 下 面 に 灰 白 色 火 山 灰

(10世紀前半） の プ ロ ッ ク が部分的にみ ら れ る 。 m a 層 は II 層か ら 皿 b 層への漸移陪 、 m b 附 は に ぶ

い黄色土、 W 層 は黄褐色土、 V 層 は 暗灰黄色土で、 VI 陪 は灰色砂であ る （第 3 図） 。 遣構確認面は m a

屑 である 。 II 層がおよ そ 中世、 ffi a · ffi b 陪が古代 と 考 え ら れ る 。

一本柳遺跡では調査区内 に 旧耕作土 と 古代の水田が広が り 、 良好な基本層序は確認で き な か っ た。

しか し 、 南 の A - 2 区の層序 を参考にする と 、 湿地性の堆和恩 である こ と がわかる 。 ま た A - 2 区

と 西 のB - 1 区では約25cm の比高があ る こ と か ら 、 一本柳逍跡が嗚瀬川左岸 の 自 然堤防から低地への

落ち際にあ る こ と がわかる。

2 発見された遺構と遺物

( 1)  小沼遺跡 ( VI 区） （第 4 図）

掘立柱建物跡 2 棟 (SB60、 SB61) 、 土 堀 7 基 (SK50-56) 、 溝跡 3 条 (SD57-59) 、 柱 穴 (Pit. 3 

他） が検出 さ れた。 出土遺物では非 ロ ク ロ調整の土師器 と 須恵器が少数あ る 。 以下お も な も の につい

て説明する 。

[S860 掘立柱建物跡］ 全体の規模は不明で あ る が、 北束方向に 3 問以上 、 南東方向に 2 間以上

と 考 え ら れ る 。 方向は北側柱列で N - 43
°

- E で、 柱間寸法は 1.8mである 。 柱 穴の平面形は方形で、

長軸約44cm、 短軸約34cm、 深 さ 約30cm、 柱穴埋土は m b n; を 主体 と す る にぶい黄色土で あ る 。 遺物は

出 土 し て い な い。

9.00m,-

V 

\� 戸汀 "¾..'t-rrl/V
8. 00m ... 

〈A - 2 区〉 〈 B - 1 区〉 〈V]区〉

一本柳遺踪 小沼遺跡

一本柳遺踪
li'4 I: !!! 
I II音褐 (7.5YR3/4)
0 にぷい褐 (7.SYR5/3)

黒褐 (7.5YR2/2)
にぶい褐 17.5YR5/4)
灰El 00\'lWI} 

11 オ リ ープ灰 (5GY6/ll
11 オ リ ープ灰(5GY4/I)

小沼遺跡
· t 色

[ JI(黄 (IOY R4/2-5r2) 
� 褐 (3/4)

ma 昭褐 (3/41 ーにぷい貿 (2.5Y6/31
Wb にぷい黄 (2.SYG/3)

貨褐 (2.SYS/3)
昭灰貨 (2.5Y5/2)�, 灰 OOY4/ll

第 3 図 基本層序

I : 竹 紺 �
粘竹シ ル ト ;a ・ I.II作I:
枯nシ ル ト
帖 灯 シ ル ト
帖 灯 シ ル ト 像化銭を含む

シ ル ト 灰白色火Iii灰
枯 t
帖 K

·I: 住 偏 ど
シル ト � l: · IJt作 I:
シ ル ト l'mlに灰,·,e-x.oぽプロッ クが閲分的にみ られる
シル ト
シ ル ト
シ ル ト
シ ル ト 隊化鉄を 含む

砂
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[SB61 掘立柱建物跡］ 全体の規模は不明であるが、 南北方向に 2 間以上 、 東西方向 に 1 間以上

と 考 え られる。 方 向 は東側柱列でN-14°
-Eで、 柱 閥 寸 法 は北側柱列 で1.8m、 東側柱列で北から

4.lm、 4.2mである と考えられる。 柱穴の平面形は楕円形で、 長軸約26cm 、 短軸約22c m、 深さ約10cm、

柱穴埋土は Il 層主体の暗褐色土である。 追物は出土 し て い な い。

[SKSO 土壊］ 平面形はやや不整な楕円形である。 長軸84cm、 短軸78c m、 深さ18c m で、 断面形は

皿状である。 埋土 はにぶい黄色土 を主体 とし、 人為的に埋め戻されている。 造物は非ロクロ調整の土

師器甕の小破片が出土している。
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攣
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iよ�: 1 1�部 ヨ コ ナ デ 団［ザ 1•1 '. ョ コ 丑.I {I悶：門芯l
11!

1�i丁和門
第 4 図 小沼遺跡 ( VI区） 遺構平面図 ・ 断面図 ・ 出土遺物
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[SK51 土壊］ 平面形は楕円形である。 長軸1.2m以上、 短軸l.Om以上、 深さは58c m で、 断面形は

皿状である。 埋土 は黒褐色 土を主体とし、 人為的に埋め戻されて い る 。 追物は須恵器甕の小破片が出

土 している （図版 1-4 ) 。

[SD57 溝跡］ 東西方向の溝跡である。 上幅約1.2m 、 下幅40-60c m、 深さ52cm で、 断面形はU字

形である 。 堆栢土 は黒褐色土 を主体 と す る 自 然堆栢で、 3 陪に細分される。 追物は出土し て い な い。

[SD58 溝跡］ 東西方向の溝跡である。 上幅約 1.2m、 下幅30-40cm、 深さ53cm で、 断面形は上部

が開くU字形であ る 。 黒褐 色 土を主体とす る 自 然堆積で、 4 層 に細分される。 遣物は出土し ていな

い。

[Pit. 3 柱穴］ 平面形は方形で 、 長軸約48cm、 短軸約42cm、 深さ約45cm である。 埋土は11I 荊 由

来のにぶい黄色土 を主体とする。 遺物は、 非ロ クロ調整の土師器甕が出土している。 頸部に段がなく

長胴形である ことから 、 8 世紀代と考えられる（回版 1-1 ) 。

(2) 一本柳遺跡 ( VD 区） （ 第 5 図）

古代の畦畔 1 条 [SF62] とそれに伴 う 溝跡 1 条 [SD63] を検出した。 追物は出土し て い ない。

[SF62 畦畔］ 残存して いる畦畔の高まりは上幅6.0m、 基底幅6.8mで 、 高さは10cm -20cm であ

る 。 畦畔は地山の褐灰色土を主体とする土 を盛り上げて造られている。 こ の畦畔の東西は水田耕作土

と 考 え られるが、 明確な耕作土 や小畦畔は検出されなかった。

Y =22820 

X = ー 1 63760 - I Y =22840 
Y =22860 

SD63 I 

X = - 163770- I 
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／
]
-
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 lQm 

w 
9.00m → S1'62 S1l63 批乱 SF62 E

」

8
 

8
 

智

迅I鼻名 1(1 I: 色 I: 件 績 月
l 船褐色 t lOYR;! 3) シル ト
2 !.I. し褐色 IIOYR2 2> 枯竹 シ ル ト "�� の灰l'I色火IL成を巻 き 込んでいる
3 !).\褐色 OOYR3 2) 枯11 シ ル ト "りの灰l'I色火Ill灰がプロ ッ ク 状に人る

SD63 � llil'I 色 <IOYR8 ll シ ル ト I火f'Iも火th灰
5 褐灰色 CIOYR5 ll 枯ft シ ル ト 灰Li位火111灰粒を含む
6 l;il大貨 (2..5Y5 2l 枯ftシ ル ト 丸I褐色粘竹シルトが附状に薄く人る
7 褐灰色 < IOYR5 ll t'; 'l'I シ ル ト

SF62 8 !!.\褐色ーにぷい 貨(!! IIOYR3 2-2.SY6,3) 枯ft シ ル ト 炭柁を少し含む (AZ))

第 5 図 一本柳遺跡 (VII区） 遺構平面図 ・ 断面図
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(8063 溝跡］ 上幅3.5m、 下幅I.Om 、 深さ48cm で、 断面形は皿状である。 溝跡は畦畔のほぽ中央

を通り、 畦畔 と溝跡の方向はE-36°-Nである。 溝跡の堆積土 は黒褐色 土 を主体 とする自 然堆積で 、

7 層に細分される。 4 層が灰白色 火山灰であるこ とから、 この溝跡 と畦畔は10世紀前半より古い と 考

えられる。

第 III 章 ま と め

今回の調査では、 小沼遺跡で掘立柱建物跡、 土堀、 溝跡、 柱穴が検出された。 これらの逍構は、 埋

土などの特徴から古代のもの (SK50、 SB60) と中世のもの(SK51、 SB61 ) にわけられる。 なお、 溝

跡については時期不明である。 これらは調査区北側に古代の遣構、 調査区南側に中世の逍構が認めら

れる傾向がある。 昨年の調査で小沼遺跡西部に古代 ・ 中世の集落が展開すること がわかっているが、

今回迫跡中央部まで範囲が拡大する こ と が明らかと なった。 また、 集落の範囲は検出状況からさらに

東に延びる と 予想される。

一本柳遺跡では畦畔 とそれに伴う 溝跡が発見された。 この畦畔と 溝跡は溝跡が灰白色 火山灰に覆わ

れているこ とから、 古代 Clo世紀前半以前） である と 考 えられる。 古代の畦畔は平成11年度調査A-

2区、 B - 3 · C-l区、 平成12年度調査 I-4 · 5 区においても検出され、 一本柳追跡 と 小沼遺跡

の間にある低地に、 古代の水田跡が広がっているこ とがわかっており、 今回の発掘調査においてもそ

の一部を確認する こ と が で き た。

引用 ・ 参考文献

小牛田町史編媒委員会 (1970) : 『小牛田町史 上巻」

加藤道男 (1989) : 「宮城県における土師器研究の現状」 「考古学論叢J II 芹沢長介先生還暦記念論文集刊行会

山田晃弘 • 伊藤 裕 0998) : r一本柳迫跡 I 」 宮城県文化財調査報告害第178集

茂木好光 (2000) : 「一本柳遺跡 ・ 小沼遺跡」 『名生館逍跡他J 宮城県文化財調査報告魯第183集

引地弘行 (2001) : 「一本柳遺跡 ・ 小沼遺跡」 「名生館遺跡他j 宮城県文化財調査報告租第187集

88 



\I[ 区全景 （ 南 か ら ）

SK51 士壊断面 （西か ら） S057 溝跡断面 （東か ら ）

～プ―-← - �  9- 3
 

4
 

J • PiL3 2 · 3  . SK50 4 . SK5J 5 . j町構外
出土遺物 （縮尺 ： 1/3) 

図版 1 小 沼 遺 跡
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冊区全景 （ 東 か ら ）

SF62 畦畔 · SD63 溝跡検出状況 （南西から） SF62 畦畔 · SD63 溝踪断面 （ 南 か ら ）

図 版 2 一 本 柳 遺 跡
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周
_-＝
ロ 査 要 項

遺 跡 名 ： 刈敷館跡 （か り し き たてあ と ）

宮城県遺跡地名表登載番号 ： 49019 遺跡記号 ： T J  

所 在 地 ： 栗原郡志波姫町刈敷三丁 目 地 内

調査原因 ： 県営ほ場整備事業 （志波姫町中沖地区 （担い手〕 4 エ区区画整理事業） に 伴 う 確認調査

調査主体 ： 宮城県教育委員会

調査担当 ： 宮城県教育庁文化財保護課 佐藤則之、 天野順陽 、 千葉直樹

調査期 間 ： 平成13年 (2001年） 1 1 月 19 日 -30_日

面 積 ： 調査対象面積19.350面 発掘調査面積836面

調査協力 ： 宮城県築館産業振興事務所

志波姫町教育委貝会
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第一章 は じ め に

I .  遺跡の位置と 周辺の遺跡

刈敷館跡は栗原郡志波姫町刈敷三丁目に所在する（第1 図） 。 遺跡の北部は迫川とその支流である 一

迫川によって形成された沖積地が広がり、 南部は奥羽山脈から派生する築館丘陵が東に延びている 。

また、 沖積地と丘陵の問には、 「伊豆野原」 と呼ばれる 標高20-30rnの緩やかに東に傾斜する 段丘が発

達 し ており、 本遺跡はこの段丘の北側の一迫川右岸に形成された自然堤防上に立地する 。

周辺の遺跡を概観する 。 まず館跡は、 本遺跡南方1.5km の段丘に鶴の丸館遣跡（手塚 ： 1981)、 宇南

遺跡（遊佐： 1980) 、 日良館跡、 また、 迫川を挟み北方約2kmの丘陵には金成町上館跡、 下館館跡が

位置する 。

古代の遺跡は、
一迫川を 挟み本追跡の西方約1.5kmに神護景雲元年 (767年） に設置された古代城柵

である 伊治城が位置する （宮城県多賀城跡調査研究所：1978-1980 、 築館町教育委員会 ：1988-2000)。

また、 本遺跡南部の段丘上には御駒堂遺跡（小井川 ・ 小川： 1982)、 山の上追跡 （手塚 ： 1980)、 宇南

遺跡（遊佐 ： 1980) 、 淀遺跡（古川： 2001)、 吹付遺跡（註 1 )、 さらに東方約 5 km に糠塚遺跡 （小井

川 ・ 手塚： 1978) など奈良• 平安時代の大規模な集落が連なっている 。

II . 刈敷館跡 に つ い て

刈敷館跡について出典が確かな文献はないが、 栗原郡 史（栗原郡教育會 ：1918) には 「東西三十間、

南北三十五間、 刈敷に在り、 刈敷右馬之丞、 天文年中 (1532-1554年） の居館址たり、 …」（要約） と

記され て い る （註2)。

遺跡の現状は、 畑として利用されている東・西2 つの高まりと、 それを取り囲む一段低い水田が認

められる。 東側高まりは東西約36m 、 南北約26mの不整長方形、 西側高まりは東西約90m 、 南北96-

105mの不整形である。 水田との比高は共に約50-70cm を計る 。 また、 東側高まり周辺の水田には約

10-15m幅の細かい地割りが残っ ており堀跡を反映している ものと考えられた。 このような状態から

遺跡は東•西2つの屋敷跡と、 それを 8 の字に取り囲む堀跡で構成され、 全体の規模は東西170m前後、

南北60m前後の長方形を呈するものと推定された。

第二章 調 査 に 至 る 経過 と 調査の 目 的 ・ 方法

平成 9 年に宮城県腿政部から刈敷館跡地内における 、 ほ場整備事業の基本計画が示された。 計画で

は一段低い水田を大きく 取り囲むように道路と小排水路が敷設され、 高まり部分は公園 、
一段低い部

分は水田として利用し、 基本的に小排水路部分以外は掘削しないという ものであった。

これを受け、 平成12年に宮城県教育庁文化財保護課、 宮城県築館産業振興事務所、 志波姫町の三者

で協議した結果、 確認調査 を行い、 その結果を 基に再協議することになった。

調査は道路 ・ 小排水路部分および東 • 西の高まり、 水田部分に ト レ ン チ を25本を設定し、 遺構の有

無、 遺構面までの深さ、 そして遺跡の範囲などを 明らかにすること を 目 的 に実施し 、 堀跡、 建物跡等

を確認した（第3 図） 。
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ぬ 遺跡名 立 地 撞 �IJ 叫 代 池 遺跡名 立 地 種 別 時 代
1 刈敷館跡 g然堤防 城飢 中近世 10 刈嗽袋遺跡 g然堤防 散布地 縄文 ・ 古代
2 日良館跡 段丘 城飢 中世 I I  伊治城跡 段Ji 城柵 古IJI前 ・ 中 ・ 奈良 • 平安· •1'1仕
3 淀遺粉 段丘 集沼 旧石溢 • 奈良 • 平安 12 J:. 餡跡 丘駿 域餡 平安 . ,ャ·llt
4 吹付遺跡 段丘 集浴 な良 • 平安 13 下鉛餡跡 丘駿 城餡 中 世
5 鶴の丸飢遺跡 段丘 集 裕 • 城 館 縄文晩 • 弥生～近世 14 姉紺憤1,.41,群 丘絞 憤穴g 古lft後
6 字市遺跡 段丘 集落 • 城館 縄文前 ・ 晩 ・ 弥生一近世 15 � 凡山1→ ＝塚 丘校 塚
7 御駒堂遺跡 段丘 集枯 縄文前 ・ 弥生一近世 16 堀り,�根遺踪 E駿 散布地 縄文. ,1ift 
8 山の」

こ遺筋 段丘 集枯 縄 文 ・ 占 代 1 7  甚内兄叡這跡 丘陵 散布地 縄 文 • 古 代
9 熊谷遺跡 段 丘 集裕 縄文 • 古代 18 大仏古IJ'f群 丘陵 円l.l't 古t(t後 ・古代

第 1 図 遺跡の位置と周辺の遺榜
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な お 、 調査区お よ び堀跡の位置は 、 1/500 の工事計画 固 に 記入 し 、 その他の追構 に つ い て は適宜

1/20平面図 、 断面図を作成 し た。 ま た 、 35 ミ リ カ ラ ー リ バーサ ル ・ モ ノ ク ロ フ ィ ルム 、 デジ タ ル カ メ

ラ に よ る写真記録 も 併せて行 っ た。

第三章 発掘調査の成果

I. 基本層序

基本層序模式図は西側 高 ま り の ト レ ン チ 19 · 22、 東側高ま り の ト レ ン チ13で作成 し た （第 2 図） 。 附

序 は I 層 ： 表土 ・ 盛土 ・ 耕作土、 II 層 ： 褐色 シ ル ト を 主体 と す る 遺跡機能時に堆積し た生活層 、 m 層 ：

褐色 シ ル ト 、 W 陪 ： m - v 層の漸移層 、 V 層 ： 暗褐色粘土質 シ ル ト 、 VI層 ： 灰白色火山灰層 、 VII層 ：

黒褐色粘土、 VIlI賠 ： 暗褐色粘土質 シ ル ト 、 IX 附 ： 明黄褐色粘土質 シ ル ト であ る 。 遺構確認面は基本的

には m 層 であ る が、 比較的 新 し い遺構は 1I 層で確認で き る も の も あ る 。

こ れ を み る と 、 N - VII 層 は湿地性の堆栢層 であ り 、 VI 層が10世紀前葉に降下 した灰白色火山灰層で

あ る こ と か ら 、 お お よ そ平安時代は居住に適 さ な い湿地であ っ た こ と が伺 え る 。

こ の よ う な こ と か ら 、 刈敷館跡は中世以降、 洪水等の水の影響が少な く な っ た時期に 、 一迫川右岸

の 自 然堤防上に作ら れた遺跡 と い え る。

標高
17. 00m 

16. 50 

16.00 

15. 50 

層 土

ト レ ンチ22

--------- ト レ ン チ 19

I ;  I ""- � I 
-IX - - �  ------ ‘ヽ l V Y" I 

L - � - J  IX I 
I I 

II 

I 
50 100 150m 

色 土 性 符
I 'It ± · llf乍I: · 径土 ・ 床上
U IOYR4/6 褐色 シ ル ト 炭化物 ・ 焼土を含む。

m IOYR4/4 褐色 シ ル ト 這情確認面．
IV IOYRS/4 にぷい貨褐色 帖土釘シルト m -vへの漸移凪 湿地性堆積層。

V lOYR3/3 陪褐色 帖土itシル ト 湿地性堆積層
\II 灰白色火1 11灰
I〗 IOYR3/2 /Al褐色 帖土質シルト 湿地性J位1ft附
II IOYR3/4 昭褐色 シ ル ト
IX IOYR6/6 明黄褐色 シ ル ト

第 2 図 茎本層序
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II . 発見された遺構と遺物

今回の調査で、 ト レ ン チ12-25で 東 • 西 2 つの高ま り と 、 それを取 り 囲む よ う に堀跡が確 認 さ れ た。

西側の高 ま り では多数の柱穴 、 溝跡等が検出 さ れ、 屋敷跡 と 考え ら れた。 一方、 東側の高 ま り は V 層

ま で削平 さ れて お り 、 堀跡以外の逍構や遺物は確認 さ れ な かっ た。 こ れ ら は一部削平 を 受 け て い る も

のの 、 現地形から推定で き る 追跡の構造 と 大 き な ズ レ は な く 、 残存状況はおおむね良好 と い え る 。 ま

た 、 遺物は Il 層か ら 中世陶器、 石製品 、 金属製品 、 銭貨な ど整理用平箱 1 箱分が出土 し て い る 。

な お 、 ト レ ン チ 1 -1 1 では後世に IX 層 ま で削平後、 水田化さ れてお り 、 遺構 ·遺物は確認 されなかっ

た。 以下 、 発見された遺構 ・ 逍物について記述する 。

1 . 堀 跡

東 • 西 2 つの高 ま り を 8 の字に取 り 囲む よ う に堀跡が確認 さ れた。 堀跡は幅約15m 、 深 さ 2.0m 、 断

面形は高 ま り 側がわずかに窪 む も のの 、 お お よ そ逆台形を呈する （ ト レ ンチ20) 。 堆積土は 6 恩に大別

さ れ、 やや グ ラ イ 化 し た黒褐色粘土 ・ ス ク モ層 主体の 自 然堆積陪で あ る 。 掘 り 直 し は認め ら れ な い。

ま た 、 橋跡は確認で き な かっ た。 出土遺物 は な い。

様高
17.00m� 

N 

床土
表土 ・ 床土

揉応
.,.17. OOm s 

nv
Lし

s1m 

第 4 図 堀跡断面図

2 .  屋敷跡

① 西側屋敷跡

堀 跡 に 囲 ま れた範囲は東西約84m 、 南北約46mの長方形を呈する。

ト レ ン チ22 · 25で は多数の柱穴等が確 認 さ れ、 高 ま り 全域に建物跡

を主体と し た逍構が存 在 し て い る と 考 え ら れる。 ま た 、 柱穴の明確な

組み合わせは確認で き なか っ たが、 少な く と も 数時期の変遷が認め ら

れる こ と か ら 、 比較的長期間 、 屋敷跡 と し て 利用 さ れて い た と 推定で

き る 。

遺物は II 層 か ら 常滑産陶器甕 (14世紀ごろ） 、 在地産陶器甕 (14世紀

ごろ） 、 砥石、 石鉢、 北宋銭 （淳化元密） 、 釘 な どが出土 し て い る （第

1 表 ・ 写真図版参照） 。

0 5 m 

第 5 図 ト レ ンチ25平面図
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第 6 図 ト レンチ22平面図

② 東側屋敷跡

残存している屋敷跡の規模は東西約36m 、 南北約26mであるが、 堀跡の位置と の関係から本来は東

西約60m 、 南北約32mの長方形を呈していたものと 思われる。 また、 高まり は後世に V 層まで削平後、

盛土されているが、 当時は西側屋敷跡同様、 多数の建物跡等が存在していたと 推定される。 出土追物

はない。

第四章 ま と め

I .  遺跡の構造 に つ い て

上記の こ と から、 逍跡は東・西屋敷跡 と 、 それを取 り 囲む堀跡で構成され、 全体の規模は東西約172

m 、 南北は約55 -67mの東側がやや狭くなる長方形を呈するこ と が明らかになった （第2図） 。

西側屋敷跡は東西約84m 、 南北約46mの長方形、 東側屋敷跡は東西約60m 、 南北約3 2mの長方形を

呈していたもの と 思われる。 堀跡は幅約15m 、 深さ約2.0m 、 断面形は逆台形を呈する。 これらは一部

削平・盛土によ り 不明なと ころ もあるが、 現地形 ・ 地割 り から推定でき る遺跡の構造 と 大 き な ズレは

なく、 残存状況はおおむね良好といえる。

Il .  遺跡の年代に つ い て

遺跡の年代は、 遺構確認面である Ill 府が中世以降の層であるこ と や出土遺物の年代から14世紀以降

と 推定される。 また、 存続期間について、 築城時期や廃絶時期は具体的には不明であるが、 検出遺構

が少なく と も数時期の変遷を示しているこ と から、 比較的長期間存続したものと 思われる。

種 糾 出土位召 屑 大 き さ （長X 紅></!tcm) 特 徴 図版番サ

中世困沿 （甕 体綿） ト レ ンチ22 u 榊 在地税。 14Cりi 。 I 

中世田悩 （甕 体邪） ト レ ンチ22 u 層 化旭産。 14C頃。 2 

中世困沿 （売 頚郎） ト レ ンチ22 n 層 在逓産。 MC頃。 3 

中1!t附岱 （甕 体沼） ト レ ンチ22 o 層 常m産。 14C頃。 4 

中世州沿 （甕 体部） ト レ ンチ22 D 附 常沿梵。 14C頃。 s 
中世囚岱 （甕 体部） ト レ ン+22 D 層 常i1t税。 14C頃。 6 

石製品 （砥:fi) ト レン-t-21 D 層 4,4 X4,QX 1. 8 帖板も。 7 

石製品 （石日） ト レ ン -f-22 J fiij 上臼。 1/5残存。 現代の炭化物付れ。 8 

石製品 （石鉢） ト レンチ20 D 崩 19.QX Jl, QX3,Q 安tU岩。 表面渕離。

銭貨 （淳化冗寅） ト レ ンチ22 n 層 外径2.3 穿径0.7 北宋銭。 初鋳年990年。 ， 
鉄製品 (jf) ト レ ンチ22 D 附 錆'1.' し い。

第 1 表 出土遺物
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註 1 : 宮城県教育委員会が平成12年度に、 ほ場整備事業に先立ち確認調査を行った結果、 古代の竪穴住居跡等が多数の

遺構が検出された。 ま た、 吹付遺跡、 淀遺跡の調査に先立ち県文化財保護課が周辺の分布調査を行った際、 淀逍

跡以東でも遺物が採取さ れ、 さ ら に平坦な地形が続 く こ と な どか ら 、 この段丘には未発見の遺跡が多数存在 して

いる 可能性がある 。

註 2 : 詳細は不明であるが、 志波姫町史 （志波姫町史編慕委員会 ： 1976) に は、 「館跡の規模は東西三十間 （約54m) 、

南北三十五間 （約63m) の平城、 館主は刈敷右馬之丞で、 天正年間 (1591年） ま で大崎氏に属 していた （要約）」

と記されている 。 ま た町史、 栗原郡誌に記さ れた館跡の規模 「…東西三十間 （約54m) 、 南北三十五間 （約63m)

…」 は調査結果 と 異 な る 。

引 用 ・ 参考文献

菅 英治 (1981) : 「 日 本城郭大系 第3巻 ー 山形 • 宮城 • 福島」 株式会社創史社

栗駒郡教育會 (1918) : 「栗原郡誌j

小井川和夫 ・ 小川淳一 (1982) : 「御駒堂遺跡」 「東北自動車道逍跡調査報告苦VI 一 宮城県文化財調査報告瞥」 第83集

小井川和夫 ・ 手塚 均 (1978) : 「糠塚遺跡」 「宮城県文化財調査略報 一 宮城県文化財濶査報告害」 第53集

志波姫町史編纂委員会 (1976) : 「志波姫町史」

宮城県多買城跡調査研究所 (1978-1980) : 「伊治城跡 I - ill ー 昭和52-54年度発掘調査報告 ー 」 「多賀城跡関連遺跡調

査報告宵j 第 3 - 5 冊

築館町教育委員会 (1988-2000) : 「伊治城跡 — 昭和62年度～平成11年度発掘調査報告笞 ー 」 「築館町文化財調査報告帯」

第 1 -12集

手塚 均 (1980) : 「山の上遺跡」 「東北自動車道遺跡濶査報告書m 一 宮城県文化財調査報告害」 第69集

手塚 均 (1981) : 「鶴の丸館遺跡」 「東北自動車道遺跡調査報告書V 一 宮城県文化財調査報告書」 第81集

古川一明 (2001) : 「淀遺跡」 「名生館遺跡ほか 一 宮城県文化財調査報告掛」 第187集

遊佐五郎 (1980) : 「宇南遺跡」 「東北自動車道遺跡岡査報告魯皿 一 宮城県文化財調査報告智j 第69集
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遺跡全景
（南西か ら ）

基本層序
（ ト レ ンチ22)

ト レ ン チ20
堀跡断面

（南西 か ら ）

固版 1 101 



2 

． ＇ 
5 

． （縮尺 ： 1/3) 

7 

図版 2
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8 

出土遺跡

ト レ ン チ22
全景

（東か ら ）

ト レ ン チ25
全景

（南か ら ）

3 cm 



く ぼ た い せき

窪 田 遺跡
み や こ い せ き

• 都遺跡
しん じ ょ う た て あ と

• 新城館跡
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引用 ・ 参考文献

写真図版

調 査 要 項

くばた

追 跡名 ： 窪田遺跡（宮城県逍跡地名表登載番号 ： 05193 遺跡記号： TS) 
みや.:.

都遺跡（ 登載番号 ： 05015 逍跡記号 ： NR) 
し ん じ ょ う f·て

新 城館跡（ 登載番号： 05049 遺跡記号： SC) 

所 在 地 ：宮城県刈田郡蔵王町平沢字 窪田、 都、 小村崎字 扇 田

調査原因 ： 県営ほ場整備事業 蔵王町円田2 期地区

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当 ：宮城県教育庁文化財保護課 佐藤則之 佐久間光平 吉野 武

蔵王町教育委貝会 佐藤洋一

対象面積 ： 約555,000rri

調査面積 ： 5.960rri 

調査期間： 2001年11 月 5 日-12月 3 日

調査協力 ：宮城県大河原産業振興事務所 蔵王町円田地区土地改 良 区
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第 I 章 調査に至 る 経緯

蔵王町円田地区を対象とした 「県営ほ場整備事業計画」 のうち、 円田 1 期地区については昭和63 年

度に 協議が行われ、 同年～平成2年度にかけて事業対象区域内の台遺跡、 戸の内脇遺跡、 白 山遺跡、

本宿前遺跡、 中組遺跡などで範囲確認調査および用水路部分の事前調査が実施された （宮城県教育委

員会1989・1990 ·1991) 。 これらの調査とともに水田面の切盛区域の保存協議が並行して進められ、 遺

構面に影響を及ぼさ ないように設計変更などの対応がなされて円田 1 期地区の事業は既に完了してい

る。

平成8 年度には、 円田 2 期地区 （約180ha)のほ場整備事業計画の提出を受けて 、 現地を確認した

結果 、 都遺跡など11遺跡が事業範囲に含まれることがわかった。 事業年次計画 （平成13 年度-17年度

施工予定） が策定さ れた平成12年度には再度協議が持たれ、 平成13年度事業予定地内に隣接する中葉

の木沢遺跡については同年秋に町教育委員 会で確認調査を実施すること になった。 また、 平成13 年 4

月 の現地確認の際に 、 事業と遺跡の係わ り が予想以上に大きい こ とがわかったため、 ほ場整備事業計

画から除外する区域の拡大な どを要望した。 さらに 、 同年 4月に町教育委員会が改めて遺跡の踏査を

行ったと こ ろ 、 新たに 3 迫跡 （窪田遺跡・三の輪遺跡• 長根道下遺跡） が確認 さ れ、 周知迫跡も範囲

が拡大することなどがわかった。 事業計画と遺跡との保護・調整を図るため、 まず、 事業計画地の南

半部にあたる平成14年・15年度事業予定区域 （約55.5ha) については、 同年秋に県と町が担当して遺

跡の確認調査を実施することになった。

こうした経緯を経て 、 平成13 年11月から約 1 ヶ月間 、 円田2期地区南半部にある窪田遺跡 • 都遺

跡 • 新城館跡の 3 遺跡の確認調査を行った。 以下は、 その概要である。

第 II 章 遺 跡 の 概 要

1 . 遺跡の位置 と現況

窪田遺跡 • 都遺跡 ・ 新城館跡は、 刈田郡蔵王町平沢字窪田、 都、 小村崎字扇田に所在する。 蔵王町

役場の北東方約3.5kmの地点、 三方を低い丘陵に囲まれた円田盆地のほぼ中央部に位置している （第 1

図） 。 盆地内には北西から南東へ横断するように藪川が南流し、 付近 には沖積地が形成 されている。

窪田遺跡は西の丘陵地からこの沖積地へと延びる微高地上、 都遺跡• 新城館跡は沖積地内の微高地上

に立地している。 遺跡の標高は、 窪田遺跡が87m-90m、 都遺跡・新城館跡が83 m-85mである。

遺跡の立地するこれらの微高地は、 以前は畑地として利用さ れていたが、 昭和3 7年-3 8年の藪川築

堤工事の際に土取 り が行われ、 その後 、 窪田遺跡の一部を除いてほぼ全域が水田化している。 こうし

た状況から、 現在では各遺跡の範囲が不明瞭になっている。

なお 、 都遣跡は、 土取 り の際に多批の縄文時代後期～平安時代頃までの土器類が出土し、 こ れらの

中に古代の瓦が含まれていたことから、 地名 「都」 とともに古代 「苅田郡」 と密接な関連がある遺跡

として注目 さ れて き た。 その後、 ほ場整備事業計画が持ち上がった こ とから、 平成 2 年度 (1990年）
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No. ill 枯 名 積 別 時 代 No 遺 跡 名 種 別 時 代 No 遺 跡 名 怜 りIJ If ft 
l 鑓 散布地 員文棧•梨t·も檜•古ft 21 愛宕山 散布地 弥生 41 .,, 沢 散布地 古代
2 窪田 散布地 縄文·古in, 榮11· 平安 22 赤鬼J: 集格 弥牛 • 平安• 中世 42 00訪釦 赦,tli鍮 弥llc - ;l;!Jl
3 新城館苔 散布地 ・ 城館 占ft . 中世 23 大檎 集柑 縄文使・淋生•古I.Cl·古代 43 � 訪館紐 城飢 ·� 世
4 十郎Ill 散布ll!!. c'ift 24 凩木戸内 牧布地 弥 生 ・ 古 代 “ ぷ訪飢前 集裕 ・ 歌舷地 員文慶·I生・b'llt・平安
5 洒,),ffill鰭 · lll戸1/i 城館 ・ 歌布Jt IBli!'; ・員文後·lilt·中il 25 立l:J 場 散布地 縄文・弥生 ・ 古1n 45 'I'沢館跡 城館 中llt
6 Kt· 六角 J:· 六角下 散布地 弥生 ・ 占代 26 中沢 B 散布地 弥生 ・ ,•;111, · 古代 ,16 大�u内 散布地 弥生
7 中集の木沢 散布地 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 代 27 中沢A 散布地 員炸·U・樟・訊ヽu 47 北況 散布地 縄文1 ・弥生・ 占ft
8 長根辺 F 散布地 占IJ\ . #. 良 • 平安 蕊 fjl/Q.沢下 艇裕 占IJl 48 沢 散布地 占ft
9 鮫冶松敦 散布地 縄文中～晩 ・ 占 代 29 塩沢北 集俗 弥 生 ・ 占,n.、F安 49 築餡館跡 城館 中Ill:
10 =の輪 散布地 古111 ・ な良 • 平安 30 台 散布地•水Ill鰭 製•古項•平安・巾近覧 50 邸木 散布地 縄文,,,
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第 1 図 遺跡の位置と周辺の遺跡

に町教育委貝 会が小規模な確認調査を行い、 微高地の周縁部に逍構が残存する ことを確認 し ている

（宮城県教育委員会 1991) 。

2 .  周辺の遺跡

都遺跡な どが所在する円田盆地周辺には 、 各時代の遺跡が濃密に分布する（第 1 図） 。

縄文時代の追跡には 、 本宿前遺跡(37) 、 中沢A遺跡(27) 、 中組遺跡(38) 、 前戸内遺跡( 5 ) 、 鍛

冶屋敷遺跡( 9 ) な どがある。 いずれも盆地周辺の丘陵から丘陵裾部にかけて分布する。

弥生時代の遺跡は、 丘陵裾部から沖積地にかけて数多く分布する。 堂の入遺跡(39) 、 中沢 A · B 遣

跡(26·27) 、 本宿前遺跡(37) 、 屋木戸内追跡(24) な どがある。 円田式 （中期） の標識追跡である西

浦遺跡(51) は、 南西方の松川北岸の河岸段丘上に立地する。

古墳時代の遺跡には、 大橋迫跡(23)、 諏訪館前遺跡(44) 、 塩沢北遺跡(29) な どの集落逍跡、 古



峰神社古墳 (20) な どの前方後円墳、 台遺跡 (30) の水田跡などがみられる 。 集落の分布域は弥生時

代とほぽ重複する。 古墳時代前期の中でも最も古い段階に位置付けられている 大橋遺跡では、 竪穴住

居跡が3軒発見されている。

奈良 • 平安時代の遺跡は、 盆地縁辺部に広範囲に広がる 。 堀の内迫跡 (34) 、 十郎田遺跡 ( 4 ) 、 前

戸内遺跡 ( 5 ) 、 六角上遺跡・六角下遺跡 ( 6) 、 赤鬼上遺跡 (22) 、 塩沢北迫跡 (29) などがある 。 堀

の内遺跡では 7 世紀末-8 世紀前葉の竪穴住居跡、 赤鬼上遺跡では平安時代の竪穴住居跡と墨書土器

な どが発見されている 。

中世には、 北～西側の低丘陵上 を利用して兵衛館跡 (60) 、 平沢館跡 (45) 、 諏訪館跡 (43) 、 西小屋

館跡 ( 5 ) 、 花楯館跡 (33) な どが築かれている 。

第 III章 発 掘 調 査

1 . 調査の方法と経過

円田 2 期地区の確認調査は、 稲刈 り 終了 を待って11月 5 日 から開始した。 調査対象区域内では事前

に3遺跡の存在が知られていたことから 、 地形なども考慮して対象区域をA区： 窪田遺跡、 B区： 都

遺跡、 C 区 ： 新城館跡に大きく3分割する こ とにした（第2 図）。

調査は、 逍跡が立地する微高地を 中心に現水田や畑地に沿って幅約 2 mの ト レン チ を 適宜設定し、

遺構の検出状況や地形・ 地層の状況を検討しながら随時調査区を拡張 した。 調査面積とト レ ン チ数は、

最終的には A 区 ： l,600rrl (67 ヵ 所） 、 B 区 ：3.360rrl (121 ヵ 所） 、 C 区： 1.000rrl (36 ヵ 所） とな り 、

総計5,960rri (224 ヵ 所） である 。 調査トレ ンチの深度は概ね20-50cmであるが、 一部は堆積層確認の

ために l m程度まで掘 り 下げたものもある 。 遺構が検出された場合 には平面での確認 に と どめ、 遺構

の掘 り 下げは基本的に行っていない。

記録は、 縮尺 = 1/1.000の図に検出遣構と調査トレンチの土層 · 深度な どを書き込む簡易的な方法を

と り 、 適宜 、 写真（モノ ク ロ と カラー リ バーサル） 撮影を行った。 12月 3 日 には確認調査を終了した。

2 .  調査結果

(1) 地形 ・ 土層の状況

対象区域全体の調査結果から、 区域内の地形や土陪の状況が概ね捉えられた （第2 図）。

概略的に見ると、 迫跡が立地する 区域は、 盆地周辺の丘陵から沖積地へとのびる 丘陵末端部にあた

り 、 それが台地もしくは微高地状に残ったものであ り 、 その周辺は河川か湿地 になっている ものとみ

られる 。 つま り 、 窪田遺跡および都辿跡は西側丘陵から南東へ延びる丘陵末端部にあたり 、 窪田遺跡

と都遺跡の境が河川によって開析されたために都遺跡は沖積地に取 り 残されて残丘状に 、 同様に 、 新

城館跡は北側丘陵から南へ延びる丘陵末端部にあた り 、 やは り 河川 によって開析されて沖積地に残丘

状に取 り 残されたものと考えられる 。 また、 窪田遺跡 ・ 都遺跡と新城館跡の間には旧河川の痕跡が明

瞭に残ってお り 、 これを榜に現水田の配置も異なっている 。
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微高地上では、 現耕作面から20cm-25cm 下で黄褐色ロ ー ム面（遺構確認面） になる 。 ただし、 前述

したように、 これらの微高地は昭和30年代後半の藪川築堤工事による 土取りや水田整備によ っ て 削 平

を受けているため 、 表土を剥 ぐ と 微高地中央部ほど下層の黄褐色粘土層・黄白色粘土陪ある いは硬い

黄褐色 シ ルト層などが広がる 。 微高地の縁辺部（斜面部） では、 旧表土の黒色土がわずかに残存する。

沖積地では、 現耕作土の下は概ね黒褐色～暗赤褐色粘土層、 暗青灰色粘土層、 黄褐色粘土層と続く。

暗青灰色粘土層中には未分解の植物遺体を含み、 また、 灰白色火山灰 (10世紀前葉） プ ロ ッ クが含ま

れる 区域がある 。 旧河川近辺になると、 粗砂～細砂層などの分布が認められる 。

なお 、 一部区域では現耕作土下に旧水田耕作土（近世以降） とみられる グラ イ 化した粘土層が観察

されたが、 弥生時代や古墳～奈良 • 平安時代まで遡 る 水田跡の堆積層は今回は確認できなか っ た。

(2) 各遺跡の調査

【窪田遺跡】 北西から南東に舌状に延びる微高地上に立地している。 微高地先端部の中央には小さ

な沢が入 り 込んでいる 。 逍跡は、 今 回の対象区域内では東西120m · 南北300mの範囲に広が り 、 県道

を挟んでさらに北側へも延びている 。 追跡の南側は湿地、 東側は河川、 西側は藪川へ向かっ て湿地状

になる 。

造構は、 県道近くの畑地区域や微高地末端部な どで確認された。 遺構の密度はそれほ ど高く はない

が、 竪穴住居跡9軒、 掘立柱建物跡 2 棟、 溝跡 7 条、 土堀4基などがある。 時期は、 縄文時代、 古墳～

奈良 • 平安時代にわたる 。 縄文時代の遺構は、 県道寄 り の畑地区域 (A63-65)に分布する 。 隅丸長

方形状（長軸10m以上 x 短軸3.6m)の竪穴住居跡 l軒（写真図版 2 - 1 )と土城もしくは竪穴住居跡

と考えられる 隅丸長方形状（長軸4.8m X 短軸2.6mほか） のものが 3 基あ る 。 古墳時代では、 前期（塩

釜式） か中期（南小泉式） とみられる竪穴住居跡（写真図版 2 - 2)がある 。 微高地南端部 (A28)

で確認されている 。 奈良•平安時代とみられる 竪穴住居跡や掘立柱建物跡は、 県道近くの畑地区域 (A

63) や微高地縁辺部 (A25 · 30 · 34ほか） に分布する。

遺物はコ ン テ ナ 1 箱分出土した。 縄文時代後期末～晩期の土器、 石器（剥片） 、 弥生時代中期の土器、

古墳時代～奈良•平安時代の土師器・須恵器、 近世以降の摺鉢などがある （写真図版 3 - 3 -12)。 縄

文 · 弥生時代の遺物は少なく、 大半は奈良 • 平安時代のものである。

【都遺跡】 東西120m-200m ·南北400mの微高地上に広がる 。 遺跡周辺は湿地に な り 、 西側縁辺に

は旧河川の跡が認められる 。 追跡の中央部は大き く 削平を受 けて お り 、 この区域では遺構は消滅して

いる可能性が高いが、 微高地縁辺部には遺構が多 く 残存する。

検出した逍構には、 竪穴住居跡15軒、 掘立柱建物跡 6棟、 溝跡14条 、 柱穴列跡 2 条、 土城 3 基、 小

ピ ッ ト などがある 。

竪穴住居跡は、 微高地の縁辺部 ( B 21 · 32 · 42 · 53 · 55 · 57·73 · 114ほか） に点在し（写真図版 2

- 3 )、 比較的南縁部に多く分布する 。 時期は、 古墳時代前期（塩釜式） ・中期 （南小泉式） ～奈良 ・

平安時代にわたるが、 特に古墳時代前期～中期が多い。

掘立柱建物跡は、 北側と南端部で確認されている 。 いずれも古代の建物跡と見られる 。 建物全体の



O\\ . 剥 バ ロ 慕叡 困 直

唾覗媒-..�冨J»(/)� 、

· - -
釦1tP!lll _ • : • • 



規模は不明であ る が、 柱穴掘 り 方が l m を 越 え る も のがあ り 、 追跡の北側 ( B 59) で確認 し た 建物跡

は 、 柱穴掘 り 方がI.3m X 1J m 、 柱間寸法が2.4mの大型の も ので あ る （写真図版 2 - 4 ) 。 南端部 ( B

120) の建物跡 も 柱穴掘 り 方が 1 辺 U m 、 柱間寸法が3.3mの規模であ る 。 こ う した掘立柱建物跡は 、

遺跡が立地する微高地中央部 に も 存在 し て い た と 考え ら れ る が、 削平のために消 滅 し て い る 可能性が

高い。

柱穴列跡は 、 西側縁辺部の ト レ ン チ 2 箇所 (B46 · 48) で確認した。 いずれ も 幅20cm ほ どの布掘 り

状の掘 り 方を も つ （写真図版2 - 7 ) 。 西側縁辺にそっ て流下する 旧河川にほぽ並行 してお り 、 遺跡の

西 側 を 区画す る 施設では ないか と 考 え ら れ る。 古墳時代か古代かは は っ き り し な い 。 ま た 、 遺跡北端

( B  105) では 、 地形の落ち際に沿っ て幅 l m ほ どの溝跡を確認 した。 こ の溝跡 も 柱穴列跡 と 同様に区

画施設の可能性がある。

遺物は 、 コ ン テナ3箱分出土 し て い る 。 弥生時代中期の土器 、 古墳時代～奈良 • 平安時代の土師器 ・

須恵器、 瓦片 、 中 ・ 近世の陶磁器などがあ る （写真図版3 - 13-17、 4 - 1 - 9 ) 。 古墳時代前期～中

期 ・ 奈良時代の追物が比較的多い。 なお 、 古代の瓦は 、 西側 と北側の ト レ ン チ ( B48 · 62) か ら 小片

が 2 点出土 し た に 過 ぎ な い。

【新城館跡］ 東西150m · 南北100mほ どの独立した微高地上に立地 し て い る 。 遣跡の周辺は湿地状

に な る。 遺跡は大半が削平を受けてお り 、 特に北側区域ほ ど著 し い。 遺跡の南側で迫構が確認されて

い る が、 残存する追構は少ない。

検出 さ れた迫構 に は 、 掘立柱建物跡 2 棟、 井戸跡 1 基、 溝跡 3 条、 土堀 2 基な どがある。 時期は古

代～中世 と み ら れ る が は っ き り し ない。 溝跡の一部は 、 時期が近世以降に下る可能性 も あ る 。

掘立柱建物跡はいずれも 一辺40cm 程の柱穴掘 り 方を も つが、 建物規模は不明であ る 。 井戸跡は径70

cm 程の円形で あ る （写真図版 3 - 2 ) 。

遺物は少な く 、 古代の土師器 ・ 須恵器片 （写真図版 4 - 10-13) が若干数出 土 し たのみである 。 中

世の追物 は 出 土 し て い な い。

本遺跡は 、 こ れ ま で古代の散布地 ・ 中世の館跡と さ れて き たが、 中世について は今回の調査では確

認で き なかっ た。

第 w章 ま と め

1 .  窪田迫跡 ・ 都逍跡 • 新城館跡の 3 遺跡の範囲が概ね捉え ら れた。 それぞれ、 周 囲 と の比高差約 1

- 2 m の微高地上に立地する。 微高地周辺は湿地 も し く は旧河川 に な る 。

2 . 3 遺跡はいずれ も 昭和30年代後半の藪川築堤工事お よ びほ場整備な どの際に土取 り ・ 削平がな さ

れ て い る が、 遺跡は壊滅 し て い る わけでは な く 、 都遣跡 ・ 窪田遣跡では数多 く の逍構が残存する 。

3 .  窪田追跡では 、 縄文時代 、 古墳時代 （前 ・ 中期） 、 奈 良 • 平安時代の追構が確認さ れた。 周 囲 よ り

一段高い県道近 く の畑地区域には 、 縄文時代の竪穴住居跡を は じめ と し て迫構が比較的多い。

4 .  都追跡では 、 古墳時代 （前～後期） 、 奈良• 平安時代の遺構が確認さ れた。 遺跡の中央部は削平さ
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れ て い る よ う であ る が、 微高地縁辺部には古墳時代の竪穴住居跡や古代の掘立柱建物跡が残存す

る 。

古代の大型掘立柱建物跡の存在は、 以前から言及 さ れ て い る よ う に官術関連遺跡であ る こ と を示

す も の と 考え ら れ る 。 た だ し 、 逍跡の中央部は 削 平 さ れてお り 、 官術の中枢部は残存 し て い な い 可

能性がある 。 な お 、 瓦片 は 2 片出土 したのみであ り 、 瓦葺建物の存在を示す手がか り は得 ら れなか

っ た。

5 .  新城館跡は 、 遺跡の大部分が削平 さ れて 残 っ て い な い。 微高地縁辺にか ろ う じ て わずかな遺構が

残存する程度である 。 こ れ ま で古代の散布地 ・ 中世の館跡 と さ れて き たが、 中世については確認で

き なか っ た。

6 .  遺跡周辺の湿地区域には 、 弥生～奈良 • 平安時代の水田跡が広がる可能性があ る が、 今回の調査

では確認 さ れて い な い。
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